
    
      
        
      
    

  















































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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第一章　女子高生と通勤電車
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　……好き。




　誰かに告白される夢を見た。

　顔はわからない。声は聞き覚えがある。だが嬉うれしかったという感情は覚えている。

　こんな夢を見るのは、心のどこかで期待しているからなのだろうか……。

「ありえないな」

　六月一日の朝七時三十分。

　いつも通りの時間、いつも通りの電車で俺は通勤していた。

　各駅停車を使っているのは満員電車が嫌いだからだ。

　先頭車両の一番前、運転士側の壁に背を預けて立っているとドアが開いた。

　入ってくる瑞みず々みずしい空気は、草とアスファルトの匂いがする。

　そういえば昨日の夜、雨が降っていた。

　よく見ると車窓の隅にまだ水滴が残っている。今朝の空気が澄んでいるのはそのためか。

　何気ない普通の毎日。俺、笹ささ宮みや和かず人との朝は今日も変わらない。




　八王子市の中心に向かう路線の途中、バイブの振動が着信を知らせた。スマホを取り出して確認すると、会社の後輩からＬＩＮＥが届いている。

　先輩に送るとは思えない可か愛わいいスタンプを使ったメッセージは、彼女らしいと言えるだろう。

『笹宮さん、おはようございます！　昨日は残業を手伝ってくれて、ありがとうございました！　今日も頑張ります！』

　きゃぴきゃぴとした女子の音声が流れてきそうなメッセージだったが、彼女はれっきとした社会人だ。

　さて、どう返せばいいものか……。

　自他ともに認める無愛想な俺にとって、ＬＩＮＥの返事を考えるのは悩ましい問題だった。良好な関係を構築しつつ、無難な文章が望ましいだろう。

　考えに考えて五回ほど入力し直したメッセージを送信する。その内容は……、

『そうか』

　たった三文字。もちろんこれではダメだということは理解している。だが人と関わるのが苦手な俺には、これが精一杯だった。

　陽キャラになりたいとは思わないが、せめて相手が不快にならない程度のコミュ力は欲しいと思う。

　二十七歳でチームリーダーを務めている俺は、新入社員である彼女の教育係を任されている。無事に教育期間を終了させてあげたいのだが、生まれつきの無愛想な性格が仇あだとなり苦戦する毎日が続いていた。

「はぁ……。後輩へのＬＩＮＥで、なんで悩まないといけないんだ……」

　そうつぶやいた時、隣にいた女性が言った。

「あ〜あ。相手の人、かわいそう」

　とても自然。強弱が感じられない声。まるで水面みなもに波紋が広がるような響きだ。

　隣を見ると、そこに立っていたのは女子高生だった。

　一見すると真面目そうな子に見える。

　鎖骨付近まで伸びる髪は美しい光沢が流れ、背は俺の肩程度。女子高生としても低い方だろう。しかも胸が大きいので、よけいに小柄さが強調されている。

　六月という暑くなり始めた時季のためか制服のジャケットは着ておらず、長袖のシャツの上からベストを着用している。

　見た目はそこそこの美少女だが、全身から漂う雰囲気がとても静かだ。

　俺はいつも通りの無愛想な態度のまま、女子高生に言い返した。

「他人のスマホをのぞくな」

「見えたんだもん」

「見たんだろ」

「女子高生に見られたからって、朝から興奮しちゃダメだよ」

「こ……、こいつ……」

　女子高生に反省の色はない。しかもテンションはフラットのまま……。まるで言い負かされている気分だ。

　落ち着け……。この女子高生は俺をからかって楽しんでいるだけだ。

　大人として毅き然ぜんとした態度を取ろう。

「初対面なのに馴なれ馴れしいぞ。俺は女子高生に興味なんてないからな」

　すると女子高生は怪け訝げんな様子で首を傾ける。

「初対面？　お兄さん、何を言ってるの？」

「……？　そっちこそ何を言ってるんだ。俺達が会うのは初めてだろ」

「本気で言ってる？」

「俺がウソをつく必要があるか？」

　改めて俺は彼女の顔を見た。彼女も透き通るような瞳で俺を見ている。

　女子高生の言い方だと俺達は知り合いのようだが、もちろんそんなことはない。こんな子と話したことはないし、会ったことすらない……はずだ。

　そうこうしているうちに電車が『聖せい女じょ学がく院いん前まえ駅』に到着する。

「あ……。私、ここだから。じゃあね、お兄さん」

　そう言って、ひらひらと手を振った女子高生は電車を降りてしまった。

　聖女学院といえば、この辺りでは有名なお嬢様学校で厳しい校風が有名だ。おそらく彼女もその学校の生徒なのだろう。

　まったく、あの女子高生はなんだったんだ。初対面なのに顔見知りのようなことを言いやがって。……もしかして、誰かと間違えているのか？　まっ、どうでもいいか。




　……だが、その翌日。




「おはよ。お兄さん」

「……またか」

　電車で通勤中。後輩へＬＩＮＥを返そうと苦戦していた時、昨日会った女子高生がまた現れた。

　いいかげんにしてくれよ……。

「私のこと待ってたんだね。わかるよ」

「お前は何もわかっていない。いつも通り通勤しているだけだ」

「お前って言い方、好きじゃないなぁ。私、蒼あお井い結ゆ衣い花ばな。呼ぶ時は結衣花でいいよ」

　相変わらずのフラットテンションで、さりげなく自己紹介をする女子高生。

　さては、また絡からんでくるつもりか。面倒だな。……ここは軽くあしらっておこう。

「そうか。よろしくな、結衣花。じゃあな」

「で、お兄さんの名前は？」

「じゃあなって言ったよな」

「優先順位が低いから後回し。で、名前は？」

　切り返しのタイミングだけはナチュラルだ。つーか、年上の言葉が優先順位低いとか、どんだけ上から目線なんだよ。

　だが訊きかれて名乗らないというのは悪い気がする。仕方がない、名前くらいはいいだろう。

「……笹宮だ」

「そっか。よろしくね、お兄さん」

「名前を教える意味、あったか？」

　それにしても妙だ。以前から知ってるように言っておいて、名前は知らなかったのか。ますますこいつの正体がわからない。もしかして人違いだということに気づいたのか？

　結衣花はさも当然のように俺の隣に立つ。

「ねえ。ＬＩＮＥの人とはどこまで行ってるの？」

　大きくため息をついた俺は、うんざりした気持ちで答える。

「あのな。なにか勘違いしてないか？　俺は教育係だから、後輩と良好な関係を維持したいだけだ。女子高生が考えるような展開じゃない」

「エッチしたいってこと？」

「どういう脳内変換をしやがった」

　こんなセリフを淡々と言い放つ女子高生が、かつていただろうか……。それともこれが普通？　んなわけあるか。

「とにかく、恋愛とかありえない。俺と後輩は仕事だけの関係だ」

「うん。大体わかった。つまりお兄さんは奥手のヘタレなんだね。でも、いいんじゃないかな。私は嫌いじゃないよ」

「頼むから、もう少し普通に解釈してくれ……」

　その時だった。突然電車が大きく揺れて止まった。

　俺はすぐに後ろの壁に手をついて姿勢を維持する。

　こういった緊急停止はたまにあるのだが、ここまで大きく揺れるのはめずらしい。

「緊急停止か。転ぶかと思った」

「あ……」

　気がつくと、結衣花が俺の腕を摑つかんでいた。とっさに持ってしまったのだろう。

「ごめん」

「気にするな。大丈夫か」

「うん。ありがとう」

　しばらくすると電車はゆっくりと動き出し、俺達はまた壁にもたれかかった。

「ねえ、お兄さん」

「ん？」

「お兄さんの腕って不思議な硬さだよね」

　不思議な……硬さ？　腕が？　結衣花は何を言いたいのだろうか。

「特に鍛えたりしてないぞ」

「そういうのじゃなくてさ。なんか初めての触り心地だった」

　結衣花は五本の指をわきゃわきゃと動かしてみせる。

　筋肉質でも太っているわけでもないので、特別な要素は何もないと思うのだが。

　表情が読みにくいので何を考えているのかわからないが、馬鹿にされているというわけではないらしい。……と、考えていた時。




　むにっ。




　突然、隣に立っている結衣花が俺の腕を摑んできた。

　さらに……




　むにっ、むにっ。




　なぜか結衣花は俺の腕を二回揉もんできた。さてはモールス信号か何か……なわけないよな。

　というよりも、今の俺の状態って電車でよく見かけるアレなんじゃないか？

「結衣花。少し訊たずねたいことがある」

「とりあえず言ってみて」

「電車の手すり代わりに設置されているポールって、なんて言うんだろうな」

「スタンションポールだったかな」

「ほぉ。よく知っているな」

　なるほど、なるほど。電車でよく見かけるアレはそんな名称だったのか。

「もうひとつ訊きたいのだが、なぜ俺の腕をスタンションポール代わりにしているんだ？」

「何かに摑まっていた方が、姿勢が安定するでしょ」

　そうだよな。電車って揺れるから何かに摑まっている方がいいよな……じゃねーよ。

「……俺は金属棒ではないんだが？」

「世界中の乗客達をサポートし続ける、スタンションポールと同等の役割を与えられたんだよ。これは栄誉あることだと思うべきじゃないかな」

「誇れと？」

「感謝してほしいな」

　この世にポール代わりにされて感謝する人間なんているわけないだろ。

　こいつ……、調子に乗ってんじゃねえぞ……。

　俺は結衣花の親指をつまんで引き剝はがそうとした……が、彼女は必死に抵抗する。

「こ……このぉ……っ」

「……ん……んんん……んんっ！」

　ダメだ。剝がれん。親指とはいえ、なんて握力だ。

　だが、これ以上やると結衣花の指を痛めてしまうかもしれん。ここは諦めるしかない。

「ふぅ……。まあいい。今日のところはこの辺にしてやる……」

「む……無駄な抵抗だったね……」

　まるで自分が勝ったかのように平静を装よそおっているが、結衣花の呼吸は少し乱れていた。

　ったく、くだらんことを頑張りやがって。

『まもなく聖女学院前駅。お出口は左側です』

　電車のアナウンスが流れると、女子高生はカバンのショルダーベルトを持ち直してドアの方へ体を向けようとした。しかし何かを思い出したように振り返る。

「あのさ、後輩さんに会ったら『いつもＬＩＮＥをありがとう』って言ってみて」

「……なんだそれ？」

「いいから騙だまされたと思って。……ね？」

　念を押すように首をかしげた結衣花は子供をあやすように優しく笑った。

　ちょうどそのタイミングで空気が抜ける音と共にドアが開き、澄んだ風が入ってくる。

　六月のわずかに湿った涼しさと心地良さが入り混じった風だ。

　外に溢あふれる柔らかい光を背にした彼女を見て、……不覚にも可か愛わいいと思ってしまった。

　女子高生はそのままホームの向こうに消えていく。

　そして電車のドアが閉まった時、わずかに寂しいという感情が生まれた。

　たった二日続けて話をしただけで、俺は何を考えているんだ。
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　古い自社ビルの三階にある営業企画部、ここが俺の職場になる。

　俺が勤めているのは、主に展示会や販促キャンペーンを企画するイベント会社だ。

　展示会というと派手なイメージがあるが、その内容はさまざま。有名なのは自動車やファッションの展示会だろう。他にもグルメ・最新ＶＲ・スマホなど、数えきれない展示会が頻繁に開催されている。

　午前中の仕事を片付けた俺は席に着いたまま、大きく伸びをした。

　すると若い女子社員が声を掛けてくる。

「笹宮さん、言われていた資料を主任に提出してきました。あれで大丈夫だそうです」

　スキップしそうなテンションで話しかけてきたのは音おと水みず遙はるか、二十二歳。俺が教育係についている例の後輩だ。

　人ひと懐なつっこいタレ目が印象的な可愛い新入社員。

　長い髪を後ろでまとめて清潔感を出し、暑さが気になる季節だというのに、キッチリとスーツを着こなしている。胸が大きいため苦しそうに見えるが、本人は気にしていないようだ。

　天てん真しん爛らん漫まんでいつも全力の感情を表現する音水は、無愛想な俺とは真逆のタイプだった。

「もうすぐザニー社のプレゼンですね。ゲーム会社の仕事なんて楽しみです」

「今回は人気ゲーム『レイジスファンタジー』の二十周年プロジェクトだからな。コミケの出展と販促キャンペーンを同時に開催するから、受注できたらデカいぞ」

「アイデアなら任せてください！　私、こう見えてもゲーマーなんですよ！　つい最近もガチャで爆死したばかりですし」

「それを聞くと任せにくいのだが……」

　元気に話をする音水だが、その表情には緊張が見られる。

　俺が無愛想という問題もあるのだが、音水は目上の人間に対して過度に緊張するクセがあった。真面目過ぎる性格のためと考えられるがどうしたらいいものか。

　そういえば今朝会った女子高生が妙なことを言っていたな。

　確か『いつもＬＩＮＥをありがとう』って伝えるんだったか……。

　別に結衣花の言葉を鵜う吞のみにするつもりはないが、もしかするとこれで音水との信頼関係が良くなるかもしれない。……試してみるか。

「あー、……音水。えっとだな……」

「はい？」

　いざ言おうとすると緊張する……。たった一言なのだが、うまく言葉が出てこない。仕事の話だけなら問題ないのだが、自分の気持ちを伝えようとするとこれだ……。

　その時、四十代後半の男性社員が怒鳴り声を上げる。

「音水！　これはなんだ！」

　でっぷりとした腹を揺らしながら向かってくるのは人事部の課長……石いし岐き土どだ。カエル顔と偉そうな態度から、一部の社員からお殿様と呼ばれている。

　常に怒鳴り散らして若手社員の足を引っ張ることばかりする奴やつだ。こいつのせいで何人新人が辞めていったことか……。

　石岐土は俺達の前に来ると、持っていた資料を机に叩たたきつけた。

「司会進行役のマニュアルがわかりにくい！　こんなものを配ったら現場が混乱するだろ！」

　ビクリと呼吸を止めた音水は小さく震える。

「す、すみません……」

「謝れば済むと思っているのか！　もしザニー社のプレゼンを落としたら、君には責任を取ってもらうぞ！」

　石岐土が持ってきたのは主任の承認を受けたはずの資料だった。

　だが指摘している部分はテンプレ化されており、毎回同じ文面。今さら怒る理由がない。つまり石岐土は単純に音水を怒鳴りつけたいだけなのだ。新人潰しが趣味の石岐土がやりそうなことだな。

　だが、今の音水の教育係は俺だ。大切な後輩が嫌がらせされるのは我慢ならない。

　俺は無愛想な雰囲気を限界まで引き上げて口を挟む。

「石岐土課長。よろしいでしょうか？」

「なんだ、笹宮！　今は音水と話しているんだ！」

「この資料の仕上げをしたのは私です」

「は？」

　石岐土はカエル顔がさらにマヌケになるように、口を大きく開けた。

「だ……だが、さっき音水が主任のデスクに置くところを見たぞ！」

「音水は確かに資料作成の手伝いをしてくれましたが、最後にまとめたのは私です。司会進行役のマニュアルに至っては私が原本を用意しました。もし問題があるなら私の方で新しく作り直しますので勘弁してください」

　わざと大げさに頭を下げてみせる。遠回しの皮肉だ。

　石岐土はグッと喉を鳴らした。

　この人が怒りたいのは音水であって俺ではない。そもそもこの男は現場を知らないので、マニュアルの良よし悪あしを判断できる知識がないはず。この状況下では圧倒的に俺の方が有利だった。

「ぐ……、ぐぐぐ!!　おのれぇ、笹宮ぁ……！　この前も現場のトラブルを解決したようだが、それは調子に乗っていい理由にはならんぞ！　チームリーダーとはいえ、下したっ端ぱだということをわきまえろ！」

「私は自分にできることをしているだけです。調子に乗ったことなんてありません」

「黙れ、黙れ、黙れ！　貴様の生意気な態度を見ているとストレスが溜たまる！　とにかく、ザニー社のプレゼンが失敗したら音水は左遷だ！　いいな！」

　言い負かされて悔しそうに顔をゆがめた石岐土は、吐き捨てるようにそう言い残して部屋を出て行った。

　なにが『失敗したら』だ。俺がそんなことさせねえよ。

　横暴な男の足音が聞こえなくなったことを確認した俺は、姿勢を戻して首を鳴らした。

「音水、大丈夫か？」

「は……、はい。ご迷惑ばかりおかけしてすみません……」

「あんまり気にするな。元々俺はあの人に嫌われてるよ」

「は……はい……」

　参ったな。石岐土に怒られて完全に萎縮してしまってる。そのうえ俺のことまで怯おびえてるじゃないか。なんとか緊張をほぐしてやりたいが……。

　そうだ！　今朝会った女子高生に言われていたことを伝えてみよう。

「あと……言っておきたいことがあったんだ。い……いつもＬＩＮＥを送ってくれて……その……、ありがとう」

　よし、言ったぞ！　吐くほど恥ずかしいが、言ってやった！

　無愛想が染しみついている俺にしては上出来だ。

　だが音水はほわんとした表情で「あ……」と声をもらし、もじもじと指をいじっている。

　あれ？　おかしいな……。せめて笑うか何か反応してほしいのだが……。

「……どうした？」

「えっと、その……。私、ずっと笹宮さんの邪魔になってるかもって思っていたから、そんなふうに言われて驚いてるというか……」

　その言葉を聞いて驚いたのは俺の方だった。

　いつも明るい音水は男性社員からも人気がある。一方俺は御覧の通りの無愛想人間だ。

　もしかすると俺が教育係についたせいで、彼女の足を引っ張っているかもしれないと悩んだ時すらある。

　だがこうして本音を話してくれたおかげで安心することができた。

「俺が音水を？　そんなわけないだろ」

　俺は机にある資料を手に取り、音水に渡す。

「音水はいい仕事をしている。こんなことで負けんなよ」

　すると音水は顔を真っ赤にして、わなわなと震え出し、

[image: ]

「は……はい。わ……私……その……、ごめんなさい！」

　いきなり謝罪したかと思うと、走って部屋を出て行ってしまった。

　あれ……。俺、何か変なことを言ってしまったのか？
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　俺はいつものように先頭車両の一番前に立っていた。

　だが、今日は音水からＬＩＮＥが来ない。毎朝欠かさず送ってくれたのに……。

　やはり昨日の出来事でショックを受けているのだろうか。

「おはよ。お兄さん」

「……おう」

　さすがに毎朝声を掛けられると、抵抗する気力がなくなる。

　だが、これは根負けしたのではない。結衣花が構ってほしそうにしているから、仕方がなく相手をしているだけだ。

　それより今は音水のことで余裕がない。女子高生のことは後回しにしよう。

　結衣花は俺の顔を見て、首を傾かしげた。

「何かあったの？　もしかして後輩さんのこと？」

「大丈夫だ。たいしたことじゃない」

　そうは言ってみたが、正直なところ結衣花に頼りたい気持ちはある。

　昨日、結衣花に言われた通り『ありがとう』と伝えた時、音水は本音を打ち明けてくれた。一方俺が自分の言葉で話すと、音水は走って部屋を出て行った。この差は歴然だ。

　結衣花を見ると、瞳の奥に不思議な光を宿して見つめ返していた。

　聞きたいんでしょ？　相談して不安を和らげたいんでしょ？　ほら、言ってごらん。……と言っているように見える。

　もちろん俺はこんな誘惑に惑わされたりはしない。

　しかし……。そう、しかしなのだ。

　今は俺のプライドよりも音水のことの方が大切だ。

　結衣花に借りを作るみたいで気は引けるが、ここは彼女に頼るしかない。

「まぁ……あれだ……」

「相談？」

「違う。世間話だ」

「聞きましょう」

　結衣花は俺の腕を摑つかんで二回ムニった。彼女が喜んでいることが伝わってくる。

　男の腕の感触なんて需要があるとは思えんが……。

「……実はな、後輩が毎朝ＬＩＮＥをくれていたんだが、今日は来ないんだ」

「あらら」

「俺はこう見えて無愛想だからな。それが原因で不必要なことを言ってしまったのかもしれない」

「無愛想なのは見たまんまだけどね」

「こういう場合、どうしたら機嫌を直してもらえるんだろうな」

「そうだなぁ」

　俺の言葉を聞いて、結衣花は深く頷うなずいた。そして淡々とした口調で言い放つ。

「ヤッちゃえば」

「おい、女子高生」

「冗談だって」

　いつもそうだが、こいつの歪ゆがんだ語彙力はなんとかならんのか。

　見た目は普通の女子高生なんだから、もう少し言葉を選べば可か愛わいさも増すというのに……。

　結衣花は人差し指を立てて、順番を示すように話を始めた。

「根本的な原因は無愛想なところなんでしょ？　だったらお兄さんが目指すのは無愛想の改善じゃないかな」

「自慢じゃないが、俺の無愛想さは筋金入りだぞ」

「本当に自慢になってないところがすごいよ……。とりあえず、今日は後輩さんをランチに誘ってみて。もちろん、おごりで」

「おごるくらいならいいが、そんなことでいいのか？」

「一緒に食事をすると、悩みを打ち明けやすくなるっていうでしょ。その時に、ちゃんと話を聞いてあげれば好感度アップ間違いなし」

「ほう」

「それに食事しながらなら、お兄さんも会話がしやすいでしょ？」

　結衣花の提案は的を射ていた。

　仕事でも食事をしながらの方が交渉の成功率が高くなると聞いたことがある。なんでも心が開きやすくなるそうだ。

　もし会話が途切れたとしても、食事の内容で再び会話を再スタートすることができる。

「なるほど。確かにそれなら俺でもできそうだな。ちょうど近くに『特濃にんにくラーメン店』がオープンしたんだ。まさに渡りに船だな」

「その船、沈没するから」
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　その日の昼休み。

　俺は音水を誘って、会社のすぐ近くにあるオシャレなカフェに向かった。

　中に入ると奥のボックス席が空いていたので、俺達は向かい合って座る。

　結衣花に勧められた場所なのだが、なるほど。こぢんまりとしているが、確かにオシャレで居心地が良さそうだ。

「笹宮さんってこういうお店にも来るんですね」

「……まぁな」

　教えてもらったことは黙っておこう。俺もカッコは付けておきたいからな。

「私と来たことが彼女さんにバレたら誤解されちゃうかもですね」

「いるわけないだろ、俺みたいな無愛想男に……」

「素晴らしいことです」

「何か言ったか？」

「すみません。お気になさらず」

　きっと昨日課長に怒られたショックが残っていて、言い間違いをしてしまったんだろう。

　席に座ってランチを食べながら、俺は音水に優しい口調を意識して話を切り出した。

「……音水。どうして今朝はＬＩＮＥをくれなかったんだ？」

　音水はピクリと体を震わせて、苦笑いをした。

「えっと、その……。昨日はいろんなことを妄想していたら眠れなくなって……。あはは……。明日からはいつも通りなので安心してください」

　人はストレスを抱えると嫌な妄想ばかりしてしまうからな。そういう時もあるか。

　……待てよ。もしかして俺がストレスになっているのでは……。

「お……、音水。ちょっと訊ききたいんだが、その妄想は俺も関係しているのか？」

「えっ!?　そ……それは……そのぉ〜。……はい。むしろ主役っていうか……って、もう！　訊かないでくださいよぉ〜！　やだぁ、もう〜っ！」

　そこまで言うと音水は頭頂部まで赤くなった顔を両手で隠し、悶もだえながら足をバタバタさせた。

　え……、マジか！　音水のストレスの原因って俺だったわけ？　普通にショックなんだけど……。となると、問題はやはり無愛想なところか。これは本腰を入れて改善していかないといけないな。

　決意を固めた俺は、音水をまっすぐに見た。

「音水」

「はい、なんでしょうか？」

「俺はどうも想おもいを伝えることが苦手みたいだ」

　すると音水はガタっと席を立った。

「どうした？」

「あ……いえ、何も……」

　おかしな反応とは思ったが冷静に考えれば無理からぬこと。

　彼女にとって俺は完璧な先輩だ。そんな俺に弱点があると知ったのだから、驚いても仕方がないだろう。

　彼女が席に座るのを待って、俺は落ち着いて話を続ける。

「すぐには変われないと思うが、少しずつ伝えられるようにしてみようと思う」

「そ……そうですか」

　話し終わると音水は下を向いて静かになり、そわそわし始めた。

「さ……笹宮さんは、私を……どうしたいんですか？」

「新人教育だが？」

「それはつまり……大人としての教育ですよね？」

「当たり前じゃないか。……もしかして嫌なのか？」

「いえ、むしろ嬉うれしいというか……、楽しみというか……」

　何か会話がかみ合っていないような気がする……。俺、何も間違ってないよな？

　すると音水は再び席を立って声を上げた。

「あの！　笹宮さん!!」

「どうした、急に大声を出して」

「こ……こんど、いいいいい一緒に！　……ええええ映画を観みに行きませんか!!」

「映画？」

「もちろん、映画以外に本屋さんやイベント会場でも全然オッケーです！」

　うちの会社は社内恋愛を否定はしていないが、やはり発覚すると居づらくなる傾向がある。音水もそのことは知っているだろう。

　だというのに映画に誘うということはどういうことだろうか。

　俺と音水が映画に行くとすれば隣町にあるショッピングモールだろう。あそこならイベントホールもあるし、本屋もある。

　そういえば、来週の土日にデジタルイラスト展が開催されるんだよな。

　ということは、……つまりそういうことか。

「もしかして次のプレゼンのために、ショッピングモールへ市場調査に行きたいということか？」

「え？」

「デジタルイラスト展を見て、そのついでに人気映画の演出方法もチェックするという意味だと思ったんだが？」

「ええっと……、はい。……そうだったような気がします」

　やはりか。俺達が今度挑むプレゼンはコミケに出展する企業ブースだ。

　しかもクライアントから新しい試みをしてほしいという要望が入っている。

　おそらく音水は少しでもアイデアを吸収しようと、他のイベントを見て情報収集をしたいと考えていたんだ。さすがだな、音水。やるじゃないか。

「わかった。そういうことなら付き合うぞ」

「いいんですか!?」

　断られると思っていた様子の音水は、今まで見たことがないほど嬉しそうに瞳を輝かせた。まったく。なんて真面目な新人だ。

「実際に見て得た知識は説得力が違うからな。俺もたまにやってるし、一緒にリサーチした方が効率がいいだろ」

「わぁ！　よろしくお願いします!!」

　元気を取り戻した音水は、最高の笑顔を咲かせた。

　少し話がかみ合わないところはあったが、俺達は順調に前へ進んでいるようだ。
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　翌日の朝。いつもの電車に乗っていると、ミディアムショートの女子高生が当たり前のように声を掛けてきた。

「おはよ。お兄さん」

「よぉ、結衣花」

「ちゃんと待ってるなんて、かわいいところあるね」

「待っていないし、俺は年上だ。子供扱いするな」

　挨拶を終えた結衣花は俺の隣に移った。

「ところでどうだった？　後輩さんとラブラブな感じになれた？」

「なるわけないだろ」

「そっか。それでなぐさめてほしくて私を待ってたんだ。元気出して」

「発想の飛躍がはなはだしくて怒る気が失うせる」

　どうして結衣花は恋愛と結び付けたがるのだろうか。

　とはいえ、音水との信頼関係をよくすることができたのは彼女のおかげだ。ちゃんと報告しておこう。

「後輩のことだが、昨日食事をしながら話をしたら元気を取り戻してくれたよ」

「特濃にんにくラーメン店に行こうとした時は、はっ倒してやろうかと思ったけどね」

「ふっ……。相変わらず、冗談がうまいな」

「今の本音だから」

　思い返してみると、一週間前に抱えていた音水への苦手意識が薄くなっている。一緒に食事をしたから？　いや……。どちらかというと、結衣花の生意気なトークに慣れてきた影響の方が大きい気がする。何はともあれ、隣にいる女子高生に感謝をしておくか。

「うまくいってよかったね」

「結衣花がアドバイスをしてくれたおかげだな」

「ありがとうは？」

「いちおう感謝はしている」

「素直じゃないなぁ。知ってたけど」

　──ぽふっ。

　結衣花は俺の腕に体をぶつけてきた。別に痛くはないのだが、おそらく素直になれという意思表示なのだろう。その動きに合わせて、ふわりと柔らかい香りが鼻孔をくすぐる。

　リンスなのか、香水なのか。女性と接点の少ない俺には、不思議としか言いようのない香りだ。

「ねえ……。お兄さんはどうして私の話を聞いてくれるの？」

　一瞬、彼女の言っている意味がわからなかった。むしろ俺が話を聞いてもらっている側だと思うが……。

　だが彼女の瞳がまるで助けを求めているように揺れているのを見て、何か悩みがあるのだと察した。

「別に……。結衣花と話をするのは嫌じゃないだけさ……」

　結衣花に会ったのは今週の火曜日。今日を含めてもまだ四日しか経たっていない。

　だとしても、そんな目をされたら支えてあげたいって思うだろ。

　ポケットに手をつっこむ俺を、結衣花はじっと見ていた。

　静かな吐息で間を置いた後、彼女は淡々とした口調で訊たずねてくる。

「もし私がお兄さんの後輩になったら、同じように必死になってくれる？」

　んんん？　いきなり何を言い出すんだ。よくわからんが、うちの会社に入りたいってことか？　そもそも結衣花に会社の業務内容を言ったことはないはずだが……。

　まぁいい。普通に答えてやろう。

「必死になるかどうかは別にして。俺が教育係についたら、誰でもちゃんとサポートするさ」

　我ながら理想的な模範解答じゃないか。これなら結衣花も納得するだろう。

　しかし結衣花の質問は終わっていなかった。

「優しくしてくれる？」

「それなりにな」

「大切にしてくれる？」

「そりゃ、まぁ。そうだろ」

「甘やかしてくれる？」

「なんでだよ」

　仕事のために教育係をするのに、どうして甘やかすことが前提なんだ。

　さすがにこの質問にはどう答えていいかわからん。そもそも、この質問がおかしいだろ。

　すると結衣花は、わざとらしくいじけてみせた。

「後輩さんはいいのに、私だとダメなんだ」

「その前に、俺は後輩を甘やかしたことはない」

「つーん」

「……あのな。擬態語を声に出すなら、もうちょっと感情を込めろよ」

　それから結衣花は全く話をしてくれなかった。意味不明のいじけ方をしやがって……。

　ただでさえ俺はコミュ力低めなんだから、黙るとかやめてくれよ。

　あー！　もう！　しょうがない！

「わかった。じゃあ、もし俺の後輩になったら、存分に甘やかしてやるよ」

「よろしい」

　満足気に頷うなずいた結衣花は俺の腕に摑つかまって二回ムニった。安定の上から目線かよ。

　俺とは初対面じゃないと言ったり、腕なんかに興味を持ったり、本当に変な女子高生だ。
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「おはよ。お兄さん」

「よぉ、結ゆ衣い花ばな」

　毎朝電車で交わす俺達の挨拶は、すでに日常のものとなっていた。

　結衣花は片手に持っていたスマホをカバンに入れて、いつものように俺の隣へ移動し、ミディアムショートの髪をさらりと揺らす。一見すると真面目な美少女に見えるが、フラットなテンションでエグい言葉をぶちかます、とんでもない女子高生だ。

　先日相談したことをきっかけに、俺は彼女から無愛想を改善するアドバイスを受けている。だが、こうして朝会う時に話をすることは雑談の方が多かった。

「そういえば、お兄さんってどんな仕事をしてるの？」

「ああ、言ってなかったな。イベントを請け負う広告代理店だ。スーパーとか家電量販店みたいなところで販促キャンペーンをしてるんだよ」

「店先でルーレット回したりしてるアレ？」

「そう、アレだ。あとクマの着ぐるみに入ったりもするぞ」

「……なんか地味」

「みんな、そういう反応するんだよな」

　イベントと聞くとコンサートや花火の打ち上げをイメージされることが多いが、俺達にそんな大きな案件が回ってくることは少ない。

「あと展示会もやるぞ。結衣花が知ってそうなものだとコミケの企業ブースとかだな」

「コミケってビッグサイトの？　意外とやるじゃん」

「なんで俺、女子高生から上から目線で褒められてるわけ？」

　流れでコミケのことを話したのだが、思いのほか結衣花は食いついてきた。

　その時、結衣花が持っているスマホがバイブで震える。

「あ、先輩からＬＩＮＥ。すぐに終わるから待ってて」

「別に待つほどの話はしてないけどな」

「あとでゆっくり相手してあげるから、いじけちゃだめ」

「こ……、こい……つ……」

　結衣花は俺の言葉を無視して、素早くスマホを打ち始めた。

　リズミカルに文字を入力していく指さばきは、さすが女子高生といったところか。

　改めて結衣花を見ると、派手さはないが整った顔立ちをしている。

　その上、ふくよかな胸をしているのだから男子から注目されているに違いない。

　ＬＩＮＥを打ち終わった結衣花は再び俺の方を見た。

「お待たせ」

「待ってない」

　結衣花と話すようになって一週間経つが、俺は未いまだに振り回されっぱなしだ。

　とはいえ、こいつのおかげで音おと水みずとの関係がよくなったんだけど……。

「そういえば次の土曜日、後輩と展示会に行くんだ。ついでに映画も観みてくる」

「おや、デート？」

　予想通りの反応だ。恋愛脳の結衣花ならそう考えると思ってたよ。

　俺は慌てることもなく、当然のように即答する。

「残念だが違う。プライベートな時間を使って市場調査をしたいらしい」

「それ、デートの口実としか思えないんだけど……」

　結衣花ならそう考えるだろう。

　だが俺は音水の気持ちをわかっている。変な誤解をするようなヘマはしないのさ。

「で、映画は何を観るの？」

「俺が考えた候補は最近話題の『デッド・オブ・ラバーズ』だな」

「それ恋人同士で殺し合うやつ」

　行く予定の映画館をチェックした時に一番面白そうだったので選んだのだが、結衣花は速攻で却下した。映画レビューを見ると評価は高かったが、やはり数字だけで作品の良よし悪あしはわからないということか。

　結衣花は呆あきれた様子で肩をすくめる。

「心配だなぁ」

「ついてくるか？」

「アホなの？」

　いつも通りのフラットなテンションだが、今の言葉にはどこかトゲがあった。

　冗談とかではなく、本気だったのだろう。傷つくじゃないか。

　ふぅ……と結衣花はため息をついて、カバンのショルダーベルトを掛け直した。

　俺を見る目に哀れみが浮かんでいる。そんな瞳で見つめないでくれ。

「いちおう訊きくけど、初デートで映画は地雷って知ってる？」

　結衣花は何が何でもデートということにしたいようだ。

　しかし音水と良好な関係を維持するために、彼女の話は聞いておいて損はないだろう。

「デートじゃないが、いちおう聞こう」

「最初の頃はまだ関係が浅いでしょ」

「俺と後輩は、それなりに信頼関係が構築されているぞ」

「黙って聞いて」

「はい……」

　時々、妙な迫力があるんだよな。

　俺が大人しくなったことを確認した結衣花は淡々と説明を続けた。

「二人っきりで映画に行くと二時間ずっと近くにいる状態になるでしょ。それが気を使う人にはストレスになるんだよ」

「あー、確かに後輩はそういうタイプかもな」

「その時、『この人ちょっと違うなぁ』とか思われたりすると自然消滅に突き進んじゃうから、映画デートは仲良くなってからって先輩が言ってたかな」

　音水はいつも明るいが、意外と周りのことも見ている。だがそれは気配りをし過ぎてしまうという欠点にも繫つながっていた。これは油断していると足をすくわれかねない。

「関係が悪化するのは問題だな。どうすればいい？」

「褒めて甘やかせばいいんじゃないかな。それでリラックスできるでしょ」

　彼女の提案に俺は深く納得した。

「なるほど、褒める……か。今の俺にふさわしい対処法だ」

「お兄さんには難易度高めだけどね」
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　土曜日。ついに音水と市場調査の日がやってきた。

　午前中は映画を観て、午後から展示会をチェックするという具合だ。

　普通に考えればデートだが、音水がそんなことを望むはずがない。男として見られないのは残念なことだが、ここは真面目な後輩に恵まれたと考えることにしよう。

　待ち合わせの三十分前。立川市にあるショッピングモール入口に到着した俺は、今日のことを考える。

「さて。目的は市場調査だが、これを機に音水との信頼関係を強化したいところだ。そのためには褒めること……か……」

　言うのは簡単だが、いざ会話をするとなると思った通りに喋しゃべれないものだ。

　だが俺のコミュ力は確実に上昇している。大丈夫だ。自信を持て。

　すると音水がやってきた。

「笹ささ宮みやさん……。あの……お待たせしました」

「気にするな。俺も今来たところだ」

　十五分前と予想していたが、二十五分前に来やがった。……危なかった。

　ギリギリ先手を打てたが、さすが音水。やるな。とりあえず、まずは服装を褒めるか。

　今日の音水は夏を意識したさわやかコーデだ。

　ロングスカートにブラウスという組み合わせは、まとまりがあって男心をくすぐる。

　ふむ……。なかなか可か愛わいいじゃないか。そういえばスーツ姿以外の音水を見たことがなかった。こういう服を着ると年相応の可愛い女子ってところか。

　そんなことを考えていた俺は、つい音水をジッと見つめてしまう。

「あ……。私、変でした？」

「いや……いいと思うぞ」

「ふふふ、嬉うれしいです」

　うっかりすると音水を女性として意識してしまう気持ちが揺れる。

　いつか音水にも彼氏ができるんだろうな。というより、もういるのかもしれない。

　別に俺がどうこう言う権利はないのだが、音水が他の男といちゃついてると思うと、あまり気分はよくなかった……。

　……って！　何を考えてるんだ！　ダメだ、ダメだ！

　そんな感情は先輩としてよくない！

　音水は俺のことを、しっかりした完璧な先輩と思って信頼しているんだぞ。

　もしふしだらなことを考えていると知られたら、がっかりされてしまう。

　よし！　気を入れ直そう！

「笹宮さん？」

「お……おう。……な……なんだ？」

「ぼーっとしていたのでどうしたのかと思って。でも時々抜けたところが笹宮さんのかわいいところですよね」

「そ……そうか」

　俺ってどんな先輩と思われてるんだろう。
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　映画を観た後、俺と音水はショッピングモールを散策しながら雑談をしていた。

　音水はさっき鑑賞した映画が気に入ったらしくテンション高めで話しかけてくる。

「すごく面白かったです！　この映画、アタリでしたね！」

「ああ、よかった」

　ちなみに映画は結衣花に勧められたものに変更した。俺が最初に選んだ『デッド・オブ・ラバーズ』も面白そうだと思うのだが、音水が喜んでくれるのであればそれでいい。

「あのクライマックスのシーンとか最高でした！　主人公がヒロインを胸に抱きしめて、『お前といるこの瞬間が好きなんだ。ずっと傍そばにいてほしいんだ』って言う告白シーンなんて泣きそうになりましたよ！」

「そうだな」

「ちょくちょく入るコメディも面白かったですよね！」

「面白かったな」

　音水のテンション高めのトークに俺は単調な返事しかできなかった。

　ここで気の利きいた感想を言えれば、きっと音水との関係は今よりも良くなるだろう。

　しかし、いざ感想を言おうとすると、『面白かった』の一言で全てが説明できるのではと考えてしまうのだ。

　一体ここからどう話を膨らませればいいのだろうか。

　すると音水は、俺の腕に抱きついてきた。

　服越しではあるが柔らかい感触が伝わってくる。そして清潔感のある香り。

　必死に音水のことを女性として見ないようにしているのに、これでは嫌でも意識してしまうじゃないか。

「笹宮さんはどんなところが良かったですか？」

「俺か？」

「はい。私、笹宮さんの感想が聞きたいです」

　ほがらかに笑う音水だが、俺は突然のフリに焦あせっていた。どうやらここが正念場のようだ。なんとか、いい感想を言わないと……。

「そ……そうだな。まあ全体的に満足のいくものだった」

「それでそれで！」

　音水が放つ追撃の質問に冷や汗が流れる。

　さっきの感想で完結していたので、さらに続きを求められるとは思わなかったからだ。

「まぁ……今日はなんだ。音水と映画を観れただけでも十分な成果と思っている」

　苦し紛れに思いつく限りの言葉を並べてみた。

　曲がりなりにも一緒に映画を観みて、音水に喜んでもらえたのだ。これ以上の成果はないと俺は考えている。

　だが音水の様子が急に変わった。

　ほわんとした瞳で俺を見つめながら、組んでいた腕をきゅっと締める。

「……私……と？　……それって、……その……どういう意味ですか？」

　何かを期待するような不思議な空気。

　同時に俺は戦慄を覚えた。

　意味だと!?　今の言葉が全ての意味なんだが、さらに深い理由を訊たずねているのか!?　俺のトークは今のところ間違っていないはず。だが、想定外の反応が次々と襲い掛かってくるのはなぜだ！　もしかして失敗しているのか!?

　むぅ……。判断に迷うところだ。だが、このまま黙っているわけにはいかない。

　よし！　ここは先輩らしく威厳のあるトークでごまかそう！　それがいい!!

　覚悟を決めた俺は音水の方を見る。

「そ……そろそろ、食事にしないか？」

「逃げましたね」
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　外の空気を吸うために、俺達は一度ショッピングモールを出た。

　すると音水が急に「あっ！」と声を上げる。

「どうした？」

「いえ……えっと……。映画館に忘れ物をしてしまって……。すみません。すぐに戻ってきますので」

「ああ」

　音水はぺこりと頭を下げた後、そそくさとショッピングモールに戻っていった。

　とりあえず傍そばにあった備え付けのベンチに座り、背もたれに腕を乗せる。

　子供連れの家族が敷地内にある小さな広場で遊んでいた。ほほえましい光景は無愛想な俺の表情も緩ませてくれる。

　まだ正午すぎだというのに妙に疲れていた。自然体を意識しているつもりだが、かなり緊張しているようだ。

　ここまでは大丈夫と思うが……どうだろ？　わからん。これでは無愛想からの脱却はまだまだ先になりそうだな。

　ふーっと、ため息をついた時だった。

　隣に別の女性が座り、ペットボトルに入ったジュースを飲み始める。

「……」

「……」

　チラリと隣を見て視線を元に戻す。相手はこちらを見ないようにしている。

　しばらく沈黙が続いた時、たまらず俺は隣に座っている女性に声を掛けた。

「結衣花……。なんでここにいるんだ」

　そう……。座っていたのは私服姿の結衣花だった。

　オフショルダーのブラウスにフレアスカート。カジュアル感があるのに上品さを損なっていない服装は、いつもの制服姿と印象が大きく違った。

「それ、こっちのセリフなんだけど」

「俺はこの前話した通り、後輩と市場調査に来たんだ」

「そっか、頑張ってね。私は先輩に連れてこられたの。ショッピングモールで買い物がしたいんだって」

「行動理由に主体性がないな」

「先輩、強引だから」

　展示会と映画を観に行くとは言ってあるが、ショッピングモールに来るとは言っていない。もしかして俺と音水の様子を見に来たのだろうかと思ったが、どうやら先輩についてきただけのようだ。

　しかしこんな偶然があるのか？　……まぁ、実際にこうして起きているのだから深く考えても仕方がないのだが。

　数分間……。俺達は黙ってお互いの相手が来るのを待った。何を話していいのかわからず、微妙な空気が流れている。

　いつものように結衣花の方から話し掛けてほしいのだが、今日は口数が少ない。

　何か会話をと考えていた時、結衣花の方から話を切り出してくれた。

「うまくいってるの？」

「俺達の戦いはこれからだ」

「うん。だいたいわかった」

　本心を見抜かれたような気がして隣に視線を移すと、結衣花も同じタイミングでこちらを見てくる。

「話……。少しなら聞いてあげるよ」

　瞳に宿る光が、『ほら、不安を言ってごらん』と誘っているように見える。

　まるで手の平の上で踊らされているような気分だが、今は確かに話を聞いてほしい。

「正直……。後輩は誰にでも明るく接するから、どれが本心なのかわからないんだ」

「恋する男子だねぇ」

「そうじゃないって言ってるだろ」

「でもちょっとは意識してるんでしょ」

　いつもならここで違うというのだが、もうこいつに上うわっ面つらだけの見み栄えを張るのも面倒だ。

　俺は前髪をいじりながら答える。

「……まったくではないが、相手は同じ会社の後輩だからな」

「社内恋愛禁止？」

「禁止じゃないが……。まあ、やっぱり教育係としてはダメだろ」

「別にいいと思うけど」

　そうだ。確かに他の人間からすればたいしたことではない。社内恋愛だとしても、ちゃんと責任ある行動を取るなら責められることはないだろう。だが俺はそのことを受け入れることができないでいた。

　それにしても、こんな話を一回りほども年下の女子高生に話している俺もおかしいよな。しかも、わずかに心が軽くなったとすら実感している。妙な気分だ。

　結衣花は特に反応するわけでもなく、いつもどおりのテンションだった。

　今どきの女子高生はこういうものなのだろうか。ペースを握られっぱなしだ。

　結衣花はつぶやく。

「先輩、遅いなぁ」

「先輩ってあれか。……彼氏か？」

　結衣花も青春真っ盛りの女子高生だ。彼氏がいてもおかしくないだろう。

　だが毎日話している生意気な結衣花に男がいるというのは、今一つ面白くない気持ちはあった。

　すると結衣花はチラリとこちらを見る。

「気になるの？」

「ならないが訊きいてみた」

「じゃあ答える必要ないね」

「いちおう答えてくれよ」

「いちおうで答えるほどのことじゃないから」

「まあそう言わずに」

　まるで俺に興味がないように答える結衣花。ここで言わないということは先輩というのが彼氏か男の可能性が高い。一体どんな男だろうか。変な奴やつじゃないか心配になる……。

　だからといって俺がとやかく言う立場ではないのだが、はっきりと言ってくれない結衣花の態度が……なんというか、さびしいと思った。

「あ、きた」

　結衣花はパッと顔を上げて立ち上がる。そして俺に向かってひょいと手を振った。

「じゃあね、お兄さん」

「ああ」

　結衣花は小走り気味にショッピングモールの方へ歩いていく。

　どんな男なのかと見てみると、結衣花の隣にいたのは髪の長い女だった。

「なんだよ。やっぱり女じゃないか。紛らわしいこと言いやがって」

　結局、俺は結衣花に遊ばれていたのだ。

　心の中で舌打ちをしつつも、同時に安心する気持ちが湧き上がってくる。

　もしアイツに彼氏ができたら、俺はどんな気持ちで応援するんだろうと考えていた時、首筋に冷たいものが触れた。

「うおっ！」

　驚いて振り向くと、そこには音水がいた。

「笹宮さん、これお詫わびのお茶です」

「わざわざ買って来てくれたのか。ありがとう。じゃあ、少し休憩したらイベントホールへ行くか」

「はい！」
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　ショッピングモールにあるイベントホールでは、デジタルイラスト展が開催されていた。

　会場内には多くのイベントブースが並んでいる。

　メインは応募者が制作したデジタルイラストだが、他にも最新デザインソフトや周辺機器がここぞとばかりに紹介されている。

　そして目玉となるライブペイントのイベントが午後二時から始まった。

　ライブペイントとは絵を描く様子をパフォーマンスとして見せること。こういったデザイン関連のイベントでは観客を楽しませるショーとして開催されることがある。

「なるほど……。ライブペイントをうまく演出するには司会者のトーク力も必要なのか」

「これ、かなり難しいですよね」

「ああ。使えるかもしれないと思ったが、ちょっと敷居が高いな……」

　こうして俺達が市場調査をしているのは、次のプレゼン内容がコミケの企業ブースだからだ。

　普段であればブースのデザインとコストを重視して競うのだが、今回はレイジスファンタジー二十周年プロジェクトということでブース内で行う催し物の企画も求められている。

　ライブペイントを行うには引き受けてくれるイラストレーターも必要だし、盛り上げる司会役の技量も要求される。魅力はあるが見送るしかない。

「だが、いろいろ情報を得ることができた。来て正解だったな」

「そうですね。家に帰ったらライブペイントに関する情報を幅広く調べてみます」

　隣で元気に仕事の話をする音水に、俺は微ほほ笑えんでみせた。

「音水は頑張り屋さんだな」

「もぉ〜っ！　子供扱いしないでください！」

　石いし岐き土どに目を付けられているという心配はあるが、音水ならちゃんと成果を挙げられるだろう。俺にできることは少しでも彼女が活躍できるようにサポートすることだ。

　音水は少し間を置いた後、優しい表情になった。

「でも私が頑張れるのって笹宮さんのおかげですよ」

「俺が？」

「はい。ゴールデンウイークが終わった直後、私はもう会社を辞めようと思っていたんです。でも笹宮さんが励ましてくれたから、今も頑張ることができるんですよ」

　なんのことだろうと首をかしげる俺に、音水は話を続ける。

「忘れたんですか？　俺が絶対についていてやるから諦めるなって。しかも大の大人がすごく真剣にですよ。笹宮さんがあんなに熱い人だったなんて驚きました」

　あぁ……。そういえば、そんなこともあったな。

　たしかあれは五月の上旬、連休が明けてすぐのことだった。通勤中、音水から会社を辞めたいというＬＩＮＥが来たことがある。驚いた俺は慌てて電車を降りて、柄にもなく必死に音水を引き止めたということがあったんだ。

　音水に嫌がらせをする石いし岐き土どに苛いら立だっていたこともあり、負けてほしくないという気持ちで、つい熱くなってしまったんだよな。

　しかし……、まぁ……。そうなのだ。たかが平社員が後輩の退職を引き止めるために、必死に説得するなんて恥ずかしい話だ。いっそのこと黒歴史として抹消してほしい……。

　そういえば、あの時降りた駅って聖せい女じょ学がく院いん前まえ駅だったよな。もし結衣花に見られていたら、今頃からかい地獄の日々だっただろう。想像するだけでも恐ろしい。

「……あの時は、……あー。……まぁ。らしくないことをしてしまった」

「でも私、笹宮さんのおかげでまたやってみようって思えたんです」

　音水は天然なところもあるが、とにかくまっすぐだ。きっとこういう性格でなければ、俺もここまでしなかっただろう。

　なんとかプレゼンに勝って、営業部で働かせてやりたい。

「次のザニー社のプロジェクト、絶対に勝ち取ろうな」

「はい！」
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　音水と別れた後、俺は帰りの電車に乗っていた。

　やはり場所はいつもの先頭車両の一番前。プライベートでもここに立ってしまうのはクセなのだろう。

　そんな俺の前に、あの女子高生が現れる。彼女はいつものように淡々と話し掛けてきた。

「こんにちは。お兄さん」

「よぉ、結衣花」

「今日はよく会うね」

「そうだな」

　さっきはよく見ていなかったが、こうしてみると結衣花もちゃんとオシャレをしている。フレアスカートの丈の長さが絶妙に可か愛わいらしい。俺が知らない日常の結衣花というわけか。

「その服、似合ってるよ」

「すごい。お兄さんが自然体で人を褒めた」

「おかげで褒める力が向上したからな」

「そして後輩さんにも同じことを言ったと。感動ないなぁ」

「……いや、うまく言えなかった」

「ダメじゃん」

　褒めるというのは考えている以上に難しいものだ。とても無愛想から脱却できたとは言えない。しかし今日は音水も機嫌が良かったし、とりあえず赤点は回避できただろう。

　ふと俺はショッピングモールで会った時のことを思い出した。

「少ししか見ていないが結衣花の先輩ってしっかりしてそうだな」

「うん。今は大学生だけど、去年は部活の部長もしていて絵もすごく上手なんだよね」

　去年部長だったということは大学一年生、十九歳ということか。その割に大人っぽく見えたが……。

「結衣花も絵を描くのか？」

「うん。いちおうＣＧ部員だから」

「ＣＧ部か。俺が通っていた高校にはなかったな」

「デッサンとかするから美術部とやることは似てるけど、……見る？」

「いいのか？」

「うん。お兄さんならいいよ」

　すると結衣花はためらい気味にスマホを取り出して、イラスト画像を表示した。

　もしかすると絵を見せるのが恥ずかしいのだろうか。俺も自分の仕事をしている姿を知り合いに見られたくないし、結衣花の気持ちはわからないでもない。

　そこに描かれていたのは可愛いゆるキャラだ。俺も仕事でポスターなどを扱うため、多少なりともデザインに関心がある。もっとも、描くことはできないが……。

　しかし自信なさげに見せたわりにかなり上手うまい。これならうちの会社で採用できるレベルだ。

　ゆるキャラってクリエーターの個性がモロに出るから、簡単なようでかなり難しいんだよな。

「かわいいじゃないか」

「……あ……ありがと」

　小声で感謝の言葉をつぶやいた結衣花は、恥ずかしそうにスマホをカバンに戻した。そして電車の床を足でいじったあと、上目遣いで俺を見る。

　とても純粋な輝きを持つ瞳……。静かな高揚感が俺の呼吸を止めた。

「し……しかし、アレだ……。結衣花は付き合いがいいんだな。いきなり先輩に呼び出されたんだろ」

　自分に湧き上がった不可思議な感情を否定するように、俺は話題を強引に変えた。

「うん。お兄さんが言っていた『デッド・オブ・ラバーズ』っていう映画の話をしたら、急にショッピングモールに行こうって言いだして……。いつもこうなの」

「大変だな」

「ううん、そんなことないよ。……私、人に合わせるのがクセになってるから先輩みたいな人に憧れるんだよね」

　すると結衣花はいつものフラットテンションのまま、表情を暗くする。

　他の人なら見過ごしてしまうほど、その変化はわずかだ。

　なんだかんだでよく話しているので、結衣花が落ち込んでいることに気づけたのだろう。

「人に合わせられるってことは、コミュ力が高いってことだろ。いいことじゃないか」

　結衣花は下を向いて、さびしそうにつぶやいた。

「コミュ力なんて……他人の付属品になるためのものじゃない」

「……そんなことないと思うが」

「お兄さんにはわかんないよ」

　さっきまで気にならなかった電車の走行音が妙に響いた。

　通り過ぎて行く遮断機の音が、人の少ない車内に虚むなしさを残していく。

　床に視線を落とす結衣花の表情は見えないが、落ち込んでいることが痛いほど伝わってきた。

　俺のような人間から見ればコミュ力が高いことは憧れだ。しかし結衣花にとってはそうでないらしい。

　俺は結衣花のことを知らない。

　だが、目の前で落ち込む彼女を見て、支えてあげたいと思った。

「んっんっ〜！　ええっと……その……なんだ……」

「いいこと言おうとしてるところ悪いけど、咳せき払ばらいがオッサンみたい」

「黙れ」

「はいはい」

　せっかく励ましてやろうと思ったのに、話の腰を折るようなことを言いやがって……。

　っていうかオッサンってなんだよ。たまに言われるから気にしているのに……。

　よし、気を取り直してもう一度だ。

「俺は……、あれだ……。そうだな……」

「結論は簡潔にね」

「わかってる。茶々を入れるな」

「善処します」

　またしても横よこ槍やりが入ってしまった……。ったく、もうちょっと待ってくれよ。今いい言葉が思いつきそうだったのに。一つのセリフを言うだけでも勇気とタイミングがいるんだよ。

　ようやく言いたいことをまとめた俺は言葉を続けた。

「結衣花には……感謝している」

　必死に選んだ言葉だったが結衣花は何も言わず、じっと俺の顔を見つめていた。

「なんか言ってくれよ。恥ずかしいだろ」

「ごめん。お兄さんもやればできるんだなぁと思って」

「上から目線か」

「物理的には下からだけどね」

　まったく、こんな時でも生意気ってどうなんだよ。

　励ますように結衣花は俺の腕をムニる。

　彼女の方を見てみると、少し表情が柔らかくなっていた。こんなやり取りではあったが、気持ちが軽くなったのかもしれない。

　俺のトークが効果を発揮したとは思わないが、結衣花にはできるだけ普段通りでいてほしい。……俺はそう思う。

　すると結衣花は唐突にスマホを取り出した。

「ねえ。ＬＩＮＥ、交換しようよ」





６　【結衣花視点】






「ねぇ。ＬＩＮＥ、交換しようよ」

　私がそう言うと、お兄さんは驚いた表情を見せた。

「俺とか？」

「他に誰がいるの？」

　いつも無愛想な顔をしているように見えるけど、お兄さんはいろんな表情を見せてくれる。

　初めて会った時から、ずっとそうだ。

　そんなお兄さんの隣にいるのが、すごく心地いい。

　戸惑いながらも、お兄さんはどこか照れた様子で髪をいじった。

「いや……まぁ……、そうなんだが。まだ俺達は出会って二週間も経たってないだろ。よくそこまで信用できるな」

「私がいいんだから、いいんじゃない？」

「そうか。結衣花がそう言うんなら構わないが」

　やっぱり、お兄さんは気づいていない。

　私がお兄さんのことを知ったのは、一ヶ月半前。ゴールデンウイークが終わってすぐの頃だ。

　そう……、いつも私が降りる駅のホームで……。





◆






　五月の上旬。あの日は通学中の電車の中で、偶然一緒になった友達と話をしていた。

「でっさぁ〜。その大学生の男がいきなり抱きついてきてさ」

　私は答える。

「そうなんだ、強引だね。それでどうしたの？」

「ん〜。まぁ……でも、ちょっといいかな？　なんて思って、彼氏にしてあげたわけよ」

「とかいいつつ、喜んでるくせに」

　すると友達は真っ赤になった顔を両手で隠した。

「あー、もう！　ここまで話すつもりなかったのに！　なんで結衣花といると、いつもこんな恥ずかしい話をしちゃうんだろ！」

「続き、楽しみにしているからね」

　私は友達とうまくやっていくために、人の話を聞くようにしている。

　たったそれだけのことだけど、みんなとの関係は良好だ。

　でも、私の話を聞いてくれる人はいない。

　相手が合わせてくれるかどうかばかり気になって、うまく話せなくなる。




　そんな受け身だけの自分が無価値に思えて……すごく虚しかった。




　聖女学院前駅で電車を降りた時、男性の大きな声が聞こえた。

「何言ってるんだ、音水！　辞めるなんて言うなよ！　あんなもん、ミスでもなんでもない！」

　二十代半ばくらいのスーツを着たお兄さんが、電話に向かって必死に叫んでいた。

　ホームを往来している人達もお兄さんをいぶかし気に見ている。中にはクスクスと笑っている人もいた。

　友達も苦笑いをして、小声で話しかけてくる。

「なにあれ？　ケンカ？　っていうか、キャラが暑苦しいって」

　スーツのお兄さんには悪いけど、私も同じように思った。

「俺が絶対についていてやるから諦めるな！　絶対になんとかしてやる！」

　毎日変わらない駅のホームで、お兄さんだけが特別な存在になっていた。

　本当に変な人。

　完全に自分の世界に入っていて、周りのことなんて見えていない。

　きっとお兄さんは、電話の向こうにいる人のことしか頭にないのだろう。

　変な人。変わった人。カッコ悪い人。




　だけど……憧れる。

　もし私が電話の向こう側の人なら、どんな気持ちになるんだろう。




　そんな些さ細さいな考えが、私の行動を少しだけ変えた。

　次の日から、私はお兄さんを目で追うようになっていた。

　最初は偶然見かけて『あ、この前の人』程度だったけど、だんだん会える日が楽しみになっていく。

　一週間が過ぎた頃には、時間帯を合わせて同じ車両に乗るようになった。

　そしてある日、おもいきってお兄さんの隣に立ってしまう。

　これ、めっちゃ恥ずかしい！　隣に立つだけならと思ったけど、かなり緊張するって！

　ダメダメ。表情に出ないようにしないと。

　ここであたふたしていたら、私が変な子になっちゃうじゃん。

　それにしても、意外と背が高いなぁ。顔は……う〜ん。普通？　でもこめかみの部分は可か愛わいいかも。

　ある日、電車の中で事件が起きた。

「あっ！」

　いつものようにお兄さんの隣にいた時、うっかりスマホを落としそうになったのだ。

　ああっ！　ダメ！　落ちる！

　やってしまった……と思った時、隣にいたお兄さんが素早くスマホを受け止めてくれた。

　抜群のナイスキャッチにドキッと鼓動が跳ねる。

「あ……、ありがとう……ございます」

　落ち着いてお礼を言っているけど、内心はもうパニックだ！

　わわわ！　どうしよう！

　まだ話すとか考えてなかったから、心の準備ができてない！　とりあえず世間話？　でも、それもおかしいのかな？

　そんな私に、お兄さんはぶっきらぼうに一言、「ん」と言ってスマホを突き出すように渡した。その後は、ぼ〜っと窓の方を眺めている。

　え？　なに、今の「ん」は……。それだけ？

　お兄さんの反応は期待していたものとかけ離れたものだった。

　まるでお前に関心はないという態度。……はっきり言ってくやしい。




　翌日。意地になった私は制服のリボンを緩めて、ブラウスの第一ボタンを外してみた。

　こういうチラリズムが男の人の目を引くと聞いたことがある。

　結果、お兄さんは全く無関心だった……。敗北感がハンパない……。




　さらに翌日。今度は思い切ってあいさつをしてみた。

「ぉ……ぉ……ぉは……ょ」

「ああ……」

　こちらを見ることすらなく、適当な相あい槌づちでスルーされた。

　果てしない羞恥心だけが私に刻まれる。

　泣いたよ。心の中で私は泣いたよ。生まれて初めてタイムリープ能力が欲しいと思った。




　こんな不毛な日々が続き、ついに六月一日になった。

　いつも通り、私はお兄さんの隣に立つ。

「ぉ……ぉは……ょ」

「ん……」

　こうして挨拶をすると、返事っぽい相槌が返ってくる。

　だけどお兄さんはこちらを見たことはない。まったく私に興味がないんだ。

　声が小さすぎるのかな……。でも人の少ない電車で声を出すとかできないし……。

　はぁ……。私、なにしてるんだろう……。

　よくよく考えるとお兄さんにこだわる理由なんてない。

　初めて会った時の真剣になっていたお兄さんが気になっただけだ。

　……こんなこと、もうやめようかな。

　そんなことを考えていた時、スマホをいじっていたお兄さんがため息まじりにつぶやいた。

「はぁ……。後輩へのＬＩＮＥで、なんで悩まないといけないんだ……」

　偶然見えたスマホの画面にはＬＩＮＥが表示されている。

　驚いたのはお兄さんの返信内容だ。

　チラ見だからはっきりと見えなかったけど、『ああ』『必要ない』『そうか』など、お兄さんの返信は恐ろしく無愛想だった。

　男の人とＬＩＮＥしたことってあんまりないけど、ここまで適当なのは見たことがない。っていうか、スタンプくらい使いなって。

　思わず私は声を掛ける。

「あ〜あ。相手の人、かわいそう」

　無感情を装よそおいつつ、イヤミたっぷりに言ってやった。ずっと相手にしてくれなかったことへのお返しだ。それにＬＩＮＥの相手さんの気持ちがよくわかる。

　するとお兄さんは無愛想な口調で言う。

「他人のスマホをのぞくな」

　それはお兄さんが初めて反応した私への言葉だった。

　瞬間、血液が逆流しそうな感覚が身体からだを駆け巡る。ジッとしていられない……走り出したくなるような衝動。

　初めてだ。こんな感覚初めてだ。初めてなのになつかしくて……、ずっと探していた景色に巡り合えたような感覚だ。

「見えたんだもん」

「見たんだろ」

　私の反論にお兄さんが返してくる。嬉うれしい。楽しい。

　私はずっと人に合わせてきた。

　話したいこと、聞いてほしいこと、見てほしいこと、なにもかも全てを後回しにしてきた。

　だけどそんな私が、お兄さんだと普通に話すことができる。

　この人のことをどう想おもっているのかわからない。

　好きかどうかと言われたら、ちょっと違うような気がする。




　でもね、お兄さん。私、話がしたいの。私の話を聞いてほしいの。

　だから私は……。





◆






「おい、結衣花。俺のＩＤだ」

　お兄さんの言葉で、今私はＬＩＮＥの交換をしていたことを思い出す。

「あ……。えっと、ありがと」

「どうした？」

　不思議そうな顔でこっちを見るお兄さん。

　考え事をしていたことがバレるのではと焦あせった私は、普通モードに自分を切り替える。

「ううん。ちょっとボーっとしてただけ」

「めずらしいな」

「お兄さんほどボーっとしてないけどね」

「いつも通りで安心するよ」

　お兄さんのスマホに表示されていたＱＲコードを読み込み、ＩＤを登録する。

　これでまた、お兄さんに近づけたみたいで嬉しい。……っと、ここでニヤけちゃダメだ。注意注意っと。

　するとお兄さんは、私に近づいて言う。

「ほぉ。結衣花のホーム画面は子猫か」

「勝手にのぞかないで」

「見えたんだ」

「見たんでしょ」

　いつも通りのお兄さんの反応が、とても心地いい。

　いつかなくなる関係だということはわかってる。

　だけど私は、このままでいたいと思った。











第三章　楓かえで坂ざか舞まいとプレゼン
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「おはよ。お兄さん」

「よぉ、結ゆ衣い花ばな」

　この毎朝のやりとりもついに三週目だ。今まで通勤電車でやることといえば外の景色を眺めるくらいだったが、最近は結衣花との会話を楽しみにしている俺がいる。

「少し暑くなってきたな」

「陰キャラのお兄さんには、夏は眩まぶしくて苦しいよね」

　まるで俺のことを吸血鬼のように言ってのける結衣花。たまには言い返してやりたいが、そうするとしっぺ返しを食くらうので軽く受け流しておこう。

　俺は無駄な戦いをしない。大人の余裕で女子高生の生意気な態度も許してあげられる優しい二十七歳の男。けっして、女子高生に怒ったりしないのさ。

「ねえ。中年になると夏はやっぱり辛つらいの？」

「いいか、結衣花。二十代の男に中年と言ってはいけないんだぞ」

「わ。怒ってる」

　そんないつものやり取りをしているうちに電車は聖せい女じょ学がく院いん前まえ駅に到着した。

　聖女学院は有名なお嬢様学校だが、結衣花にそんな雰囲気はない。そもそも本当のお嬢様なら、大人の男をからかったりしないだろう。一度でいいから清せい楚そで綺き麗れいな女性に巡り会いたいものだ。

「じゃあ明日もね」

「ああ。ちゃんと勉強しろよ」

「お兄さんも社内恋愛がんばってね」

「こら」

　結衣花がホームに降りるとドアが閉まり、電車がゆっくりと動き出す。

「さて、今日の段取りでも考えるか」

　いつものように運転席側の壁にもたれかかって、窓の外を見ようとした時だった。

　バンッ！

　誰かの手が、俺の顔の横を勢いよく通り過ぎた。

　電車の壁に手を叩たたきつけたのだ。

　この状況はまさしくネタになりつつある行為。いわゆる……壁ドンだ。

　突然のことに驚きながらもおそるおそる前を見ると、壁ドンの衝撃で舞い上がる長い髪が目に入った。

　そこにいたのは眼鏡を掛けた知的な美女。

　優しい微ほほ笑えみをたたえながら堂々と立ち、透明感のある瞳でまっすぐに俺を見ている。

「おはようございます。二十七歳会社員で独身一人暮らしの笹ささ宮みや和かず人とさん」

　なぜ俺の名前を……。それに年齢から一人暮らしのことまで……。

　壁ドンをしたわりに口調はおっとりとしている。だがそれが逆に不気味だ。

「……あんた、……誰だ？」

「最初は挨拶からって社会人の常識じゃないかしら。イベント企画会社の営業さんならご存じよね。妹さんはお元気？」

　離れて暮らしている妹の話を持ち出され、俺の警戒心は一気に跳ね上がった。

「ストーカーか？　こんな美人に付きまとわれるなんて光栄だな」

　皮肉と嫌けん悪お感を混じらせた言葉を放つが、目の前の女は動じない。

「あら。やっぱり挨拶はしてくれないのかしら」

　無理やりにでも自分のペースで話すつもりか。……こいつクセモノだな。

　仕方がない。とりあえず挨拶だけはしておくか。

「……おはよう」

「はい、よくできました。うふふ。やっぱり朝の挨拶は気持ちがいいですね」

　壁ドンをしていた左腕を下ろし、彼女は俺の隣に立った。

　身長は俺より低いが、女にしては高い方だ。

　ロングスカートにノースリーブのニットと男心をくすぐる服装だが、彼女の場合は一回り大きなデニムジャケットを肩出しで着ているため、カジュアル感が強くなっていた。

　しかし胸が大きいな。すごく大きいな。ニットは胸を強調するから、よけいに気になる。

　女はたわわな胸を挟むように両手をへそ下で重ねた。

　普通の体勢なのだが、彼女の場合は巨乳を強調させる結果を招いている。

「で、一体なんなんだ」

　いつものぶっきらぼうな口調に苛いら立だちを込めつつ訊たずねる。

　しかし彼女は微笑みを崩さず、上品な口調で話を進めた。

「ねえ、笹宮さん。大人が女子高生に手を出すのは犯罪って知ってるわよね」

「もしかしてさっきの子のことを勘違いしているのか？　言っておくが、電車で一緒になった時に話をする程度だ」

　間違いのない事実だ。俺と結衣花の間に不純なやり取りはない。

　しかし、壁ドン女は切り返す。

「先日の土曜日に、ショッピングモールで一緒に話をしていたと思うのだけど」

　土曜日に……ショッピングモールでだと？　その日、俺と結衣花は確かにショッピングモールで話をしている。だが、なぜこの女が知っているんだ？

　何者だと考えた時、その正体がすぐにわかった。

　緊張と疑問を抱きながら、おそるおそる俺は訊ねる。

「……結衣花の先輩か」

「楓坂舞です。以後、お見知りおきを」

　お嬢様言葉が中ちゅう途と半はん端ぱに交じった口調の楓坂は、明らかな敵意を俺に向けていた。

「それで質問に答えてくれるかしら。犯罪者の自覚はおありですか？」

「さっきも言っただろ。誤解だ。本当に話をするだけの仲だし、それ以上はありえない」

　信じてくれるとは思わなかったが、これがすべてだ。それ以上の言葉が思いつかない。

　だがここで、楓坂は意外な反応を見せる。

「そうですか。なら、とりあえずその言葉を鵜う吞のみにしましょう」

「……随分あっさりと引き下がったな。もしかして、そんなことを確認するためにわざわざ会いに来たのか」
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「いいえ。あなたの確認を始めたのはショッピングモールに行く前からですよ」

　すぐに理解できなかった。つまり先週の金曜日からマークされていたということか。

「あなたのことを結衣花さんから聞いて、同じ映画館に行くように仕向けたの。マイナーな映画の話をしていたから、すぐにショッピングモールの映画館だと特定できました」

「ストーカーか」

「違うわ」

　自分への疑惑を否定した楓坂は話を続ける。

「そして結衣花さんに近づく男の顔を確認してこっそり撮影。そこからＳＮＳや知人を使って笹宮さんに辿たどり着きました」

「ストーカだよな、それ」

「違うわ」

「違わないだろ」

　結衣花から強引な性格だとは聞いていたが、とんでもない奴やつじゃないか。

　表情が引きつりそうになるのを必死でこらえる俺に、楓坂は堂々と話す。

「私は大切な後輩を守ろうとしただけ。人として当然の行動じゃないかしら」

「人として問題点がありすぎる。俺のプライバシーを侵害するな」

　すると彼女は片手で唇を隠しながら上品に笑った。

「うふふ。すごくすごく、とっても面白い。女子高生にデレてる変態さんが、いったい誰の許しを得て人権を主張しているのかしら」

「デレていないし、変態でもない。よって俺の人権は俺のものだ」

　……踏切の警報音が通り過ぎた。俺と楓坂の間にピリピリと緊張感が漂う。

　目を細くする俺の前に立った楓坂は、腕を組んでニッコリと女神スマイルでほほえんだ。

「今はっきりしたことを申し上げていいかしら？」

「ああ、俺も明確になったことがある」

「私……、あなたのことが大嫌い」

「気が合うじゃないか。俺もお前が嫌いだ」

　話をしてわかったが俺と楓坂はとても波長が合う。まるでパズルのピースがピッタリとハマったような縁を感じた。もっともそれは好意的なものではなく、敵対する者としてだ。

「優しく蹴落としてあげる」

「できるかよ」

「どうかしら？」

　電車が次の駅に到着した。不敵に笑った楓坂は踵きびすを返し、長い髪を片手で払う。

「とりあえず、今日のところは引き下がります。でも注意してくださいね。もし結衣花さんにおかしなことをしたら社会的制裁を遠慮なく、全力で、確実に叩き込みますので」

　楓坂が駅のホームへ降りると、電車のドアがゆっくりと閉まる。

　ようやく一人の時間を取り戻した俺に、ドッと疲労感が襲ってきた。

「面倒なやつと関わってしまったな」





２






　俺と音おと水みずは次のプレゼンのために、クライアントであるザニー社を訪れていた。

　ザニー社といえば、音楽・映像・ゲーム制作、さらに機器の開発まで行う大企業だ。

　俺もガキの頃はよくこの会社の作品をやり込んだ記憶がある。

　そしてもうすぐザニー社の人気ゲーム『レイジスファンタジー』の二十周年プロジェクトが行われる。

　全国のショップで行う販促キャンペーンに加えて、八月上旬に開催されるコミックマーケット、通称コミケに企業ブースを出展する大規模プロジェクトだ。

　このプロジェクトのイベント業者選定コンペに俺達は挑むことになる。

　応接室で俺達は、ザニー社の広報を担当する女性と打ち合わせをしていた。

「以前請け負ってくれた新作ゲームのキャンペーンイベント、とても好評だったわ。笹宮君の現場対応力のおかげね。トラブルの火消し職人と呼ばれるだけのことはあるわ」

「お役に立てることができて光栄です。プロジェクトの方も是非お願いします」

「ふふふ。実績は加味するけど、プレゼンの審査は公平にしますからね」

　クールビューティーという言葉が似合う女性担当者は色気を振りまきつつも、油断は見せない。営業トークをしても、まったくこちらのペースには乗ってくれなかった。

　しかし、感触は良好のようだ。ここで成果を出すことができれば、音水はこのまま営業部に残ることができるだろう。

　だが音水のことを快く思っていない人事部の課長・石いし岐き土どが目を光らせている。もし失敗したら彼女は飛ばされるかもしれない。気を抜くことなく確実に受注しなくては……。

「そういえば企画内容にＶｔｕｂｅｒとコラボすることが前提とありましたが……」

「ええ。これからはザニー社も積極的に新しいニーズを獲得しようという話になったの」

　すると女性担当者はすばやく周囲を見て人がいないことを確認すると、こちらに近づいて声のトーンを落とした。

「笹宮君……、ちょっといいかしら？」

「はい？」

「ここだけの話、今広報部は新しいスタイルを模索しているの。そのため今回から常務が直接指揮を執るようになったわ」

「……常務が……ですか。ずいぶんな力の入れようですね」

「このプレゼンを通したいなら、無難よりも新しさで攻めなさい。常務は手ごわいわよ」

「なるほど。貴重な情報、ありがとうございます」

　ザニー社の常務といえば、敏腕マーケッターとして雑誌に名前が載ったこともある人だ。

　得意のマーケティング能力を活いかした新しい広報活動を展開しようとしているのか。

　すると女性担当者に外部から連絡が入った。

「ごめんなさい。ちょっと席を外すわ」

　上品に立ち上がった女性担当者は応接室を出て行く。モデルのようなきれいな腰から脚のラインは、正直にいって魅力的だ。

　おっと。いかんいかん。やましい感情は仕事に悪影響だ。どんな時でも、感情に流されないようにしないとな。

　すると隣に座っていた音水が訊ねてくる。

「……今の話って、かなり重要なことですよね」

「ああ。こうして事前に担当者から話を引き出して、プレゼンを有利に進めるのも営業の仕事だ。覚えておけよ」

「やっぱり営業トークが大切ということですか？」

「俺にそんな器用なことができるわけないだろ。時間をかけて信頼してもらえるように頑張ったさ」

　偉そうに言ったが、俺は口ベタなので他の営業達のように軽快なトークはできない。

　今回の女性担当者も最初の頃は俺のことを避けていたくらいだ。俺にできることは地道かつ着実に成果を重ねていくしかない。

　だが音水は別の捉え方をしたようだ。

　ふぅ〜ん……と、何かを疑うような目で俺を見る。

「……なんだ、音水」

「時間をかけてどんな信頼作りをしたのかなぁ〜と気になっちゃいまして」

「俺が女の尻を追いかけるような男に見えるか？」

「腰から脚のラインが綺き麗れいでしたよね〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜」

　まさかバレていたとは……。確かに見たけどさ、ちょっとだけじゃないか。しかしこのままでは先輩の威厳が失われる。ここはいいことを言ってごまかしておこう。

「なに言ってるんだ。俺が見たいのは音水が活躍するところだ。こう見えて結構期待しているんだからな」

　俺にしてはめずらしくいいセリフじゃないか。明日結衣花に会ったら自慢しよう。

　だが音水はきゅっと身を縮こまらせて、真剣な表情で俺を見つめた。

「それは……、私と結婚したいということですか？」

「そう聞こえたか？」

「いいえ、全然聞こえませんでした。でもとりあえず言ってみました」

「ほぅ……」

　音水って予想とは違う反応を見せることが多いんだよな。

　ここで応接室のドアが開いた。戻ってきた女性担当者は俺達の様子を見て首を傾かしげる。

「何かあったの？」

「あ……、いえ。特になにも……」

「……そう。ところで笹宮君、会わせたい人がいるのだけどいいかしら。今回の二十周年プロジェクトでタイアップしてくれるＶｔｕｂｅｒさんが見つかったの。紹介するわ」

　今回の二十周年プロジェクトでは新規ユーザーを獲得する狙いがある。

　そこでザニー社が考えたのが、ゲーム実況が得意なＶｔｕｂｅｒとのコラボだった。

　女性担当者に案内されて入ってきたのは、眼鏡を掛けた知的系美女。

　大きな胸を強調するニットを着ながら、不釣り合いなデニムジャケットを肩出しで羽織っている。

　同時に俺は、全身から血の気が引いていく感覚を覚えた。

　そう……。俺はこの女を知っている。

「初めまして。Ｖｔｕｂｅｒ・モミジ茜あかねの中の人をやっている楓坂舞です。よろしくお願いしますね、……笹宮さん」

「あ……、ああ……。よろしく……」

　それは先日、俺に壁ドンをした結衣花の先輩……楓坂だった。

　今回のプレゼンでは、Ｖｔｕｂｅｒも審査員として参加することになっている。

　つまり、俺は楓坂を相手にプレゼンをしないといけないということなのだ。

　微ほほ笑えみを絶やさない彼女の瞳は、俺への敵意に満ちている。

　ヤバい状況になってしまった……。
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『楓坂です。次のプレゼン楽しみですね。笹宮さんの情けない負け姿、すごくすごく期待しています』

　通勤電車の中で楓坂から届いたＴｗｉｔｔｅｒのダイレクトメールを見て、俺は深いため息をついた。

　音水の左遷をかけたプレゼンの審査員に、敵対している楓坂が参加することになったのだ。やはりというべきか、楓坂は俺の邪魔をするつもりらしい。

　そんな俺に、いつもの女子高生が挨拶をしてくれる。

「おはよ。お兄さん」

「よぉ、結衣花」

　彼女の淡々とした挨拶を聞くと、一日が始まるという実感が湧いてくる。

　もしかすると結衣花もそう考えているのだろうか。

　だとすれば可か愛わいいと思うが……、まぁ……ないな。

「おや？　お悩み中かな」

「まだ何も言ってないのによくわかったな」

「付き合い長いしね」

「まだ出会って三週間も経たってないだろ」

　結衣花は未いまだに以前から知り合いだったように話す。最初はからかうためだと思っていたが、本当に会ったことがあるのだろうか。でも心当たりがないんだよな……。

「また何かあったの？」

「そうだな。あったかと言われれば確かにある」

「話してみて」

「そこまでのことじゃない」

「そっか」

　と、結衣花はそれ以上深く聞いてこなかった。

　あれ？　おかしいな。いつもならもっとグイグイくるのに……。

　仕事のことなのでむやみに話せないし、楓坂が関わっているため結衣花に話しづらいのだが、……これではこっちの調子が狂う。

「今日は詮索して来ないんだな」

「話したくないことを無理に訊きいても仕方ないしね」

「……そうか。そうだよな」

　確かにそうだ。俺だって仕事の話をほいほい部外者に話すわけにはいかない。

　これがお互いにとってベストなのだ。

　しかし、構ってもらえないというのは少し寂しい気がする。

「あー。ところで結衣花。世間話なんだが」

「結局話すんだ。うん、いいよ」

「たいしたことじゃないんだが」

「うんうん、そうだね。それで？」

　君のことは何もかもわかっているよという態度が鼻につくが、とりあえず話せる範囲で相談してみよう。

「実は悪質ハッカーみたいな女に嫌われてしまってな。仕事を邪魔されそうなんだ」

「うわぁ。絵に描いたような悪女だね」

　その悪女というのは結衣花、お前の先輩なんだがな。とはいえ、さすがにその部分は隠しておこう。バラされたと知ったら、楓坂が何をするかわからん。

　結衣花は人差し指であごをトントンと叩たたきながら考えている。

「嫌がらせを防ぐ方法かぁ。う〜ん。その悪女さんは、どんなことをしている人なの？」

　楓坂の仕事内容か。Ｖｔｕｂｅｒって言ってしまうと、悪女が楓坂とバレてしまうかもしれないな。ここは無難な内容で伝えることにしよう。

「そうだな……。デジタルコンテンツ作りに関わっているやつだ」

　すると結衣花は「ん」っと呼吸を切った。

「それかな」

「ひらめいたか」

「いいアイデアがあるけど聞く？」

「聞かせて頂こう」

　くるりと俺をみた結衣花の瞳には自信が満ちていた。これは期待できそうだ。

「えっとね、私の先輩がデジタル系に詳しいの」

「……結衣花の先輩？」

「うん。だから相談に乗ってくれると思うよ」

　いや、待て。それってまさか楓坂のことじゃないだろうな。

　だが、先輩といっても一人じゃないだろう。もう少し深く聞いてみるか。

「……どんな人なんだ？」

「ショッピングモールに一緒に行った人だけど、うーん。どんな人って言われると破天荒かな」

「……名前は？」

「楓坂さん。最近はＶｔｕｂｅｒをやったりしてるからデジタル業界に詳しいと思うよ」

　はい、確定しました。

　結衣花から見れば頼りになる先輩なんだろうが、その本人が今回の問題の核心なんだ。

　せっかくの提案だが断るしかない。

「結衣花の気持ちは嬉うれしいが……、さすがに先輩を巻き込むのは悪いから……」

「あ、ごめん。もう連絡しちゃった」

「しちゃいましたか」

　俺が断りを入れるよりも早く、結衣花はＬＩＮＥを楓坂に送っていた。女子の入力スピードってなんでこんなに速いんだよ。

「明日会おうだって。土曜日だけど時間取れる？」

「……ああ」

　楓坂からの返信がどんな文面なのかわからないが、間違いなく怒っているだろう。こえぇ……。

「じゃあ私の家の近くにファミレスがあるから、そこで待ち合わせね。時間は十一時でいいかな。ランチもおごってほしいし」

「おごりは俺持ちだよな？」

「それ答える必要ある？」

「おごらせて頂きます」

　休日を潰して楓坂にまで飯をおごることになるとは……。波乱の予感しかしない……。
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　待望ではない土曜日がやってきた。天気は俺の心情を表すような曇り模様。いっそのこと嵐が来て今日の予定がなくなればと思ったくらいだが、仕方あるまい。

　落ち着いた雰囲気のファミレスに入ると、結衣花と楓坂が並んで座っていた。

　結衣花は可愛いワンピースの私服、楓坂は以前と同じようにお嬢様コーデにデニムジャケットを肩出しで羽織っている。

「お兄さん、紹介するね。この人が私の先輩で楓坂さん」

「初めまして、笹宮さん。いつも結衣花さんがお世話になっています」

「は……初めまして……」

　いったい何度目の初めましてだ……。

　楓坂はというと、上うわっ面つらのお嬢様口調で話し始めた。

「詳しいお話は聞いておりませんが、結衣花さんが言うには悪女の嫌がらせで仕事が受注できないかもしれない……と。それでよろしいですか？」

　楓坂は自分が悪女と言われていることに当然気づいているだろう。知っていて、わざとこのように尋ねているのだ。……怖い。

「ま、まあ。そうだな」

　すると楓坂は紅茶をティースプーンでゆっくりと混ぜながら優しく答えた。

「そうですわねぇ。世の中には全力で頑張ってもダメな時ってあると思います。でも、だからこそ頑張ることに意味があるんじゃないかしら」

　直訳すると、『どんなに頑張っても落としてやる』と言いたいようだ。

　隣に座っていた結衣花が会話に入ってくる。

「でもひどいよね、その悪女さん。仕事の邪魔をするなんて」

「……ああ」

「私、そんな大人になりたくないなぁ」

　楓坂の方をチラリとみると、気にしないようにすました顔をしていた。

　だが唇がわずかに震えている。どうやら精神的ダメージは受けているようだ。

　耐えかねたのか、楓坂は反論に出た。

「でもね、結衣花さん。その悪女さんにも理由があるんじゃないかしら」

「そうかな？　ただの陰湿な嫌がらせだと思う。楓坂さんならそんな人、絶対に許さないでしょ？」

「そ……そうね」

　楓坂は必死に表情を作っているが、俺から見ると明らかに顔が引きつっていた。

　かなり無理をしているな。

　ここでさらに、予想外の事態が発生した。

「お兄さん。ポテト食べる？」

「ああ。じゃあ、もらおうか」

「食べさせてあげる。はい、あーん」

　おいおい、こんなところで餌付けシチュエーションかよ。しゃあない。パクっと食べるとするか。

　ポテトを飲み込んだ時、斜め前に座っている楓坂の顔が見えた。

「んんんっんむむむっ!!」

　楓坂はスプーンを持った手を震わせながら、こっちを半泣きで睨にらんでいる。

　……しまった。結衣花のために、わざわざ俺に会いに来るようなやつだ。こんな場面を見たら怒るに決まっている。

　っていうか、こいつ……。いじけると子供みたいな顔をするんだな……。

　楓坂は気持ちを切り替えてニコリと笑い、結衣花と距離を詰めた。

「結衣花さん。私もポテトが食べたいなぁ」

「うん、いいよ。はい」

　そういって、結衣花はポテトの皿を楓坂に差し出す。

　だが違うんだ、結衣花。楓坂はポテトが欲しいんじゃなくて、結衣花に食べさせてほしいんだ。

　寂しそうにポテトをかじる楓坂はまた半泣きになって、

「んんんっんむむむむっ!!」

　と唸うなって俺を睨んだ。

　いやいやいや！　食べさせてもらえなかったからって、俺のせいじゃないだろ！

　結衣花は楓坂の反応の意味がわからず、きょとんとしている。

　ここで結衣花のスマホに着信が入った。

「あ、ごめん。友達が電話してきたから、ちょっと席を外すね」

　そう言い残して、結衣花はそそくさと店の外へ行ってしまった。

　取り残された俺は、問題の元凶である楓坂と二人っきりになる。

　もちろん話すことはない。きっついな……、この沈黙……。

　すると楓坂は紅茶をティースプーンで混ぜ、落ち着いた口調で話をし始めた。

「笹宮さん。紅茶はお好きかしら？」

　突然何を言いだすのかと思ったが、とりあえず話を合わせておこう。

「まあ、普通かな」

「私はとっても好き。こうして香りを楽しんでいるだけでも心がとても落ち着くわ」

「その気持ちはわかる」

　変なやつだと思っていたが、意外と普通の感性があるようだ。結衣花のことがなければ、どこにでもいる女子大生なのだろう。

　揺れる紅茶を眺める楓坂は、どこか穏やかな表情をしている。

「この店、いい雰囲気よね」

「そうだな」

「癒される」

「ああ。いい店だ」

　リラックスした様子の楓坂は両手でティーカップを包んだ。

「私ね……。今、目の前にいる男のお尻にスプーンをぶっ刺して、窓を突き破って走った後、畑に頭をつっこんで逆立ちしながら絶叫したい気分なの」

　どんな状況だよ!!　つーか、その男って俺だよな！　尻にスプーンとか、どんだけ俺のことが嫌いなんだよ!!

「そんな私をダージリンの香りが包んでくれる。癒してくれる。それってすごく素敵な時間じゃないかしら」

「俺は逃げ出したい……」

　くぅ……、やはりこの女は苦手だ。

　だが、結衣花のいない今なら腹を割って話をすることができる。

　ダメ元で事情を話してみよう。もしかしたらわかってくれるかもしれない。

「楓坂、聞いてくれ。今回のプレゼンは普通のものとは意味が違うんだ」

「どう違うの？」

「この前、一緒にいた女子社員がいただろ」

「ええ、かわいかったわね。私好みよ」

「それは何よりだ。音水というんだが、今回のプレゼンの結果次第であいつの評価が決まる」

　楓坂は表情を崩さず、冷たく答える。

「たったそれだけ？　心に響かないわね」

「今回のプレゼンに勝つことができれば、彼女に自分の仕事をするチャンスが与えられる。だが失敗すれば左遷されるかもしれないんだ。わかってくれないか」

　左遷という言葉が効いたのか、さっきまで目を合わせようとしなかった楓坂が俺の顔を見た。

「なら話は簡単ね。あなたが結衣花さんに関わらないなら、プレゼンの邪魔はしないであげる。どうかしら？」

　それは、結衣花と音水を天てん秤びんにかける質問だった。本来なら迷わず音水のために行動するべきなのだろう。

　しかし、自分の中にそれではダメだという考えが鮮明に浮かび上がっていた。

　黙った俺を見て、楓坂は冷たい眼まな差ざしを向ける。

「どうして結衣花さんから離れることを拒むの。下心はないんでしょ？」

「……理由はない。だが、せっかくできた繫つながりをこんな形で切りたくはないんだ」

「思考に論理性がないわね。ひねくれている人間の特徴かしら」

　……そう。なぜ楓坂の要求を断るのか。俺はその答えに辿たどり着いていない。

　だが出会って間もないが、俺は結衣花に何かを感じている。

　俺は……結衣花のことをどう思っているんだろうか……。

「逆に聞くが楓坂はどうして結衣花にこだわるんだ。ただ仲がいいだけのようには見えないんだが」

　すると楓坂は再び紅茶に視線を落とした。

「……そうね。笹宮さんはあの子のことをどう思う？」

「どうって……普通かな。あえて言えば感情をあまり表に出さないくらいか」

「そう、普通よね。明るいでも暗いでもない。地味でも派手でもない」

　カップの取っ手に指をかけた楓坂は話を続ける。

「そしてほどほどに自分の殻に閉じこもっていて、彼女はそのことを自覚している。とても純粋ですごく強い。それが私の知っている結衣花さんかしら」

　たしかに結衣花は内向的な部分がある。

　そのことに悩みつつも、彼女は折り合いをつけて受け入れようとしていることは俺も薄々気づいていた。それはまさしく純粋な強さだ。

　学生の頃は気づかなかったが、大人になると痛いほどわかる。

「私みたいに無理やり生きてるような人間はそういう人に強く惹ひかれるの。どうしても一緒にいたいし大切にしたい。……だからね、笹宮さん。彼女を汚けがされたくないのよ」

　楓坂は強い信念を宿した瞳で俺を見た。

　その瞳はまるで、これ以上は近づくなという壁を張っているように見える。

　だが、俺も引くわけにはいかない。

　楓坂は後輩の結衣花を……、俺は後輩の音水を……。立場は違うがお互いに後輩を守りたいという気持ちは同じだった。

「そうだわ！」

　急に楓坂は両手を合わせて満面の笑みを浮かべた。嫌な予感しかしないんだけど……。

「なんだ？」

「いい事を思いつきました！　聞きたい？　聞きたいでしょ！」

「聞きたくない」

「それじゃあ、発表します」

「聞きたくないんだが？」

　くるくると左の人差し指を回し、そして唇の前で止めた。

「笹宮さんが私を口説き落とせばいいんじゃないかしら」

「……は？」

　時間が止まったかと錯覚した。それほど楓坂の言ったセリフは唐突だったのだ。

「何言ってんだ、楓坂。頭、大丈夫か？」

「美人ってよく言われますけど？」

「頭の中を心配してるんだ。どうしてお前を口説かんといかん。意味不明だろ」

　しかし、楓坂は止まらない。

「笹宮さんが恋人なら、私は大切な人のためにプレゼンを成功させてあげたいって思うでしょ。まさに愛の力。すてき」

「口説き落とすって……あのなぁ……。そんなこと、プレゼンを通すより難しいだろ」

　反論する俺に、楓坂は腹黒さを内包した女神スマイルをしてみせる。

「あら、そんなことないわ。私のタイプの男性って、なんでも言いなりになってくれる人なの。たくさんわがままを聞いてくれたら好きになっちゃうかも」

　どうにも真意が見えてこない。なにか頼み事でもあるのだろうか。

　もし楓坂の力になることでプレゼンの邪魔をしないというのであれば、それはそれで解決の糸口が見えてくる。少し話を聞いてみるか。

「……ちなみにどんなことを要求するつもりだ」

「そうねぇ。手始めに全裸でブリッジしながら夜の国道を全力疾走して、通り過ぎる自動車にキモく笑いかけることかしら」

　こいつ、やっぱりアホだろ。そんな芸当を誰ができるんだ。もう人間じゃねえだろ。

「できるか。ふざけんなよ」

「笹宮さん、ゴー！」

「やらねえからな」

　あぁ！　くそ！　わずかでもまともな頼み事があるのではと考えた俺が間違っていた。

　いや……知っていただろ。わずかな希望に手を伸ばそうとした俺がバカだったのだ。

　現実に理想は存在しないと、大人はなぜ忘れるのだろうか。

　椅子に深く腰を掛けて背もたれに体重を預ける。

　精神的な疲れのせいか、妙に肩がだるい。

　俺の疲れ果てた様子をみて、楓坂はくすりと笑う。

　妖よう艶えんに口元を緩める美女は、まさに悪女というにふさわしい雰囲気を醸かもし出していた。

　とことん俺を困らせるのが好きらしい。

　性格さえまともなら紛れもない美人なのに、もったいない。

「では、こうしましょう。私は笹宮さんが提案する企画に票を入れませんが、それ以上の嫌がらせをしないことを約束します。ですが……」

　言葉の途中で楓坂はギラリと瞳を光らせ、こちらを睨にらむ。

「あなた達がプレゼンで相手にする会社は全部で六社。その内一社は日本でも指折りの大手広告代理店です。すでに私の一票を失った以上、笹宮さんは圧倒的に不利な状況だということには変わりありません」

「十分だ。後は実力でなんとかしてみせるさ」

「ふふふ……。無駄な努力が見れそうで、とってもとっても楽しみ」

　楓坂の言う通り、大手広告代理店が絡からんでいるとなると弱小イベント会社の俺達は不利だ。コストやクオリティの面で、どうしても越えられない壁がある。

　となれば……それを凌りょう駕がするようなアイデアが必要というわけか。

　ここで結衣花が帰ってきた。

「おまたせ。……あれ、なにかあった？」

「少し話をしていただけだ」

「あ。お兄さん、楓坂さんが女子大生だからって口説いちゃダメだよ」

「いや、それは絶対にない」

　こいつを口説くってことは、全裸でブリッジしながら夜の国道を全力疾走するってことだからな。死んでもやらん。

「どうかなぁ。お兄さん、美人に弱そうだし。暴走していきなり壁ドンとかしそう」

「……されたことならあるんだが」
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　翌日の日曜日。

　次のプレゼンをどうすればいいかと悩んでいた俺は、気分転換がてらに公園を散歩していた。

　ここは昨日結衣花達と食事をしたファミレスの前にある公園で、花火や催し物が開催される街の人気スポットだ。

　中央に大きな池があり、隣には子供達が遊べる小さなグラウンド。

　さらに公園の外周はランニングコースとなっていた。

　とはいえ、六月下旬に差し掛かる時期ということで蒸し暑さが気になる。

　喉が渇いたので飲み物を買おうとした時、聞きなれたフラットテンションの声に呼ばれた。

「こんにちは。お兄さん」

「よぉ、結衣花」

　見ると結衣花が白とピンクの可か愛わいらしい服装で立っていた。散歩でもしていたのだろう。

　そういえばこの近くに住んでいると言っていたっけ。いつも結衣花が乗車してくる駅もこの付近にある。

「偶然だな。結衣花もよくここに来るのか？」

「うん。家が近くにあって、暇な時はこうして散歩をしてるの。いちおう健康には気を付けているから」

　普段はあまり意識していなかったが、結衣花はスタイルがいい。

　胸は大きめだが、全体的にバランスの取れた健康的な魅力がある。

　さては綺き麗れいになるために努力するタイプか。

　普段あまり感情を表に出さないが、ちゃんとしているじゃないか。

　結衣花の新しい一面を見て微ほほ笑えましい気分になっている俺に、彼女は一歩近づく。

「ところでお兄さん」

「なんだ？」

「胸を触りたいの？」

　結衣花はその言葉に合わせるように、両手で胸を挟んでムニムニと動かしてみせた。
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　女子高生が二十七歳の男を前になにをやっているのかと大声で言ってやりたかったが、よけいにいじられるのが目に見えていたのでグッと堪こらえる。

「なあ、結衣花。俺がそんなことを望んでいるように見えるか？」

「物欲しそうな顔をしてたから」

「してねぇよ」

　女の子らしいところがあると思って感心していたのに、こいつは……。

　結衣花はというと、「ちょっとだけならいいのに」といって、もう一度だけ胸をムニっと揺らす。

　注意を促すために睨みつける顔を作ると、今度は手を後ろで組んで体を揺らした。

　きっと、私は悪くありませんとアピールしているに違いない。

　こいつ、本当に大丈夫か？　そういう冗談を真に受けて、暴走する奴やつだっているんだぞ。

「浮かない顔をしているけど、まだ悪女さんのことで悩んでいるの？」

「まぁな。結局、いい企画を提案するしかないと考えることにしたんだが、新しいアイデアが思いつかなくてな」

「アイデアか……。クリエーターじゃなくても考えることは多いんだね」

　その時、女の子の泣き声が近くで聞こえた。

「うえぇぇ〜ん!!　ママ〜!!」

　見てみると、四歳くらいの女の子が泣きながらフラフラと歩いている。

　すると結衣花は素早く女の子の傍そばに駆け寄った。

「大丈夫？　ママとはぐれたの？」

　女の子の視線に合わせるように膝をついて、優しく語り掛ける。

　普段とはまるで違う、相手に安らぎを与えられる口調だ。

「もう大丈夫だからね。ママをすぐに見つけてあげるから安心して」

「……うん。……ありがとう、おねえちゃん」

　女の子はさっきまでと違い、落ち着いた様子で結衣花と話し始めた。とりあえず、安心させてやることはできたようだ。

　あとは母親を見つけてやるだけか。なら、俺にできることはアレだな。

　そう考えた俺はしゃがんで、女の子に背を向けた。

「ほら。肩車してやるから、高い所からママを探そう」

「肩車！　いいの？　乗っていいの？」

「ああ、いいぜ。今日限定で運賃はサービスだ」

「うわ〜い!!」

　楽しそうに俺の肩に上った女の子は、高い場所からの景色を見てはしゃいでいた。

「わ〜い！　たかい！　たか〜い!!」

「あんまり暴れんなよ」

「ありがとう、おじさん！」

　突然発せられた女の子の暴言に、俺はピクリと反応を止める。

「お……おじ……？　こらこら。お兄さんな」

「おじさん！　おじさん！　あはははっ！！！」

　そりゃ、まあ。四歳から見れば二十七歳なんておじさんなのかもしれないが、できればお兄さんと言ってほしいんだ。

　しかも、すっげえ嬉うれしそうにおじさん連呼してるしさぁ……。

　ふと横を見ると、結衣花が楽しそうにこちらを見ていた。そして目が合った時にすかさず、

「がんばって、おじさん」

　と、言いやがった。おのれぇ……結衣花ぁ……。

　こうしてしばらく女の子の相手をしていると、母親はすぐに見つかった。

　なんでもこの公園に初めてきたらしく、少し目を離した隙に女の子がいなくなっていたそうだ。

　母親からすれば、生きた心地ではなかっただろう。

　手を繫つないで帰っていく親子を見ながら、結衣花がつぶやく。

「無事に見つかってよかったね」

「ああ。それにしても、結衣花が子供の扱いに長たけているなんて驚いたよ」

「うーん。そんな自覚はないけど、毎日鍛えられてるからかな？」

「兄弟でもいるのか？」

　俺の質問に、結衣花は淡々と答える。

「ううん。毎朝電車で子供みたいな人がいるから、相手をしてあげてるの」

「ほう。殊勝な心掛けだ」

「えらいでしょ」

「ああ。それが俺だということを除いてはな」

　子供の後ろ姿を見ながら、何気なく話をする。

「しかし、さっきの子はどうして迷子になったんだろうな。広いとはいえ見晴らしのいい公園なのに……」

「子供にとっては普通の公園でも大冒険なんじゃないかな。……私はあんまり冒険する方じゃないから、子供のそういう気持ちがうらやましいって思う。というか忘れちゃったかな」

「……結衣花」

　彼女はどちらかといえばコミュ力のある方だろう。友達もいるようだし、不幸な境遇というわけでもなさそうだ。

　だが、彼女はいつも何かに怯おびえているように見える。

　二十七歳になると十代は子供に見える。見えない壁を感じる。それでも彼女はいつも俺を助けてくれる。もし困っていることがあるのなら支えてあげたい。

　明確な答えを持たないまま、俺は彼女を励まそうと声を出そうとした。

「あー。……その……なんだ」

「どうしたの？」

「いや……、たいしたことじゃないんだが、時間があるなら一緒に出掛けないか？」

　今日は日曜日でこのあとも俺はフリーだ。

　プレゼンで発表する新企画を考える必要はあるが、公園でぼーっとしていて思いつくわけでもない。

　なら、優先事項は結衣花ということでいいだろう。

　そして結衣花は言う。

「あ、うん。大人の遊びだね。でもお兄さんが私の相手をするには十年早いんじゃないかな」

「どの口が言ってんだ、てめぇは……」

「十年は言い過ぎたかな。ごめん」

「前提がおかしいと言いたいんだが？」

　ちょっと優しくするとこれだ。まぁ、結衣花はこのくらいの方がちょうどいいのかもしれない。

「ちょうど結衣花も楽しめる展示会が開催されているんだ。連れて行ってやるよ」
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「すごい……。スイーツの展示会だ……」

　電車で一時間ほど移動した場所にある展示会会場に入ると、甘い匂いが鼻孔をくすぐった。

　会場内にはいくつものブースが立ち並んでいる。

　コミケが開催されるビッグサイトほど大きくはないが、この会場もかなり広い。

「改めて見ると、ブースっていろんなものがあるんだね」

「展示会のブースは大きく分けて二種類あって、金属フレームと板を組み合わせて作る『システム』と、木材を加工して作る『木工』があるんだ」

「どっちが高いの？」

「圧倒的に木工だな。手間が掛かる代わりに、デザインの自由度が違う」

「じゃあ、コミケの企業ブースはやっぱり木工？」

「いや、俺が見た限りだとシステムが多いかな。工夫次第でシステムでもいろんなデザインを作ることができるんだ」

　会場内を歩いていると、ブースの中から気さくな中年男性が話し掛けてきた。

「お嬢さん、よかったら食べて行かないかい？」

　中年男性はそう言うと、五センチ強の小さなトレイに入ったカップケーキを結衣花に差し出した。

　だが結衣花は突然声を掛けられて驚いたらしく、俺の後ろに隠れてしまう。

「ぁ……、えっと……。お……お兄さん、ど……ど……どうしたらいいかな？」

　いつもは威風堂々とフラットテンションなのに、初めての人に驚いてキョドっている。結衣花でもこんなところがあるのか。

「くれるって言ってるんだ。もらっていいよ」

「そう……なの？」

　おどおどしながら試食用のスイーツを受け取った結衣花はそれを口に入れる……と、目を大きく開いた。

「おいしい……。じゅわってなった。この食感、初めてかも」

「ここで注目を浴びた製品が数年後にブームになるなんてよくあることなんだ」

「へぇ〜」

　感心しつつも、結衣花は楽しそうに話をする。

「そういえばさっきの人、面白かったね。元芸人さんかな」

「おいおい……。今の人、あの会社の社長だぞ」

「え!?　全然見えなかった」

「それに、ほら。あれ見てみろよ」

　俺はそう言って、ブースの中にあるベルトコンベア式の機械を指さした。

　中央のトンネルから、次々と丸く成型されたお菓子がでてくる。

「あそこにある機械を開発した社長さん、実はアニオタなんだ」

「そうなんだ……。ちょっと意外かも……」

「ガンダムとかエヴァンゲリオンの話をしたら止まらなくなるんだ。あの機械の構造もアニメを見て思いついたって言ってたな」

「そんなことがあるんだ」

　スイーツ展示会を一通り楽しんだ後、俺達は会場を出た。

　結衣花は初めての体験だったらしく、足取りがリズミカルになっている。

「なんだかお祭りみたいで楽しかった」

「そう言ってもらえて何よりだ」

「コミケじゃないけど、こういうところに来ると作ってる人の気持ちが伝わってくるね」

「まぁな。今日はスイーツだったが、他にもスマホ関連とかアウトドアとか、展示会にはいろんなものがあるんだ。もし時間が合ったらまた連れて来てやるよ」

「お兄さん、ありがとう」

　帰りの電車に向かう途中、結衣花は俺の腕を摑つかもうとした。

　だが半袖の私服だったことに気づいて、服の裾をつまむ。なにかに摑まっていないと安心できないタイプらしい。

「ねぇ……、もしかして私を元気付けようとしてくれたの？」

「タイミングがたまたまよかっただけだ。俺も深く考えてないよ」

　こういう時、口の上手うまい奴やつなら『結衣花のために来た』と言えるのだろう。

　そう言った方が喜ばれるというくらいは俺だって知っている。

　だが長年無愛想を通してきた俺には無理だった。

　もしかするとひねくれていると思われたかもしれないが、こればっかりは受け入れるしかない。

　駅の改札をくぐりホームに立つと、さっきまであったイベントの特別な雰囲気が薄くなり、現実世界の気配が色濃くなる。

　人によってはさびしさを感じるのかもしれないが、俺はこの二つの感覚が混じり合う瞬間が好きだった。

　イベントの仕事をしていると楽しそうと言われることが多いが実際は激務だ。

　特にうちのような展示会とキャンペーンイベントの両方を扱っていると、年中休まる時がない。

　それでもなんとか続けてこられたのは、俺自身がこの仕事にプライドを持っているからだろう。

　案内板の表示が、ひとつ前の駅を電車が出発したことを示した。

　すると結衣花がためらい気味に俺を見る。

「あのさ……。ちょっといい？」

「なんだ？」

「今からデートしない？」
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　二十分ほど移動した狭い路地の先に、オシャレなカフェがあった。

「デートっていうから何事かと思ったら、新しいカフェに来たかっただけなのか」

「いいじゃん。ここはね、有名デザイナーさんのコンセプトに基づいて作られたお店なんだよ。そう聞いたら気になるでしょ？」

「いわゆるデザイナーズカフェか」

　一番の特徴は、全ての席がカップルが並んで座れるようにしてあることだろう。

　窓の外に特別なものはなく、都内の郊外らしい平凡な風景だ。

　だが、どのカップルも自分達だけの空間を楽しんでいた。

　特別じゃないからこそ、二人の時間を作れるというわけか……。

　俺と結衣花は他の客と同じように並んで座った。

　あぁ……なるほど。すっげぇ自然体で相手と一緒にいられる。俺みたいな人付き合いが苦手なタイプほど好まれるスタイルかもしれない。

「カップルがゆっくり時間を過ごすことに特化したカフェなのか」

「うん」

　イベントブースのデザインはとにかく目立たせることを重視するから、こういったカフェの発想は参考になる。

　見せるだけでなく時間を生み出すブースデザイン……。難しいかもしれないが、検討してみる価値はありそうだ。

「あとこれ。このお店は記念マグカップを販売しているの。毎月デザインが変わるから、本当にその時に来てくれたお客だけが購入できる限定品なんだよね」

「ほぉ……」

　記念マグカップか。……これ、いいな。

　記念品って思い出に残るし、マグカップは比較的使い続けてもらいやすい。

　なによりＳＮＳで拡散してもらえれば、後々の宣伝効果にも繫つながる。

「どう？　このお店の工夫って、お兄さんのアイデアの役に立ちそう？」

「ああ、かなりな。しかし、本当に結衣花はいろんなことを知ってるよな」

　すると結衣花は俺の隣で、寂しそうに窓の外を見た。

「ここね。お父さんが立ち上げに関わったお店なんだ。あんまり会えないから、ちょっと寂しいけどね……」

「結衣花の親おや父じさんは建築家なのか？」

「ううん。プロモーターっていう仕事なの。たぶんお兄さんの仕事に近いと思う」

　プロモーターとは一言で言ってしまえば売り込みの仕掛け人だ。

　有名なのはアイドルのプロモーション活動を行う仕事として紹介されるが、他にも新しい商品やサービスを売り込むことが得意なプロモーターもいる。

　その一環として展示会やキャンペーンイベントを開催するため、俺達に仕事が回ってくる場合もあった。

　結衣花はカフェオレが入ったマグカップを寂しそうに眺めながら話を続ける。

「お父さんはね、よく腕枕してくれたんだ。子供の頃はお父さんがいないと眠れないくらいだったけど、一人で寝るようになってからあの腕の感触を忘れちゃってたんだよね」

　そして彼女は静かに俺を見た。

「でもお兄さんの腕に摑まった時、すごく驚いた。だって子供の頃に感じていた不思議な安心感がそのままなんだもん。もともとお兄さんのことは知っていたけど、あの時かな……。お兄さんのことがもっと知りたいって思ったのは……」

　腕を摑んだ時というのは、電車の緊急停止の時だろう。

　あの時はわからなかったが、思い返してみると彼女は驚いていたようだった。

　俺と父親を重ねて見ていたのか。

「……きっと、こんな話をしてもわけわかんないよね」

「いや、わかるよ。子供の頃の安心感は大人になっても変わらないからな」

　手元にあるコーヒーの香りと平凡な景色を眺めながら、俺は彼女の言葉に共感した。

　すると結衣花は俺の腕にそっと触れ、感触を確かめている。

　別に減るもんじゃない。好きにすればいいさ。
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　プレゼン当日。ザニー社を訪れた俺と音水は、会議室の前に用意された椅子に座って待機していた。

　ここで発表する企画が認められれば、コミケと全国キャンペーンの仕事を同時に受注することができる。

　大きな本社の割に、プレゼンは質素な会議室で行われていた。

　すでに他社のプレゼンは終了し、俺達が最後となる。

　その時、人事部の石岐土課長からメールが届いた。

『笹宮、覚えているだろうな！　もしこのプレゼンを落としたら音水は左遷だ。お前にもそれなりの処罰を与えるから覚悟してろよ！』

　こいつ暇人か。今からプレゼンを行おうとしている仲間に送るメールじゃないだろ。もっとも、こっちは勝つつもりだけどな。

　先日結衣花に案内されて行ったデザイナーズカフェのアイデアをベースに、俺は新しい企画を練り直した。

　これなら大丈夫だと思う。自信もある。だが……緊張する……。

　もうそろそろかという時、一人の背の高い男性が声を掛けてきた。

「失礼。君が笹宮君かな？」

「はい。……えっと、あなたは？」

「僕はザニー社の常務取締役の旺飼おうがいだ。プレゼンの前に挨拶をしておこうと思ってね」

　旺飼と名乗った男性はスマートな動きで名刺を差し出したので、慌ててこちらも名刺を取り出して交換する。

　ザニー社の常務……。確か今回から広報部の指揮を直接執っているという人か。

　年齢は四十代くらいで、鋭い瞳とは裏腹に物腰は柔らかい。

　真面目な性格を表すように、髪は丁寧に整えられている。

「直接会うのは初めてだが……。ふむ、いい目をしている」

「……私のことをご存じなんですか？」

「ああ、もちろんだ。先日のキャンペーン、なかなか見事だった」

　旺飼さんの言うキャンペーンとは、二ヶ月ほど前に俺が担当した新作ゲームのキャンペーンイベントのことだろう。

　大変な仕事だっただけに、こうして褒められると素直に嬉うれしいものだ。

「笹宮君の役職はチームリーダーか……。もっと上にいてもおかしくないと思ったが、やはり年配社員が多い環境だと出世は大変かい？」

「私なんてまだまだです。今のチームリーダーという立場だけでも光栄ですよ」

「そう謙遜しないでくれ。こう見えて私は君を高く評価しているんだ」

「……私を……ですか？」

「ああ。プレゼン内容にもよるが、僕としては君と一緒に仕事をしたいと考えている。どうか、頑張ってくれ」

「ありがとうございます」

　これは嬉しい誤算だ。すでに楓坂が別の会社に一票を入れることが決まっていたため不利と思い込んでいたが、常務の旺飼さんが推してくれているというのなら心強い。

　新しく考えた企画もある。あとは俺がプレゼンで企画内容をどれだけ魅力的に発表できるかだ。

　挨拶を済ませた旺飼さんは立ち去る際、俺の横にいた音水の顔を見た。

　だが名前まで確認しようとはせず、顔を確認するだけでそのまま立ち去ってしまう。

　年配社員が多いうちの会社にはめずらしい若い女性社員だったので、気になったのだろうか……。




　そしていよいよ、プレゼンが始まる。

　会議室はすでに緊張に包まれていた。

　審査員は全員で五人。いつもお世話になっているクールビューティーの女性担当者に、さっきあった常務の旺飼さん。さらに年配の男性が二人。楓坂は女性担当者の隣に座っている。

　審査員に資料を配る時、楓坂がささやき声で話しかけてきた。

「頑張って無様な姿をみせてくださいね」

「残念だが、その予定はない」

　続けてプロジェクターに企画内容を映して、説明を始める。

　序盤の発表を務める音水は、緊張しながらもハキハキと説明していた。

　俺達の企画の主軸となるのは三つ。

　滞在時間を楽しめるブースデザイン、オリジナルデザインの記念品マグカップの販売、そしてＬｉｖｅ２Ｄのリアルタイム制作だ。

　Ｌｉｖｅ２Ｄはイラストに動きを与えるソフトで、ゲームだけでなくＶｔｕｂｅｒなどでよく活用されている。実際にイラストが動き出す瞬間を来場者に楽しんでもらおうと考えた。

　メンバーで何度も話し合い、魅力のある企画に仕上げることができた。今の俺達が提案できる全力の企画と言えるだろう。

　そして先せん鋒ぽうを務めた音水の発表が終わる。

「ここまでが本企画の概要になります。続いてイベントの効果やスケジュールをチームリーダー笹宮の方から説明させて頂きます」

　発表者の交代でマイクを受け取る時、音水の瞳は褒めてくださいオーラでキラキラと輝いていた。

　わかった、わかった。後で褒めてやるから今は我慢しろ。

　それから俺は企画の詳しい内容を説明し、あとは質疑応答を残すのみとなった。

「今回の提案内容は以上になります。なにかご質問はございますか？」

　楓坂はここまで何も言ってこない。おそらく攻撃を仕掛けるとすれば、このタイミングだろう。

　見ると楓坂は、やる気のない態度で資料をペラペラとめくっている。どうやら、俺達の企画が予想以上に良かったので面白くないといったところか。

　常務の旺飼さんが拍手をして全員の注目を集めた。

「素晴らしい内容だ。確かにコストはネックだが、それを撥はねのけるインパクトがある。さすが笹宮君といったところか」

「ありがとうございます」

　他の審査員達の反応もいい。

　楓坂一人が気に入らないようで口をへの字にしていたが、これなら文句の言いようがないだろう。ざまあみろだ。

「だが……」

　と、旺飼さんは声のトーンを低くした。

「君達は大きな問題を抱えているんじゃないかね？　まずはその点を解消してほしいのだが」

　大きな問題だと？　どういうことだ。なにか見落としがあったのだろうか。

　他の審査員達も、苦笑いをして顔を見合わせている。

　楓坂が何かを仕掛けたのかと思ったが、彼女も状況がわからず、怪け訝げんな眼まな差ざしで審査員達を見ていた。

「なんのことでしょうか？」

　おそるおそる訊たずねる俺に、旺飼さんは指を俺の隣に向けて言った。

「御社の人事部、石岐土課長から連絡があってね。そこにいる音水君は、スタッフに配布するマニュアルでミスを犯したそうじゃないか。それが本当なら彼女をメンバーから外してほしい」

　石岐土課長からの連絡だと!!　あのカエル顔の中年太りめ！　鬱憤晴らしのために、こんな大切な仕事で邪魔を仕掛けてきやがったのか！

　焦あせりを抑えながら、慌ててフォローに入った。

「ま……、待ってください！　それはたいしたことではなく、今回は新しいマニュアルを用意しました！　すでに問題は解決されています！」

「笹宮君、それは違うね。実際の現場ではいちいち指示なんて出してられない。事前の打ち合わせと用意したマニュアルが最大の武器だということを君ならわかっているだろ？」

「そ……それはそうですが……」

　チィ……！　最初に用意していたマニュアルは使い回しのテンプレだ。そんなことをクライアントの前で言えるはずがない。

　だがそのことを隠すとなると、どうしても音水の立場が悪くなる。

　どちらにしても、このままでは音水が左遷されてしまう。

「わ……私……。席を外します……」

　俺の横に控えていた音水は顔を真っ青にし、自ら部屋を出ようと後あと退ずさりした。

　きっと、自分がいなくなればと思ったのだろう。

　だが、それは違うと俺は声を上げる。

「音水。出ていく必要はない」

「でも！」

「俺達が提案しているのは、俺達全員が参加する仕事だ」

　今回のプレゼンで音水はよく頑張ってくれた。仕事も順調に覚えている。彼女に落ち度はない。そしてこの現状を乗り切る責任は、チームリーダーの俺にある。

「聞いてください！　音水はこの三ヶ月で見違えるように成長しました！　外す理由はありません。むしろいなくてはならない存在です。何かあれば、必ず私がなんとかします！」

　相変わらず、論理性のない不細工まるだしのトークだ。心に響く要素なんてない。だが、俺はこんな言い方しかできない。

　音水は守る。仕事もちゃんとする。そう……、俺にできることは、なんとかすることなのだ。

　深く頭を下げて、信じてほしい気持ちを全力でぶつけた。勢い任せのごり押しだ。カッコ悪いとは思うが、これが俺のやり方なんだ。

　審査員達が沈黙していた時、一人の女性が声を上げる。

「私は笹宮さん達の提案を推します」

　頭を上げてみると、それは邪魔をすると言っていた楓坂だった。

　長い髪をいじりながら、不機嫌そうに彼女は資料を見ている。

「コストは仕方ありませんが、理屈で考えて笹宮さん達の提案の方が効果が見込めます。それにＶｔｕｂｅｒの良さをこの企画は引き出していますし……」

　まさか楓坂がフォローを入れてくれるとは思っていなかったので俺は驚いた。

　一瞬だけ目が合った楓坂は照れたような表情で目を泳がせたあと、手元の資料に視線を落とす。

　楓坂の意見を聞いて、旺飼さんは考えるそぶりを見せた。

　──説得のチャンスだ！

　今ならこちらのペースに持ち込むことができる！

　覚悟を決めた俺は、とっさに思いついた考えを伝えるため声を上げた。

「もう一つご提案があります。Ｌｉｖｅ２Ｄのリアルタイム作業の司会役を私に任せてもらえないでしょうか」

「……ほぅ。企画立案と手配だけでなく、ブースの中に入って直接働いてくれると？」

「は……はい！」

「それはつまり、狙った集客ラインまで届かない場合は笹宮君が責任を取ってくれると受け取ってもいいのかい？」

「もちろんです！　どうか、よろしくお願いします！」

　企画を考える中で、司会役に渡すマニュアルを一から作り直したのは俺だ。

　音水とショッピングモールへ行った時に見たライブペイントで、司会役に何が求められているのかも十分に検証している。今の俺ならできるはずだ。

　旺飼さんは他の審査員達に目配せした後、ゆっくりと口を開く。

「わかった。トラブルに強い笹宮君がいるなら大丈夫だろう。いい企画だった」

　俺の言葉が届いたことを示すように、旺飼さんは力強く笑ってみせた。

　他の審査員達も納得したように頷うなずいている。

　楓坂はチラリと俺を見て、すぐに視線を部屋の隅へとやった。

　唯一心配なのが楓坂がコラボするＶｔｕｂｅｒということだが、さっき助けてくれたことを考えれば大丈夫だろう。

　こうして俺達のプレゼンは終了した。

　会議室を出ると、音水が俺の元へ駆け寄ってきた。もう彼女の震えは収まっている。

　落ち着きを取り戻した音水は涙ぐんで俺に近づいた。

「笹宮さん……、ありがとうございます……。私……」

「まだ結果は発表されてない。感謝するのは早いだろ」

「でも……私、……笹宮さんが庇かばってくれたことが嬉うれしくて……」

　泣きそうになっている音水を落ち着かせるように、俺は彼女の肩をやさしく叩たたいた。

　安心しろ、音水。きっとうまく行くさ。
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　翌日。朝礼を済ませた後、俺は営業企画部の部屋でプレゼンの結果報告を待っていた。

「もうすぐですね。緊張します……」

「そんなに硬くなるな。大丈夫さ」

「笹宮さんってこういう時でも肝が据わってますよね。私ももっと強くならないと」

　音水は俺のことを褒めてくれているが、本音を言うとかなり緊張している。

　規模の大きな案件だ。コミケは俺と音水で担当するが、全国キャンペーンの方は他の社員達の協力が必要になる。その分、俺達の会社に入る利益も大きい。

　やれることはやった。さて、どうなるか……。

　プルルルル……。

　俺のスマホに着信が入った。発信者はザニー社の常務、旺飼さんだ。

　電話に出ると、旺飼さんはこちらの緊張を察したようにフッと笑う。

「やあ、待たせたね。今回のプロジェクトだが、笹宮君達に任せることにした」

「本当ですか！　ありがとうございます！」

「詳しくは後日連絡するよ。お互い頑張ろう」

「はい！　よろしくお願いします！」

　電話を切り、俺は音水の方を見た。

　すでに察しているとは思うが、それでも彼女は俺の口から結果を聞こうとじっと待っている。

「今回のプレゼンは俺達の勝利だ！」

　俺がそう言ったと同時に、営業部の社員達が喝采を上げた。

「マジかよ！　すげえ！」

「全国で販促キャンペーンをするなら、各地のスタッフと調整が必要だな！　一気に忙しくなるぞ！」

「おい、笹宮！　俺達にも仕事を振れ！　全員で協力してやる！」

　みんなのテンションが上がる中、音水は呆ぼう然ぜんとしていた。

　彼女にとっては初めての大型受注だ。まだ実感がないのだろう。

「笹宮さん……。私達、勝ったんですか？」

「ああ」

「成功ってことですよね？」

「そうだ。この企画にはお前のアイデアも入ってるんだぞ。もっと喜べ」

　すると音水は最高の笑顔で、俺の腕に抱きついてきた。

「やったー！　やったー！　私、嬉しいです！　すごく嬉しいです!!」

「お……、おい。音水！　ちょっと……」

　普段は誰も見ていないから腕を組んでも放置していたが、今はみんながいるんだぞ。

　他の社員を見ると、やはりニヤニヤしている。こりゃあ、あとでいじられそうだ。

「貴様ら、うるさいぞッ!!」

　激しくドアを開いて、中年の男が不機嫌そうに入ってきた。

　カエル顔が特徴で、なにかと音水に嫌がらせをしてきた人事部の石岐土だ。

「ふん！　たかがプレゼンひとつ通ったくらいで浮かれおって！」

　ズカズカと近づいてきた石岐土は、俺を間近で睨にらみつけた。

「おい、笹宮！　いつもいつもオレの邪魔をしおって！　人事部の権限でお前も音水もクビに追い込んでやる！　能無しに居場所があると思うなよ！」

　昔の俺ならこういう場合、適当に話を合わせてスルーしていただろう。賢い会社員のあるべき姿だ。だが、今回ばかりは黙っているつもりはない。

「なに言ってるんですか、石岐土さん。あんたはもう課長じゃないんですよ」

「は？　な……、なにを言ってるんだ……」

「社長があんたの役職の剝奪と謹慎を発表したんです」

　俺は営業部の壁を指で示す。そこには石岐土への処罰と、今まで社員に迷惑を掛けたことについて社長が謝罪する一文が記載されていた。

　石岐土は信じられないという表情でよろめく。

「なぜだ……。オレはなにも聞いてないぞ……」

「今朝の朝礼で発表されたんだ。あんた、朝礼の時はいつも喫煙ルームでサボっている部長のゴマすりをしていたから知らなかっただろ」

　今までの嫌がらせは業務上の注意を装よそおっていたうえ、音水がパワハラとして訴えるつもりがなかった。そのため俺だけでなく、他の人間も助けることができなかった。

　だが、今回は違う。わざわざクライアント先に電話をかけて、業務妨害を行ったのだ。証人も証拠も十分に揃そろっている。俺はこの事を社長に相談し、石岐土に引導を渡した。

　石岐土は苦虫を嚙かみ潰したような顔で、俺の胸ぐらをつかんで叫ぶ。

「……ぐ！　……ぐぐぐ！　……どうしてだ！　どうしてお前はそこまでして音水の肩を持つ！　以前のお前は他人に無関心だったじゃないか!!」

　その問いに、俺は淡々と答えた。

「知人からアドバイスをもらったんですよ。無愛想なところを変えろってね」

　俺から離れた石岐土は顔を真っ青にし、「バカな……。ふざけるな……」とつぶやきながら帰って行った。

　もう石岐土が音水にちょっかいを出すことはない。

　すでに奴やつは、そんな権限を持っていないからだ。

　乱れたスーツを整えると、すぐそばにいた音水が話しかけてくる。

「笹宮さん……。もう私は怯おびえなくていいんですか……」

　どれだけ厳しく注意されても音水は石岐土を責めなかったが、やはり怖かったのだろう。

　安心させてあげたいという気持ちもあり、俺は音水の頭を撫なでた。

「今までよく頑張ったな。それと社長から伝言だ。音水が営業企画部に配属されることが決まった。もう音水は一人前だ」

「あ……ありがとうございます……。私……やっと……」

　感極まった音水は俺の胸に飛び込み、顔を埋うずめて泣き出した。

　さすがの俺もこれには驚いたが、今ばかりは無理に引き離すこともできない。

　その様子を見ていた営業部の社員の一人が、イタズラっぽい口調で叫ぶ。

[image: ]

「おいおい！　おまえら、いつまで抱き合ってるんだよ！　まだ仕事中だぞ！」

　さっきまで黙っていた営業部のメンバーは、一斉に笑い声をあげる。

　それは同時に、音水が正式に営業企画部に配属された祝福でもあった。
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　七月になり、営業企画部に配属された音水は絶好調だ。

　今日もいつものように朝のＬＩＮＥが届く。

『笹宮さん、おはようございます！　今日はザニー社と打ち合わせですね！　緊張してます！　勇気をください！』

　相変わらずのきゃぴきゃぴしたメッセージは、スタンプでにぎわっている。

　だが、俺も成長した。六月が始まった頃はこのメッセージが苦手だったが、今では余裕で返事を返すことができる。

『俺の勇気でよければ勝手に持っていってくれ』

　そして宅配のスタンプを送る。スタンプを初めて送る時は恥ずかしかったが、一度使い始めると気にならなくなった。もう少しビジネス向けのスタンプを用意してほしいと思うが、それは俺だけなのだろうか。

　再び音水からＬＩＮＥだ。

『それって、笹宮さんのお家うちに行っていいってことですか？　朝から大胆ですね。そんなところが大好きです』

『欲しいのは勇気だろ？』

『愛も欲しいです』

『あのなぁ……』

　アンパンのヒーローがいれば、音水の希望をすべて満たしてくれるのだろうが、俺は空を飛べないからな。もっとも、今の俺には愛と勇気以外の頼りになる奴がいてくれる。

　スマホをカバンに入れた時、よく知っている女子高生が声を掛けてきた。

「おはよ。お兄さん」

「よぉ、結衣花」

　結衣花は俺の隣に立ち、背中を壁に預けた。そして腕をムニムニと二回揉もむ。

　どうやら今日もスタンションポールの役目を果たせたようだ。光栄だよ。

　心の中で肩をすくめる俺に、結衣花は訊たずねてきた。

「後輩さんとＬＩＮＥ？」

「ああ。たいした内容じゃないがな」

「その割に楽しそうだったけど？」

　ＬＩＮＥを送っている時の表情を見られるというのは、なかなかどうして恥ずかしいものだ。気まずいので別の話題にしようとしたが、なにも思いつかず「……ぅ」と変な声がもれてしまう。

「あ、照れてる。無愛想だったお兄さんが照れてる。すごい。キモい」

「言い方、もう少しなんとかなりませんか？」

　相変わらず結衣花のからかい方は変わらないな。いまさら素直な女子高生になられても戸惑うことしかできないが。

　思えば結衣花と出会って一ヶ月になる。

　もっと長い付き合いのように感じるのは、俺がこの時間を楽しんでいるからだろう。

　彼女はこちらの様子を窺うかがうように顔を覗のぞき込んできた。

「そういえば仕事は上手うまくいったの？　以前言っていた悪女さんはやっつけた？」

「どうだろな。たぶん、仲直りできたかもしれん」

「うん？　なにそれ」

　プレゼンの時、楓坂は俺達の提案を推してくれたのだ。

　突然味方をしてくれたことには驚いたが、楓坂がいなかったら音水を助けられなかっただろう。どういう心境の変化があったのかはわからないが、次にあったら礼を言っておかないとな。

　プレゼンを勝ち取り、石岐土の問題も解決している。

　そして音水は営業企画部に配属された。

　いろいろなことがあったが、とりあえず一件落着といったところか。

　ふと隣をみると、結衣花がじーっと俺の方を見つめていた。

「なんだよ」

「……別に」

　そう言うと、結衣花は前を見る。

　また俺をからかおうとしているのか？　もっとも、俺だってレベルアップした。どんな攻撃をされても、そう簡単には慌ててやらないからな。……って、からかわれることを受け入れている俺もおかしいだろ。

　気が付くと、また結衣花が俺の様子を窺っていた。

　今度は気づかれないように横目で見ていたが、俺と目が合うとすぐに視線をそらす。

　……どうも、いつもとは違うみたいだ。

「おい、結衣花。どうした？　なんでそんなふうに見るんだよ」

「見てないよ。視界に入っただけだから」

「目が合っただろ」

　結衣花は俺の腕をムニムニといじりながら、言いづらそうに答える。

「お兄さん、なんか変わったな〜と思って」

「どんなふうに？」

「なんか男の人って感じになったから」

「ずっと男だが？」

「そうじゃなくて。んー。もういいや。お兄さんに言っても伝わんないだろうし」

「なんだよ、その言い方」

　結衣花からすれば、やはり俺は子供のように見えるということか。

　ったく、こっちは結構お前のこと信頼しているんだぞ。もう少し、対等に見てくれてもいいじゃないか。

「ねぇ。後輩さんの画像とかないの？　どんな人か見てみたい」

　今日の話題は音水の外見についてか。まだ結衣花は音水に会ったことがないもんな。

「同僚を撮影するなんて普通しないだろ」

「社員旅行とかは？」

「今年はまだ未定だ」

　これで諦めてくれたかと思ったが、結衣花は別の質問を投げかけてきた。

「じゃあ、髪型は？」

「そうだな……。髪は長めで後ろでまとめるかんじかな」

「そっか。私もやってみようかな」

「少し短くないか？」

「できなくはないんだけど……。うーん。夏休み中に伸ばそうかな」

　肩より少し長めのミディアムショートの結衣花は、自分の髪を指でつまんだ。

　彼女の髪がサラサラしてるのが見ただけで伝わってくる。きっと手入れを欠かさずやっているのだろう。

　髪をいじりながら、結衣花は上目遣いで俺を見た。

「ねぇ……、あのさ……」

「ん？」

「どっちの髪型が好き？　私と後輩さんと……」

　結衣花って、たまにおかしなことを訊きいてくるんだよな。

　ぶっちゃけ、髪型なんて人によって合う合わないがあるだろ。それ以前に、俺は他人の髪をそこまで見ていない。

「自慢じゃないが、俺は流行に疎うといぞ」

「うん。それは先刻承知だけど」

「承知されちゃってるじゃん」

「お兄さんはどっちが好きなのかなと思ったの」

　答えにくいな。結衣花の別の髪型というのも見てみたい……。だが、結衣花にはこのままでいてほしいという気持ちもある。なら、この髪型でいいか。

「まぁ、あえて言うなら結衣花の方が好きだな」

「本当？」

「ウソを言ってどうするんだ」

「ふふ……。そっか」

　やわらかく笑った結衣花は嬉うれしそうに俺の腕をムニった。これはかなり機嫌がよさそうだ。俺でなきゃ見逃してたね。

「ねぇ、もう一回言ってよ」

「なにを？」

「どっちの髪型が好きかって」

　前髪をいじりながら、俺は答える。

「……何度も言うのは恥ずかしいな」

「お兄さんが恥ずかしがるのは見ていて面白いよ」

「ひっでぇ」

「嬉しい？」

「悲しい」

「じゃあ、どっちが好きか言って」

　やれやれ。これは言わないと解放してくれないようだ。

「結衣花の方が好きだよ」

　恥ずかしい気持ちを我慢して言ったのに、結衣花の反応がなかった。

　見ると、結衣花は顔をほころばせている。

「なに嬉しそうにしてんだよ」

「してないもん」

「うそつけ。顔に出てるぞ」

　そんなことをしているうちに、電車は聖女学院前駅に到着した。

　電車のドアが開いたので、結衣花は俺に向かって手を振る。

「じゃあ、また明日ね。お兄さん」

「ああ。待ってるよ」

　彼女を送り出すように、俺も片手を上げた。

「さて……と……」

　壁にもたれた俺は腕を組んで窓の方を見た。たぶん、そろそろ声を掛けてくるだろう。

　すると、さっきまで結衣花がいた場所に別の女性が立つ。

　巨乳が印象的なメガネ美女、楓坂舞だ。
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　俺の隣に立った楓坂は長い髪を指で耳に掛けた。

「おはようございます、笹宮さん。少しお話ししませんか？」

「いたのか。楓坂」

「電車に乗っていたら、偶然見かけたので声を掛けさせていただきました」

「うそつけ。待ってたんだろ」

　相変わらず口調は柔らかいが言葉にトゲがある。

　この前のプレゼンでは助け船を出してくれたが、完全に気を許してくれたわけではないということか。

「あなた達、本当に話をするだけなんですね」

「だからそう言ってるだろ。まぁ、腕を摑つかまれたりしてるけどな」

「……そういうことでしたら、見て見ぬふりをします。ですが、結衣花さんを悲しませることをしたら許さないということは覚えておいてください」

「わかってるよ」

　楓坂はつまらなそうに電車の天井を眺めた。いったい何を考えているのだろう。

　とりあえず、助けてくれた礼を言っておくか。

「プレゼンの時は助け船を出してくれてありがとう。助かったよ」

「単純にパワハラが嫌いだっただけです。それに笹宮さん達の提案が優れていたのは明白でしたわ。もっとも、私ならより優れた企画を考えることができましたけどね」

　やはり言い方がとげとげしい。

　こっちはプレゼンの一件で仲直りしたかったんだが……。もしかすると結衣花と俺を引き離すことができなかったので、自分が負けたと思っているのかもしれない。

　……いや、待てよ。そうじゃないとしたら？

「もしかして……、ツンツンしているのは照れ隠しというやつか」

「あらあら。どうして私が照れないといけないのかしら。すごくすごく滑稽な人」

　楓坂はそういうと、わざとらしくニッコリ笑って天井に視線を戻す。

　少し経たつと、またこちらをチラリと見て、視線を戻す。

　さらにもう一度、こちらをチラッと見て、サッと視線を天井に戻した。

　しばらくすると、カアァっと彼女の顔は赤くなっていく。

　はっは〜ん。やっぱりさっきのは照れ隠しか。

　俺がニヤニヤしていることに気づいたのか、楓坂は恨めし気にこちらを睨にらむ。よく見ると瞳がうっすらと潤んでいた。

　さては恥ずかしいと泣きそうになるタイプだな。かわいいところがあるじゃないか。

「なにかしら？」

「いや別に」

「見てましたよね」

「視界に入っただけだ」

　よほどお気に召さなかったのか、楓坂は唇を逆Ｕ字にして怒っている表情を作る。

　そういえば以前ファミレスで結衣花は、楓坂は正義感が強いというニュアンスで話していた。たまたま俺とは対立してしまったが、元からパワハラや理不尽なことを許せない性格なのだろう。

　電車のアナウンスが次の駅に到着することを知らせた。

「も、もう次の駅だから降りるわ」

「この前降りた駅と違うけどいいのか？」

　すると楓坂はこちらをじっと見る。

　さっきまでのいじけた様子とは違い、どこかさびしそうな雰囲気だ。

「……。笹宮さんは、もう少し話がしたいの？」

「会社まで暇だから話し相手がいてくれると助かるな」

「そ……そう。なら仕方ないわね」

　一度離れようとした楓坂は再び俺の隣に立ち、今度は日常の雑談をし始める。

　その内容は普通の女子大生が話していそうな内容だったが、初めて年相応の楓坂を見れた瞬間でもあった。

　良好とは言えないが、一緒に仕事をするくらいの関係にはなれただろう。
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　それは七月中旬のこと。二十周年プロジェクトに向けて準備が進む中、ザニー社の常務・旺飼おうがいさんが会社にやってきた。

　応接室で向かい合って座る俺に、旺飼さんは爽やかに笑う。

「急に来て悪かったね」

「いえ。ちょうど一区切りしたところでしたので」

　おそらくレイジスファンタジー二十周年プロジェクトについてだろう。

　俺は事前に用意しておいた資料を机の上に広げて、話を切り出した。

「コミケのお話なのですが、Ｌｉｖｅ２Ｄのリアルタイム作業を任せられるクリエーターはどうしましょうか？　こちらで手配することもできますが……」

　すると旺飼さんは申し訳なさそうな顔で手を上げた。

「そのことなんだが、ひとつ頼みを聞いてくれないか？」

「改まってどうなさったんですか。何でもおっしゃってください」

「そう言ってくれると助かるよ。リアルタイム作業の件だが、Ｖｔｕｂｅｒの楓かえで坂ざか舞まいにさせてくれないだろうか。そして司会役の君には彼女のサポートを任せたいんだ」

「え……、楓坂さん……ですか？」

　楓坂とはいちおう和解しているが、決して仲がいいわけではない。そもそも彼女はＶｔｕｂｅｒとして投稿動画で宣伝するだけのはず。どうしてそんな話になっているんだ？

　困惑する俺に、旺飼さんはゆっくりと説明を始めた。

「話していなかったが彼女は私の姪めいでね。今は私の家で暮らしているんだ」

「姪……ごさんですか……」

「ああ。だがなかなか手を焼いていてね。正直、このままでいいのか心配しているんだよ」

「……でしょうね」

「なにか言ったかい？」

「あ……、いえ、別に……」

　やっべ。つい本音が出てしまった。

　気を取り直した旺飼さんは両手をアゴの前で組む。

「話は戻るが、彼女に社会経験を積ませたい。そこで笹ささ宮みや君には補佐をしてほしいんだ」

　補佐？　楓坂を!?　いや、無理だろ。相手はあの楓坂だぞ。

　同じプロジェクトに参加しているというだけならなんとかなるが、サポートなんてとてもできるとは思えない。とにかく断らないと！

「し……しかしですね……。楓坂さんにも事情があるでしょうし……」

「言いたいことはわかっている。Ｌｉｖｅ２Ｄを使えるか心配なんだろ？　大丈夫だ。ああ見えてデジタル系のスキルは相当なものなんだよ。そこは安心してくれ」

　違う、そこじゃない！　楓坂も俺とは一緒にやりたくないはずだと言いたいんだ！

　きっちりと断ろうと口を開きかけた時、旺飼さんは凄すごみを目に宿して訊たずねてきた。

「……もちろん、引き受けてくれるよね」

「は……はい」

　とても断れる雰囲気じゃなかった。さては最初からごり押しするつもりだったな。

　マジかよ……。これ、間違いなくトラブルが起きるぞ。
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　いつも通りの時間、いつも通りの電車で通勤していた俺は、……大きくため息をついた。

「はぁ……。どうしてこうなった……」

　コミケの企業ブースで司会役をするのは俺から言い出したことだが、まさか楓坂のサポートをすることになるとは思わなかった。

　冷静に考えれば、あんなに都合よく楓坂がプロジェクトに参加してきたのはおかしかったんだ。きっと旺飼さんに頼んで無理やり入れてもらったのだろう。

　姪の楓坂を心配する旺飼さんの気持ちもわかるが、これはマジできつい。

　どんよりとした感情にもう一度ため息をついた時、よく知っている女子高生の声がした。

「おはよ。お兄さん」

「……。よぉ、結ゆ衣い花ばな」

　いつものように挨拶をするが、結衣花はキョトンとした顔で首を傾けた。

「どうしたの？」

「……たいしたことではないんだが」

「相談してみる？」

　正直、誰かに話を聞いてほしい。この不安を安心に変える言葉を聞きたい。

　だが、これは仕事の話だ。しかも結衣花と接点のある楓坂が関わってる。

　とはいえ、こういう時に頼れるのは結衣花だけだ。楓坂のことは研修生と置き換えた上で曖昧に相談してみよう。

「実はクライアントから研修生の補佐をしてほしいと言われているんだが……」

「へぇ。頼りにされてるんだ」

「まぁな」

「クライアントさん。現実が見えてなくてかわいそう」

「なんでだよ」

　ったく、こいつは……。まだ俺のことをダメ男だと思ってんのか。

　そりゃあさ、だらしないところはあるけど普段はそこそこ頑張ってるんだぞ。結衣花には、そういうところも見てもらいたいものだ。

「……で、話を戻すが。その研修生というのがトラブルメーカーでな。俺だと手に余りそうなんだ」

　すると結衣花は「あー」と納得するように口を開ける。

「お兄さんって、フォロー下手そうだもんね」

「そ……。そうか？」

「だって、今までは後輩さんが合わせてくれていたから、なんだかんだでうまくいったんじゃない」

「まあ……それはそうだが……」

「でも次の人は合わせてくれるの？」

「くれない……」

　実際、音おと水みずがわがままな性格だったら、途中でギブアップしていたかもしれない。

　教育係だったとはいえ、実際は助けられている面も大きかった。

　だが、次は違う。

　楓坂が俺のことを考えて動く可能性はゼロだ。むしろ嫌がることをしてくる可能性の方が圧倒的に高い。これは……想像以上にヤバいんじゃないか……。

　悩む俺に、結衣花は人差し指を向けた。

「じゃあ、次のお兄さんの目標はフォロー力の強化だね」

「しかし、フォロー力強化なんて一人でできることじゃないだろ」

　結衣花は「う〜ん」と唸うなりながら、天井を眺めた。

「んっ。これかな」

「なにかいいアイデアが思いついたのか」

　結衣花は優しく笑って、こちらを向いた。

「犬の散歩を一緒にしてよ。待ち合わせは明日の朝六時半。この前会った公園でどうかな？」

　犬の散歩は簡単なようで、リードの加減と気遣いが大切だ。しかも初めて会う俺を犬は警戒するはず。観察力と対応力が重要になる。これは確かにフォロー力強化に繫つながるかもしれない。

「わかった。俺はこうみえて犬が好きなんだ。任せてくれ」

　すると結衣花はなぜか沈黙した。なんだ、この間は……。

「急に黙ってどうした？」

「うーん。説明するより、実際に見た方が早いかなと思って……」

　そう言って、結衣花はぎこちなく視線をそらす。めっちゃ、不安なんだが……。

「……どんな犬なわけ？」

「私の口からはちょっと……」

「凶暴とか、そんな感じか？」

「明日になればわかるよ」

　なんだよ、その言い方。よけい怖いぞ……。
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　土曜日の朝六時三十分。今日は結衣花と一緒に犬の散歩をする予定だ。

　いちおう、犬は好きだから大型犬でも怖くない。だが、あの結衣花が口にするのをためらうくらいだ。ここは用心するに越したことはないだろう。

　公園の入口でぼんやりとスマホをいじりながら待っていると、あの声が聞こえる。

「おはよ。お兄さん」

「よぉ、結衣花」

　今日の結衣花は散歩がしやすいように、Ｔシャツにジーンズとラフな服装だ。結衣花ってカジュアル系も似合うんだな。

　ここで俺は妙なことに気づく。今日の目的は犬の散歩だったのだが、肝心の犬がいないのだ。辺りを見回しても、犬はどこにもいない。

　おかしいな。もしかして犬の散歩というのはウソだったのか？

　まさか……犬とは俺のことじゃないだろうな。いくら何でも、そんなわけあるはずが……。……。いや……あるかも。結衣花って時々きついジョークを言うから、十分にあり得る。とりあえず、訊きいてみよう。

「ところで散歩する予定の犬はどこなんだ」

「もうすぐ来ると思うんだけど」

「そうか、安心したよ。俺が犬になって首輪をされるかと思ったぞ」

「なんでいきなりＳＭプレイの話になってるの？」

　その時、少し離れた場所から子犬が鳴く声が聞こえた。

「わんわんっ」

「あ、きた。あの子が今日一緒に散歩をするワンちゃんだよ」

　結衣花が指さした先には、かわいらしいミニチュアダックスフントがいた。ふりふりとしっぽを振り、コミカルに歩いている。

　なんだよ。普通の小犬じゃないか。しかもお利口そうだし、全然怖くない。

　よかった。よかった……って、なにぃぃっ!?

　俺は犬に取り付けられたリードを持つ飼い主を見て、驚きょう愕がくして青ざめた。

　メガネを掛けた飼い主の女性は俺を見て、あやしくにっこりと笑う。

　そう……、現れたのはトラブルの中心にいる楓坂だった。

　しまった……。結衣花には補佐をする相手が楓坂ということを伏せているんだった。

「笹宮さん。おはようございます」

「楓坂！　マジかよ……」

「あらあらあら。笹宮さんの朝の挨拶は『マジかよ』なのですか？　うふふ。すごくすごく、おもしろい。……腹パンしていいかしら？」

　いつものように肩出しでデニムジャケットを羽織っている楓坂は、ほほえみながら手でにぎりこぶしを作った。こいつ、マジで腹パンするつもりだ。

　そこへ結衣花がフラットテンションで注意を促す。

「もう。二人ともケンカしちゃダメでしょ」

「「はい……」」

　大人しく黙った俺達を見て、結衣花は静かに笑った。まるで俺と楓坂の母親みたいな立ち位置だ。俺達のほうが年上なんだけどなぁ……。

「それでお兄さん。今日はワンちゃんを散歩する楓坂さんをフォローしてほしいの」

「え!?　本気で言ってるのか!?」

「うん。驚いたでしょ」

「衝撃的すぎるんだが……」

　そういえば結衣花って、俺達が対立していたことを知らないんだよな。

　楓坂も俺との関係は結衣花に話していないようだし、次のコミケで一緒に仕事をすることは黙っておいた方がよさそうだ。

　だが……これはきっついなぁ……。そもそも楓坂を補佐するためにフォロー力を強化するのに、その練習相手が楓坂ってどうなわけ……。

　結衣花はしゃがみ込み、ミニチュアダックスフントの頭をなでなでし始めた。

　その隙に楓坂はこちらにそっと近づいて、結衣花にバレないように俺の腕をひじで小突いてくる。

「結衣花さんとせっかく一緒に朝の散歩ができると思ったら、あなたまでいるなんて……」

　楓坂は俺だけに聞こえるくらいの小声で話す。めっちゃ近いから恥ずかしい……。

「俺も楓坂がくるとは思わなかったんだ」

「結衣花さんと早朝デートでも楽しむつもりだったの？　さすがエロ宮さんですね」

「なに変な名前を付けてんだ」

「すごく、とってもお似合いですよ」

　こいつ……。結衣花と仲良くしたからって、そこまで言うことないだろ。

　あと、ひじで小突くのやめてくれ。くすぐったいんだよ。

「犬の散歩をするだけだぞ。やきもちを焼くな」

　すると楓坂はピクッっと体を震わせて、顔を真っ赤にした。

「ど……どうして、私があなたのことでやきもちを焼くんですか!?」

「俺のことじゃなくて、結衣花のことで焼いているんだろ？」

「……そ。……そうよ。私の中心は結衣花さんよ。あなたじゃないわ」

「ああ、知ってるよ」

「んんんんん〜っ！」

　イマイチ会話がかみ合わないが、つまり楓坂は俺なんて興味がないと言いたいわけだ。

　ほんと……結衣花大好き人間だよな。

　ここで楓坂は、さっきから小突いていたひじに力を入れ始めた。

「このっ、このっ」

「てっめぇ、なに力入れてんだ」

「あ、やりかえしましたね。生意気ですよ。駄犬の分際で！」

「誰が駄犬だ。そっちだって恥ずかしくなったら捨て猫モードじゃねえか」

「誰のことを言ってるのかしら」

「お前だよ」

　さっきまでは小声で話していたがしだいに俺達はエスカレートし、普通の声で話しはじめる。まるでガキのケンカだ。

　当然、すぐ傍そばにいた結衣花が割って入る。

「こーら。二人とも、仲良くしなきゃダメでしょ」

「「はい……」」

　多少の言い合いはあったものの、ワンちゃんの散歩は順調に終えることができた。

　それにしても、ミニチュアダックスフントってかわいいなぁ。俺も飼いたいけど、一人暮らしで出張が多いと難しい。残念だが我慢するしかないか。

　公園をひと回りして散歩を終えると、結衣花が別れの挨拶をする。

「じゃあ、そろそろ私は帰るね。またね、お兄さん」

「ああ。夏休みを楽しめよ」

「ＣＧ部の部活があるから、あんまりゆっくりできないけどね」

　今日から学生は夏休みだ。いいなぁ……。毎年、この時期は学生に戻りたいと思う。

　結衣花が帰ったあと、子犬のリードを持った楓坂が近づいてきた。

「そういえば、笹宮さんはコミケで司会役をされるんですよね？」

「まぁな」

「うふふ。夏コミは大変ですよ。私の役目は動画サイトで宣伝するだけですから、あなたの無様な姿が見れなくて残念です」

　え？　こいつ、なに言ってるんだ？　楓坂もコミケ会場に来ることになっただろ。

　まさか、Ｌｉｖｅ２Ｄのリアルタイム作業を任されたことを知らないのか？

「お……おい、楓坂……」

「それでは笹宮さん。もうミーティングもありませんし、しばらく会うことはないでしょうけど、せいぜい御お達たっ者しゃで。ごきげんよう。うふふ」

　楓坂は長い髪を手で払い、まるで敵役の女王様のように去って行った。

　月曜日はコミケに参加するメンバーを集めてミーティングをするのに……。
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　週明けの月曜日。俺はザニー社の会議室にいた。

　今日の目的はコミケ当日の段取り決めだ。

　この場には常務の旺飼さん、若手社員が四名。そしてＶｔｕｂｅｒの楓坂がいる。

　挨拶をする時、楓坂は恥ずかしさで涙目になり顔が引きつっていた。

「……こ。……こんにちは、……笹宮さん。き……奇遇ですね」

「お……おう。あんまり無理すんなよ」

　土曜日にカッコつけて去ったくせに、週明けにいきなり会うんだもんな。

　そりゃあ、恥ずかしいに決まってる。

　いつもそうだが、楓坂ってイマイチ悪役キャラが板についてない。

　俺達のぎこちない様子を見ていた旺飼さんは含み笑いをする。

「二人ともまだ知り合って間もないから緊張しているようだね。まぁ、そこは時間が解決してくれるだろう」

「そ……、そうですね」

　打ち合わせを終えてメンバーが会議室を出た直後、旺飼さんが俺を呼び止めた。

「今回参加するメンバーは企業ブースに関して経験がない。君が頼りだ。期待しているよ」

「精一杯、頑張らせて頂きます」

　旺飼さんは信頼を伝えるように、俺の肩に手を置く。正直、肩に手を置かれるのは好きじゃない。だが旺飼さんの紳士な立ち振る舞いは、嫌けん悪お感を抱かせない品格があった。

「それと司会役をしてもらうにあたって頼みがある。商品知識を付けるために、宮崎県のアニメショップで開催する店頭イベントを手伝ってほしいんだ」

「宮崎……。ずいぶん遠いですね。研修のようなものですか？」

「ああ、そう考えてくれて問題ない。参加者は笹宮君と音水君。期間は来週の金曜日から二泊三日だ。もちろん出張費や経費はこちらが持つから安心してくれ」

「わかりました」

　イベントでスタッフを雇う場合、たいていの場合は事前に研修会を行う。今回は俺がスタッフとして入るため研修が必要になるというわけか。

　事前に司会役としての感覚を摑つかむためにも、店頭キャンペーンはいい機会だ。

　ザニー社を出た直後、今度は入口で待っていた楓坂がほほえみながら話しかけてきた。

「笹宮さん。このあと喫茶店でお茶とかどうかしら」

「わかってる。話があるんだろ」

　女神スマイルで殺気を込めるのをやめてほしい……。




　近くの喫茶店に移動した俺達は、向かい合って席に座った。

　楓坂は座るなり、不機嫌そうに頰ほお杖づえをつく。

「どうしてあなたとタッグを組むことになっているのかしら。不本意でたまらないわ」

「旺飼さんに頼まれたんだよ。楓坂の補佐をしてくれってな」

「ふんっ。その気になればトークをしながらでもできるのに……」

「そう言うなよ。お前のことが心配なんだろ」

　すると楓坂は恨めしそうな目で俺を見た。

「いちおう言っておくけど、叔父様はああ見えてかなり腹黒いわよ。せいぜい気を付けることね」

　腹黒い？　あの旺飼さんが？

　まぁ、見たところまだ四十歳代なのに常務に昇進した人だ。多少のしたたかさはあっても不思議じゃない。

　それより楓坂が注意を促してくれたことのほうが驚きだ。

「……心配してくれてるのか？」

「──ッ!?　な……、なんで私があなたのことを!!」

　驚いた表情をした後、視線をそらす楓坂。こういうのってツンデレっていうのかな。

　厳密にはデレているというより恥ずかしいだけなんだろうけど、これはこれで面白い。

　悪役キャラを演じてるくせに根は純情だから、ちょっとしたことでテンパるんだよな。

「もし俺が補佐につくのが嫌なら、旺飼さんに頼んでみるか？」

「……別に……嫌って言ってないでしょ」

「オーケーだ。じゃあ、よろしくな」

　てっきり降りてくれと言われると思っていたが、意外と素直だな。

　これじゃあ俺の調子が狂ってしまう。

「笹宮さんは……」

　楓坂は視線をそらしつつ、チラチラとこちらを見ながら話を切り出した。

「笹宮さんは……その……。私と一緒でいいの？」

「別に構わないが？」

「私達って、……敵同士でしょ」

　やっぱり楓坂は俺のことを敵だと思っているのか。……いや、きっと彼女は不安なんだ。

　でなければ、こうして話し合うこともしないだろう。

　どうやら今こそ、フォロー力を活いかす時のようだな。

「別に俺はそう思ってない。今回俺はお前の補佐だ。協力するよ」

　警戒を解くには味方であると意思表示すること。俺が学んだ営業テクの一つだ。

　すると楓坂はじぃ〜っとこちらを見た後、神妙な面持ちで訊たずねてきた。

「補佐って、どこまでしてくれるのかしら？」

「……最低限のフォローだが？」

「早朝に全裸で逆立ちして開脚は？」

「対象外だ」

「アヘ顔で、やきそばを食べるのは？」

「対象外だな」

「電柱にしがみついて、『のっほぉぉん！』って千回叫ぶのは？」

「対象外に決まってるだろ」

　ふぅ……と楓坂はため息をついた。

「使えない男ね」

「それをいったいどこで、どういう目的で使うんだよ……」

　フォロー力を見せるつもりだったが、俺のキャパを軽く超えてきやがった。

　楓坂のことだから、わざとこんなことを言って俺を困らせたいのだろうが、たまに本気じゃないかという雰囲気を漂わせるから怖い。

「じゃあ、暇な時でいいから簡単な動画編集を手伝ってくれる？」

「まともな内容に驚いたぜ」

「ありがとう。あなたのそういうひねくれたところ好きよ」

「似た者同士ってことだな」

「うふふ。一緒にされるなんて光栄で腹立たしいわ」

　楓坂は再び頰杖をついて、にっこりと笑った。

　つーか、机に胸を乗せるのやめろよ。目のやり場に困るだろ。
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「おはよ。お兄さん」

「よぉ、結衣花」

　宮崎への出張を明日に控えた木曜日、結衣花はいつものように挨拶をする。

　すでに夏休みに入っているが、結衣花はＣＧ部の朝練のために電車に乗っていた。

　夏休みの朝練なんて運動部だけと思っていたが、そうでもないらしい。

「それでね。楓坂さんにお願いされて簡単な画像編集を手伝うことになったの」

「へえ。ＹｏｕＴｕｂｅで使うのか？」

「たぶん。連休中はお泊まりで一緒に作業する約束なんだよね」

　楓坂は人気のＶｔｕｂｅｒなので、自分のチャンネルを継続するために動画を作り続けないといけない。二十周年プロジェクトだけでも大変なのに、たいしたものだ。

　おそらく一人では手が足りなくて、結衣花に声を掛けたといったところか。

「そうだ。明日から出張なんだがお土産を買ってきてやるよ」

「お兄さんが気を利きかせるなんて、驚きょう天てん動どう地ちってこのことだね」

「お土産を買うだけで天が驚いちゃってるじゃん」

　ちょっと優しくしてやるとこれだ。よし、決めた！　土産はネタ物にしてやる。もらった人間が『これどうするんだよ』とドン引きするようなやつだ。来週の月曜日が楽しみだ。

「ところでお兄さん。出張って後輩さんと一緒でしょ」

「……ああ。……よくわかったな」

「ということは、一緒のホテルに泊まって夜に告白。そのまま朝チュンって流れかな」

「当たり前のように、あり得ないことを言うな」

「普通にあり得る話じゃない？」

「普通は仕事して、すぐに帰るだけなんだよ」

　どうも出張を旅行かなにかと勘違いしているみたいだ。確かに飛行機で移動はするが、観光なんてしている暇はない。

　今回はザニー社の方から費用が出ているので、よけい無駄なことはできないはずだ。

　おっと。明日は直行ということを言っておかないと……。

「それで明日なんだが、直接空港に向かうから朝は会えないんだ」

「そっか」

「寂しい想おもいをさせてしまって申し訳ない」

「別に寂しくないから大丈夫」

　ノーリアクションで即答する結衣花。

　少しは反応があると期待していたので拍子抜けだ。

　そりゃ、こっちも冗談で言ったけどさ。もう少し反応があってもいいんじゃないか？

　などと考えていた時、電車のアナウンスが聖せい女じょ学がく院いん前まえ駅に到着することを知らせた。

　電車のドアがゆっくりと開き、乗客が降りていく。

　しかし、隣にいる結衣花は降りようとしなかった。……どうしたんだ？

　俺が不思議に思っている間に、ドアは閉まる。そして電車は出発してしまった。

「……なあ、結衣花。降りなくてよかったのか？」

「え？　なにが？」

「いつもさっきの駅で降りてたじゃないか」

　指摘されて、結衣花は窓の外をじーっと見る。

　そして落ち着いた様子で一言。

「あー。乗り過ごした」

　そう言いながらも彼女は全く動じていない。こういう時でさえ冷静なのは、さすが結衣花というべきか。たまには慌てる姿も見てみたい気持ちはあるが、そんなトラブルは起きないに越したことはない。

「学校、大丈夫なのか？」

「うん。余裕を持って出てるから大丈夫。次の駅で引き返せばいいだけだし」

　しかし、結衣花がこんな凡ミスをするなんてめずらしい。

　考え事でもしていたのだろう。

　もしかして、明日俺に会えないことが寂しくて？

　横目で様子を窺うかがうと、結衣花は一瞬だけこちらを見たあと、拗すねるようにそっぽを向いた。

　おやおやおや〜。やっぱりそういうことか。ったく、素直じゃねえな。

　ここはひとつ、日頃のお返しにからかってあげよう。そうしよう。

「もしかして、結衣花。乗り過ごした原因は、明日俺がい──」

「お兄さんが何を言っているのかわからない」

　話を途中で強引に中断した結衣花は、早口でそれ以上は言うなという殺気を込めて言い放った。

　怖いのは嫌なので、話を合わせよう。

「……だよな。……そうだよな。俺って何言ってるかわかんないよな」

「うん、そうだね。日々、細心の注意を払うように」

「……はい」
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　今日から二泊三日で宮崎県に出張だ。飛行機で九州に飛んだ俺と音水はレンタカーを借りてアニメショップに直行し、店頭イベントを手伝った。

　そして仕事を終えたあと、俺達は宿泊先のホテルへ向かう。

　だがその予想外の外観を見て啞あ然ぜんとなった。外にはタクシーが常駐し、正面玄関にはドアマン。中に入るとシャンデリアがきらきらと輝く別世界が広がっていた。

「まさか出張で、こんなガチなホテルに泊まることになるとはな……」

「ラッキーですね」

　ザニー社が用意してくれたとはいえ、こんなところに泊まっていいのか？

　疑問を抱きながらも俺達はチェックインを済ませ、それぞれの部屋に入った。部屋はセミダブルで広々としており、掃き出し窓を開いてベランダに出ることができる。そしてライティングデスクとは別に、ソファと丸テーブルが用意されていた。出張とは思えない待遇だ。

　その時、旺飼さんから電話が来た。

『やあ、笹宮君。ホテルには到着したかい？』

「はい。……ですが、本当にいいんですか？　かなり豪華な所のようですが」

『……ああ、これはお詫わびも兼ねているからね。先日のプレゼンで僕達は音水君に失礼なことをしてしまったんだ。このくらいはさせてくれ』

　旺飼さんが言っているのは、プレゼンの途中で音水を外すように言ったことだろう。

　元を辿たどれば、今は謹慎中の石いし岐き土どが悪意のある情報を流したことが原因なので旺飼さんに非はない。

　だが、当人にとっては罪悪感が残っていたのだろう。

「音水は気にしていませんよ。あいつのいいところは、どんな時でもポジティブでいられるところですから」

『そう言ってくれると助かるよ……。アニメショップで行うキャンペーンは今日と明日だけだから、空いた時間はゆっくり使ってくれ。じゃあ』

　楓坂は旺飼さんのことを腹黒いと言っていたがいい人じゃないか。正直、こういう上司の下で働きたいものだ。

　さて、せっかくの機会だ。この出張を楽しませてもらおう。




　私服に着替えた俺はロビーに降りた。

　音水と待ち合わせをして食事をする予定だったが、突然のサプライズに舞い上がっていた俺は二十分も早く到着してしまう。一度部屋に戻るか？　いや。ここは辺りを見ながら、のんびりと待つとしよう。今はそういう気分だ。

「それにしても、すごいホテルだな」

　俺はすぐ近くに置いてあったホテルのパンフレットを開いた。

　ほぉ、このホテルには結婚式場や大浴場もあるのか。おっと、売店で酒やつまみも売っているぞ。あとで買っておこう。

　すると一人の女性が俺と同じようにパンフレットを手にした。

　ミディアムショートの髪型で小柄な体型。女子高生が好みそうな可か愛わいらしいコーデは胸の大きい彼女によく似合っている。

　俺の方を見た彼女は、いつものフラットテンションで挨拶をしてきた。

「こんばんは。お兄さん」

「よぉ、結衣花」

　……なんで、ここに結衣花がいるんだ？

　突然のことに理解が追いつかず、俺はとりあえずパンフレットを見た。

　結衣花も同じようにパンフレットを見る。

　しばらく沈黙が続いたあと、結衣花が訊たずねてきた。

「訊きいていいかな」

「無論だ」

「これ、どういう展開？」

「俺が知りたい。結衣花は楓坂のところにお泊まりするんじゃなかったのか？」

「うん。それで旅行を兼ねて来たの。明日は見晴らしのいい景色の撮影予定。こんなにすごいホテルに泊まるとは思わなかったけどね」

　そういえば、画像編集のためにお泊まりするとは聞いていたが、どこに泊まるかまでは聞いていなかったか。今ならタブレット端末で自宅以外でも画像編集はできるし、風景の資料集めのために取材旅行に行くというのも頷うなずける。

　しかしどうして同じホテルに……。もしかすると楓坂も旺飼さんに言われてこっちに来たのかもしれない。

「それで、お兄さんはどうしてここに？」

「ああ。俺は昨日言った通り出張だ」

「会社の出張ってこんなところに泊まるんだ。いいなぁ」

「今回は特別だ。普段は安いビジネスホテルさ」

　とはいえ、楓坂が来ているのか。

　今となっては特にわだかまりはないが、あいつってトラブルメーカーだからな……。

　腕を組んで考え込む俺の横で、結衣花は周囲をきょろきょろし始めた。

「どうした？」

「後輩さんって、どんな人かな〜っと思って」

　ヤバいな。結衣花のことだから音水に会うと、何を吹き込むかわからん。ここは上手うまくごまかそう。

「後輩は今部屋にいるから、ここには来ないぞ」

　これで結衣花の興味は逸それたはずだ。ふっ……。完璧じゃないか。

　結衣花は「そっか」と納得した様子で手を合わせる。

「お兄さんの部屋のベッドにいるんだ。はやいね」

「女子高生よ。妄想を抱くのも大概にしろ」

「ごめん。これからなんだね。頑張って」

「なんもしねえよ」

　こんなところまできても結衣花はマイペースのようだ。もう少し、慎つつましい振る舞いはできんのか。

　……カツン、……カツン。

　よく響くヒールの音が近づいてきた。

　顔をそちらに向けてみると、ウエディングドレスを着た女性が優雅に俺達の前を通り過ぎて行く。

　すれ違いざまに女性は軽く会え釈しゃくをして、ロビーに併設された教会に入っていった。

「わぁ。綺き麗れい。今から結婚式なのかな？」

「たぶんモデルだろ。パンフレットやサイトに載せる写真の撮影をするんだ」

　もう日が暮れているのに撮影をするということは、他の宿泊客に結婚式場があることのアピールという意味合いもあるのだろう。

　ついガン見してしまったが、決してモデルさんに見とれていたわけではない。ごほん、ごほん。

「……綺麗」

　結衣花は我を忘れたように、そうつぶやいた。

　生意気な女子高生も、こればっかりは圧巻だったようだ。

　めずらしく年相応な反応をしている結衣花を見て、俺はつい嬉うれしくなる。

「ついでだ。ちょっと撮影を見に行こう」

「勝手に覗のぞいていいの？」

「少し見るだけさ」

　音水が降りてくるまでまだ時間はある。せっかくの機会だ。これを逃す手はない。

　こうして俺達は、ロビーのすぐ近くにある結婚式場に向かった。




　結婚式場に到着すると、すでに撮影は始まっていた。

　床から壁までガラスで作られた教会で、淡い光が浮かび上がるように照らされている。

　教会のドアは開いたままにされているため、俺達の他にも観客が集まっている。

　まあ、無理もないだろう。

　これだけ綺麗な場所でウエディングドレスを着たモデルの撮影をしているんだ。

　好奇心を抑えきれなくなるのは、むしろ自然というものだ。

「すごいね。夜じゃないと、こんな場面は見れないよ」

「ああ」

　……むにっ。

　急に腕を摑つかまれたので見てみると、やはりそれは結衣花だった。

　彼女の瞳はウエディングドレスを着たモデルときらびやかな教会だけに向いているが、どうやら無意識で摑んでしまったようだ。

　すると俺達を見た男性カメラマンが声を掛けてくる。

「そこのカップルさん。よかったら記念に一枚どうですか？　スマホを貸していただければ、そちらで撮影しますよ」

　え？　カップルって俺と結衣花のことか？　女子高生と二十七歳だぞ。さすがにちょっとな……。しかしこんな場所で撮影してもらえるなんてなかなかない。……どうしよう。

　結衣花の考えを訊こうと横を見ると、彼女はなぜか俺の後ろに体を半分隠していた。

「ぉ……、お兄さん……」

　怯おびえるようにつぶやく結衣花。もしかしてカメラマンの人を警戒しているのだろうか。

「撮影してくれるそうだ。どうする？」

「……うん。お兄さんがいいなら私もいいよ」

　元々大きな声で話すタイプじゃなかったが、いつも以上に声が小さい。

　そういえば、こういうことが以前にもあったな。あの時は確かスイーツ展示会に行った時だったか。

　もしかしてコミュ力が高いのに、人見知りする性格なのか？　普段のやり取りのせいで、遠慮なんてしないと思い込んでいたが、意外な一面を持っていたようだ。

　それならここで写真撮影をするのは、いい経験になるだろう。

「じゃあ、撮影させてもらおう」

「……うん」

　こうして俺達は幻想的な教会の中央で、記念撮影をしてもらうことになった。

　俺に隠れ気味に立つ結衣花を見て、カメラマンは苦笑いをしている。

　この位置に立つとわかるが、大勢のギャラリーがいるから恥ずかしいんだよな。

「……お……お兄さん。緊張しちゃダメだからね」

「結衣花もな」

　ガチガチになった結衣花は、俺の腕に抱きつくようにポーズを取った。

　それは少しでも隠れたいという無意識の行動だったのだろうが、カメラマンはほっこりと笑ってシャッターを切る。

　スマホを返してもらった結衣花は、撮影された画像を見て幸せそうに顔をほころばせた。

　ちょっと恥ずかしかったが、喜んでくれているならそれでいい。

「お兄さん、ありがとう。なんか得した気分」

「礼を言われるほどのことはしてないさ」

「うん。褒めて遣わす」

　やれやれ。感謝する時すら上から目線なのだから、こいつと付き合う男は苦労するだろうな。

「私、一度部屋に戻るね。じゃあね、お兄さん」

　そう言った結衣花は手を振った後、エレベーターの方へ行ってしまった。

　だが、その歩き方はどこかリズミカルに見える。

「さて俺もロビーに戻るか。そろそろ音水も来る頃だろう」

　再びロビーに戻った時、ちょうど音水がエレベーターから出てくるタイミングだった。

　だが、様子がおかしい。俺を見つけた音水は俺の前に走り込んできて、パアァッと表情を輝かせた。うおっ、まぶし！

「笹宮さん！　大変ですよ！」

「どうした？」

「このホテル、混浴ができるみたいなんです！」
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　時刻は夜の八時前。夕食を終えた俺と音水はロビーの端で話をしていた。

「あのなぁ。混浴って、家族風ぶ呂ろのことだろ？　どうして先輩後輩の俺達が入るんだ？」

「今はそうかもですけど、見てくださいよコレ！」

　音水はホテルのパンフレットに記載されている家族風呂の写真を見せてきた。

　夜景を楽しめるオシャレな浴槽で、ドリンクのサービスも付いてくるらしい。

　追加料金が必要のようだが、セレブ感をこれでもかと味わえる内容となっている。

「……確かに興味が惹ひかれる内容だが、家族風呂ってことは裸ってことだぞ。それでいいのか？」

「笹宮さんの裸は見てみたいですけど」

　え、見たいの？　俺の身体からだを？

　もしかしてバッキバキに割れた腹を期待しているのか。

　くっ！　こんなことなら腹筋を一日三十回やっておけばよかった。

　いやいや……論点はそこじゃなくて……。

「えーっとだな……。音水は見られてもいいのかって訊きいているんだ」

「全然オッケーです。だってこのホテル、水着の貸し出しもしているそうなので」

　やけに積極的だと思ったら、そういうからくりか。……だが、いちおうこれは出張だからな。さすがにそこまで気を許すのはよくないだろう。

　それにいくら水着とはいえ、音水と家族風呂に入るというのは恥ずかしい。

　ここはデキる先輩っぽく振る舞って断った方がよさそうだ。

「いいか、音水。楽しむのはいいが、羽目を外し過ぎるのはよくない。なので家族風呂は却下だ」

「もしかして、恥ずかしいんですか。むふっ」

　あ、こいつ！　にんまりと笑って挑発しやがった！　おのれぇ〜！

　……おっと。落ち着け、笹宮和かず人と。ここで流されてはダメだ。

　恥ずかしがっていることがバレれば、理想の先輩としてのイメージが崩れる。

「とにかくダメだ」

「んーっ。せっかくこんなホテルに泊まったのに」

　すると音水は何かを思いついたように、ピーンと人差し指を立てた。

「じゃあ。一緒に大浴場まで行って、お風呂上がりは一緒にコーヒー牛乳を飲みましょう」

「なんだそれ？」

「昔のアニメとかでよくある銭湯のシーンです。なんかロマンチックじゃないですか」

　そんなことに興味を持っていたのか。子供っぽいと思うが音水らしいともいえる。

「わかった。その程度なら付き合ってやる」

「わぁい。すっごく楽しみです！」

　こうして俺達は、最上階に設置された大浴場に向かった。




　期待していた通り、大浴場は広くて快適な場所だった。

　サウナもあったので入ってみたかったが、音水を待たせるわけにはいかないので今日は我慢だ。明日の楽しみに取っておこう。

　大浴場から上がった俺は浴衣ゆかたに着替え、入口で音水を待っていた。

「お待たせしました」

　女性の大浴場から浴衣姿の音水が出てきた。

　風呂上がりということで、髪は後頭部でお団子にしている。

　普段の仕事モードとは違い、可か愛わいらしい姿。

　もし彼女が女子高生だと言っても、疑問に思わない男は多いだろう。

「いや。そんなに待ってない」

「こういうのいいですよね。お風呂上がりに待ち合わせって」

「なにが？」

「雰囲気が」

「そうか？」

「すっごくそうですよ」

　とは言いつつ、内心では恋人みたいだと思っている。

　もちろん、そんなことは口が崩壊しても言えるわけがない。

　隣を歩く音水は軽く化粧をしていた。たぶん俺のためにわざわざしてくれたのだろう。

　加えて湯上がりに浴衣姿ということもあり、いつもより色気があった。

　……と、音水が急にこちらを見る。

「なんですか？」
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「い……いや、別に」

　もしかして俺が見ていたことに気づいたのだろうか。

　目が合うとニッコリと笑ってみせたので、慌てて俺は前を見る。

「えへへ」

　嬉うれしそうに音水は近づいて、俺の腕に抱きついてきた。

　彼女の意図が見えないが、案外気分は悪くない。

　まるで迷子になりたくない女の子が、俺を頼ってくれているようだ。

　一種の優越感とも言えるだろう。
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　自分の部屋に戻った俺は、机に資料を広げて考えていた。

　今回の二十周年プロジェクトは、コミケへの出展と同時に各地のショップで販促キャンペーンを行うことが事前に決まっている。

　だが相乗効果を生むにはもう一工夫入れたいところだ。

　しかし、今以上のアイデアは思いつかない。

　夏コミケは八月の上旬に行われるので、今さら大がかりな仕掛けは間に合わないだろう。さて、どうしたらいいものか……。

　資料をカバンに戻し、そろそろのんびりしようかと考えた時だった。

　コンコン……と、ドアをノックする音が聞こえた。

「ん？　もしかして、音水か」

　時間は夜の十時すぎ。

　まだ寝るには早い時間だが、なにか用なのだろうか。

　立ち上がった俺はドアを開く。

　するとそこにいたのは浴衣姿の……楓坂だった。何かが入ったビニール袋を持っている。

「こんばんは、笹宮さん。ごきげんよう」

「……ドアを閉めていいか」

「それでは、お邪魔しますね」

　俺の言葉を聞かずに、楓坂は堂々と部屋の中に入ってきた。

　こいつ……、遠慮というものを知らんのか……。

「結衣花もいるのか？」

「残念ですけどいませんよ。初めての飛行機で疲れてしまったらしく、もう寝てしまいました」

　なるほど……。それで時間を持て余した楓坂は、俺のところに遊びに来たというわけか。

　すぐに追い返そうと考えたが、楓坂はこちらの都合はおかまいなしに俺の部屋に入って、丸テーブルの上にドリンクとつまみを並べる。

「叔父様から伝言です。一緒のホテルを用意したから、今のうちに仲良くなっておくように……ですって」

「……旺飼さん、そんなことを考えてたのか」

「友達を連れて旅行に行っていいと言うので来てみたらこれですもの。あの人、こういう企たくらみ事が好きですからね」

　予想はしていたが、やっぱり楓坂と一緒のホテルになったのは旺飼さんが仕組んだことだったみたいだ。

　楓坂は二人掛けのソファに座り、俺に缶チューハイを差し出す。

「いい機会ですので、いろいろお話ししましょう」

「おっ。わざわざ俺のために酒を用意してくれたのか。ありがたく頂こう」

「これ、レシートです」

　酒代だけでなく、つまみや楓坂が飲むドリンク代も支払うことになった。

　その後、俺達は雑談をしていた。

　というより、楓坂が一方的にしゃべって俺が聞いているだけだったが、それほど悪い気はしない。

　そういえば楓坂は絵が上手うまいと結衣花が言っていたことがある。

　もしかするとアレができるかもしれない。

「ところで楓坂は絵が描けるか？　コミケ会場でライブペイントをしてみたいと思ったんだが……」

「ごめんなさい。今は映像制作ばかりでしばらくペンを握ってないんです。とてもじゃないですけど自信がありませんね」

「そうか……」

　ライブペイントならＬｉｖｅ２Ｄとはまた違ったインパクトを演出できると思ったが、さすがにそううまくは行かないか。

「企画のテコ入れ案ですか？」

「ああ。今の企画にプラスアルファできることがないか考えていたんだ」

「私が思いつくのはコスプレですけど、今からだと衣装を用意するのが大変ですね」

　そうなんだよな。もう時間がないし費用を掛けることもできない。

　こういう時によけいなことをし過ぎると、本来の企画が破綻してしまうこともある。

　今のままでも十分に効果は期待できるんだ。とりあえずはこのままで行くか。

「そういえば、楓坂達は動画のために来たんだろ？　作業をするなら自宅の方がはかどるんじゃないのか？」

「……確かにそうですけど、部屋にこもって動画編集ばかりしているとストレスが溜たまるんです。時々マウスを投げたくなりますね」

　うんざりした顔でため息をついた楓坂は手元にあったドリンクをゴクゴクと飲み、缶をテーブルの上に置いた。

　よほどストレスが溜まっているご様子だ。

　俺は話でしか聞いたことがないが、動画制作は撮影もさることながら、編集作業がかなり手間だと聞く。

　今の話しぶりからして、楓坂は一人でやっているのだろう。

　その上、大学に通っているのだからたいしたものだ。

「たまに愚痴を聞くぐらいなら付き合ってやる。あんまり抱え込むなよ」

「あら。優しい」

「こんなもん、普通だろ」

　楓坂は女神スマイルで両手を合わせた。

「じゃあ……。頭からストッキングを被かぶって、白ブリーフ姿で『ぎもぢいいー！』って奇声を上げながら、富士の樹海を駆け抜けてくれますか？」

「それ、普通じゃねえからな」

　クリエーターって人とは違うアイデアを考える才能が必要って聞くけど、コイツの場合はもう少し人類のセンスに合わせるべきだと思う。

　俺がしかめっ面つらをしてみせると、楓坂はいたずらっぽく笑った。

「うふふ。冗談ですよ」

「お前が言うと冗談に聞こえないから怖いんだよ」

「もう。信用ありませんね」

「その前に、俺のことを人間として見ているのか？」

　すると楓坂は真顔になった。

「……え？　何を言ってるんですか」

「いい加減に怒るぞ」

「もう。冗談って言ってるじゃないですか。お詫わびに私が履いていたストッキングを差し上げます。食べるならお早めに」

「ツッコミが追いつかん」

　とは言っても、楓坂のこういう冗談は今に始まったことではないし、今さら真面目なキャラに変貌されても戸惑うだけだ。

「ねぇ、笹宮さん」

　二人掛けのソファに座っている楓坂は、隣の席を手でポンポンと叩たたいた。

　こっちに来いというしぐさなのだろうが……、あやしい……。

「……今度は何だ」

「ここに座って」

「なんで？」

「いいから」

　またくだらないことをするんじゃないだろうな。

　と言っても、このまま放置するといじけそうだし、とりあえず座ってやるか。

　やれやれとため息をつきながら、俺は楓坂の隣に座った。

　隣を見ると、楓坂は満足気にこちらを見てほほえむ。

　そして……、

「てやっ」

　掛け声と共に楓坂は横になり、俺の膝の上に頭を置く。

　足を伸ばせるほどのスペースはないので外に放り出しているが、浴衣ゆかた姿ということでふとももが露出気味だ。恥ずかしがり屋なんだから、もう少し控えろよ。

　視線の置き場所に困る俺をよそに、楓坂はくつろいだ様子で身体からだを伸ばした。

「はぁ〜。やっぱり所有物の膝枕っていいわぁ」

「ホントに腹立つ言い方の天才だな」

「褒めていますのよ」

「どこがだ」

「私の所有物ってところが」

「全く心に響かねえ」

　楓坂は俺の膝枕が気に入ったようすで、呼吸をゆっくりと整えていく。

　あまり表に出ていなかったが、楓坂も慣れない土地で疲れていたのかもしれない。

　すると楓坂はポツリポツリと語り出した。

「結衣花さんが画像編集の手伝いをしてくれると聞いて驚きました」

「絵が好きみたいだもんな」

「そうではなくて、彼女は自分が描いたものを人に見せるのを怖がっているんですよ」

「……そうなのか？」

「去年の一学期まで厳しい先生がいたんです。その人は教育のためと思ってとにかく指摘ばかりしていたわ。でもそれが原因で結衣花さんは絵を人に見せれなくなったの」

「トラウマってやつか」

「というより、それが人として自然ですね。怒られながら絵を描いていると、一人で作業をしていても『こんな風に描くと怒られる』って思うようになるの。……私も抜け出すまで時間が掛かったから、キツいのはわかるわ」

　俺は絵を描かないが、その気持ちは理解できる。

　どんなに好きな仕事をしていても厳しいことばかり言われていると、叱られないための仕事の仕方というのを身につけてしまう。

　俺が無愛想を受け入れて生きてきたのだって、そういった環境から距離を置くためだった。

　ふと楓坂は自然体でほほえんだ。

「でも、笹宮さんに会ってから結衣花さんは少しずつ変わり始めてます。くやしいですけどね……」

　……楓坂の気持ちは辛つらいほどわかる。

　後輩を大切にしたい気持ちはあっても、どう接していいかわからないのだ。無力感、歯がゆさ、自己嫌けん悪お。それらを混ぜ合わせた気持ち悪さが自分を侵食していく。

　きっと彼女も悩んでいるのだ。

「俺の私見だが、結衣花は楓坂のことを尊敬しているように見える。もしアイツが変わり始めたんなら、きっと楓坂のおかげさ」

　こんな励ましが通用するとは思わなかったが、それでも言わずにはいられなかった。

　楓坂がまるで俺自身のように見えたからだ。

　すると楓坂は急に体を起こした。

「どうしたんだ？」

「帰る」

「なんで急に……」

「あなたがところ構わず優しさを振りまくからでしょ。もうっ」

　楓坂はそう言うと、そそくさと部屋を出て行こうとした。だがドアを開いた時、ピタッと動きを止める。

「笹宮さん……。ありがとう」

　彼女はとても小さな声でそう言うと、ドアを閉めて自分の部屋へ戻っていった。

　なぜわざわざ俺に会いに来たのかわからなかったが、きっとその一言を言いたかったのだろう。
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　普段とは違う土地に来ると、少し歩くだけでも気分が違う。

　午前六時。俺は気分転換がてらにホテルの周辺を散歩していた。

　ホテルの表側には噴水やコンビニ、さらにいくつかの店が並んでいる。

　しかし裏手の方は木々が生い茂っていて、その奥には大きな神社があった。

　普段着姿の俺は早朝の匂いを感じながら、神社の方へ向かう。

　神社の前には広場があり、芝生に付着した朝露が光っていた。そして大きな鳥居と、上に続く長い参道の石段。都会ではあまりお目にかかれない光景だ。

　ぼんやりと石段を眺めていた時、淡々とした声が聞こえてきた。

「おはよ。お兄さん」

「よぉ、結衣花」

　横を見ると、結衣花がＴシャツにデニムパンツという軽装で立っている。

「結衣花も朝の散歩か」

「うん。初めての場所だし、冒険したくて」

　地元の人にとっては他愛ないことだろうが、初めての土地を散策する楽しみは、ツアー旅行とは全く違う面白さがある。

　ましてや、こんな立派な神社を見つけた時の感動は格別だ。結衣花にも、そういった好奇心があるのだろう。

　冒険したくて……か。

　以前、スイーツ展示会に行く前は冒険をすることを忘れたと言っていたのに……。

　楓坂の言う通り、結衣花は少しずつ変わり始めているのかもしれない。

　すでに俺は二十七歳だ。彼女に比べて成長する伸びしろが少ない。だから余計に結衣花の小さな成長に尊さを感じる。

　鳥居の前で手を合わせて礼をした後、俺と結衣花は石段を上り始めた。

「この石段。お兄さんにとっては辛いんじゃない？」

「オッサン扱いすんな。このくらい余裕だ」

「疲れたら肩を揉もんであげるね」

「すでに爺じいさん扱いかよ。だが、ありがたい」

　くすっと結衣花が笑うのが気になったが、会社員にとって肩こりは天敵なのだ。

　けっしてオッサンになったからではないと、全世界の人々に理解して頂きたい。

　しばらくして石段を登りきり、本殿のある境内に到着する。

　早朝で誰もいないことも相まって、おごそかな雰囲気が辺りに満ちていた。

　シン……とした静けさがあるのに、高揚感を与えてくれるのは神社ならではだろう。

　手水ちょうず舎やの手前で、俺は結衣花を呼び止める。

「そうだ、結衣花。これを使え」

「……五円玉？　わざわざお賽さい銭せんのために用意していたの？」

「ああ。出張で神社を見かけたらお参りするようにしているんだ」

「なんか。本当におじいちゃんみたい」

「でも十円玉より五円玉の方が、神様が喜んでくれる気がしないか？」

「それ、ちょっとわかるかも。十円玉しかない時、ごめんねって感じになっちゃう」

「神社にとっては、万札の方がありがたいんだろうがな」

「もう。大人ってすぐにリアルネタを突っ込むんだから」

「ははっ。すまん」

　こうして俺達は本殿で参拝をする。

　普通は願い事を言うところだろうが、俺にとってはこうして参拝する時間そのものが楽しみなので、特に願うことはなかった。

　あえて思うことといえば、健康でいられることへの感謝くらいだろう。

　参拝を終えてホテルに戻る途中、隣を歩く結衣花が俺の腕を摑つかむ。

「ねえ。なにお願いしたの？」

「特になにも」

「わぁ、無欲。そういう人ほど、業ごうが深いんだよね。お兄さん無自覚系だし」

「俺ほど業と縁のない男はいないぞ」

「ほら、無自覚系だ」

　わかったふうな様子で唸うなる結衣花。コイツの中では俺はとんでもない悪者らしい。

　そもそも、俺が無自覚系だと？　笑止。確かに音水のことに関しては頼りない部分もあるが、結構鋭いって言われるんだからな。いつか結衣花にも見せつけてやろう。

「そういう結衣花は何をお願いしたんだ？」

「んー。普通のことかな」

　はぐらかす結衣花を見て、俺は目を光らせた。

　どうやら俺に備わった、名探偵ばりの直感を披露する時が来たようだ。

「ほぅ。さては恋愛だな」

「そういうところ、オヤジ臭いよ」

「やめてくれ。傷つくじゃないか」

「あ。本当に落ち込んでる」

　しばらく歩いて、俺達は表の道路に出た。早朝だがすでに自動車の往来が多くなり、さっきまで感じていた静けさはなくなっている。

　ホテルまですぐだが、もう少し歩くのもいい。とはいえ、今は結衣花と一緒だ。あまり歩かせてしまうのも悪い気がする。

　基本的に散歩は一人でするので、こうして二人揃そろって歩くときのペース配分がわからん。

　どうしようかと考えていた時、結衣花が腕を二回揉んだ。

「ところでお兄さん。早朝のコンビニというのも乙だと思うのですが？」

　結衣花が指さす先には、俺達がよく知っているコンビニがある。さすが全国チェーン。

　どこに行っても、当たり前のようにある。見慣れたコンビニに安心感を覚えるのは俺だけではないだろう。

「まったく。神社の帰りにコンビニとか風ふ情ぜいがないだろ。だが、まぁ……。コーヒーは飲みたいか」

「私は抹茶ラテがいいな」

「おごれと？」

「気持ちでいいよ」

　普段なら「どうして俺が……」と言うところだが、今日の俺は違った。

「オーケーだ。一緒に買おう」

「あれ？　ツッコミなし？」

「俺も抹茶ラテを飲んでみたい」

「一人で買うのが恥ずかしかったんだ……」
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　出張二日目。今日の仕事を終えた俺と音水はホテルの駐車場に到着した。

　時刻は午後五時半。明日は帰るだけなので気楽なものだ。

「さて。二人だけだが、今日は出張の打ち上げをするか」

「あ！　いいですね！　美味おいしい焼き鳥、期待してます！」

　部屋に戻って支度を整えた俺達は、近くにある居酒屋に向かった。

　そこは歩いて数分の場所にあり、看板の下には提灯ちょうちんがぶら下がっている。

　いかにも和風の外観は俺好みだった。

　居酒屋にもいろんな種類の外観があるが、この雰囲気だけで気持ちがリラックスしてしまう。

　木造を活いかした内装は、薄暗いが落ち着いた雰囲気だ。

　中に入った俺達は向かい合って座った。

「お疲れだったな、音水。大変だっただろ。今日は好きなものを頼んでいいぞ」

「じゃあ、笹宮さんを」

「俺を食ってどうする」

　後輩は俺を捕食対象と見ていたのか。

　かわいい顔して、とんでもないことをいうやつだ。

「笹宮さんはなにを注文しますか？」

　音水が開いてくれたメニュー表をみて、俺は食べたいものを指でさした。

「そうだな。これとこれだな」

「わかりました。焼き鳥のモモと皮。そして……私ですねっ！　オーダーおねがいしまーす！」

「おい。自分を食いもんにするな」

　乾杯をした後、俺達は酒と食事を楽しみながら雑談に花を咲かせる。

　俺達は一緒にいる時間が多いのに、こうして酒が入っても盛り上がれるのだから不思議だ。

　思い返せば、音水と酒を飲んだのは今日が初めてかもしれない。

「……笹宮さん。噂うわさで聞いたんですけど、今回の二十周年プロジェクトが終わったら笹宮さんとは別のチームになるって本当ですか？」

「ああ。それが会社の方針だからな」

　俺達の会社では教育期間が終わると、教育係と新人は別チームになる決まりがある。なれ合いを防ぐためだ。

　本当は六月末までだったのだが、今回は二十周年プロジェクトがあるので特別に延長してもらっている。

　別に隠すことでもないのでそのままの内容を話したところ、音水はシュンと肩を落とした。

「私……、笹宮さんとずっといたいです」

「そう言ってくれるのは嬉うれしいが、さすがに無理だな。それに音水が次に配属されるのは俺を育ててくれた人のチームだ。あの人の下なら間違いないさ」

　クセ者とは言われているが、俺に仕事を教えてくれた人は社長からの評価も高く、部下の扱いも上手うまい。近いうちに昇進することも決まっていると聞く。

　その点、俺はまだまだひよっこだ。

　最初から最後まで振り回されっぱなしだったが、教育係はいい経験になった。

　これからは、ちゃんと周りのことも見られるようにならないとな。

　会話が途切れたタイミングで、店員が注文していた焼き鳥を持ってきた。

「お待たせしました。焼き鳥のモモと皮です」

　皿の上に並んでいる焼き鳥を見て、音水は感嘆の声を上げる。

「わわっ。美味しそう！」

「ああ、好きなだけ食え。ここは俺のおごりだ」

「最高です、笹宮さん！」

　それから俺達は大いに酒の席を楽しんだ。最初は自慢話から始まり、次は愚痴、そして意味のない雑談。何の意味もない会話だが、毎日仕事に追われているとこんな無駄なことが妙に楽しいと思えてしまう。

　しばらくすると、音水は酔っぱらい始めた。

「ん〜っ」

　普段の真面目な彼女とは思えないほど、とろんとした表情をしている。

　さらに俺の隣に座って距離を詰めてきた。大きな胸がたわわんと俺の腕にかする。

　俺はそこまで酒が回っていないので、期待を孕はらんだ焦あせりが身体からだの中を走った。

「ど……どうしたんだ？」

「笹宮さんの隣は私の指定席でしゅ」

「わかった、わかった」

　こいつ、かなり酔っぱらってるな。呂ろ律れつが回ってないから赤ちゃん言葉になってるぞ。

　音水は残ったビールを飲み、グラスをテーブルに置いた。

「笹宮さんはでしゅね。もっと強引にならないとダメなんでしゅよぉ〜」

「そうか、そうか」

　今度は俺の腕に抱きついて「ん〜っ」とおねだりするような声をもらす。

「もっとぉ〜。ぐぃ〜っと、強引にぃ〜」

「そうだな」

「聞いてましゅか？」

「ずっと聞いてるだろ」

　もちろん胸が当たっている。男として幸せであると同時に、めちゃくちゃ気まずい。

　ちなみに音水は、まだビールをグラス半分しか飲んでいない。店に入る前は酒に強いと言っていたのに、どんだけ弱いんだよ。

「大丈夫か？　お前、飲み過ぎだぞ」

「酔ってませんよ。でもぉ。ちょっと。ちょっとだけ。すこ〜し、眠いです」

「それを酔ってるって言うんだ」

　とは言いつつも、いつも仕事に必死な音水がこういう姿を見せてくれると安心する。

　どうせ知り合いに見つかるわけでもないし、今日は音水のペースに合わせてやろう。

「……すー。……すー」

「ん？」

　急に静かになったかと思うと、音水は俺の腕に抱きついたまま寝始めた。完全に酔いつぶれやがったか。

　しかし……アレだな。女の寝顔ってあまり見ないけど、めちゃくちゃ可か愛わいいな。ほっぺをプニッてやりたくなる。

「ん〜。笹宮さんの匂い、好き〜」

　やれやれ。寝言でも俺のことをからかってくるのか。とりあえず起きる様子もないし、部屋に送ってやろう。
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　居酒屋で酔いつぶれた音水を介抱し、俺はホテルに戻ってきた。

「ほら、音水。ホテルに着いたぞ」

　ホテルのロビーに到着したので肩を貸していた音水に声を掛けると、彼女は「ん……」と可愛らしい声をもらした。

　涼しい夜風のおかげなのか、さっきまで赤かった彼女の顔はいつも通りに戻っている。

　だが音水は俺の腕を離そうとしなかった。

「もうちょっと、こうしていたいなぁ」

「あのな。酔っていたから介抱したが、出張中に男と女がくっつきすぎるのはどうかと思うぞ」

「私、酔ってますよ」

「さっきは酔ってないって言ってただろ」

　だがこのままではさすがに心配だ。部屋まではついて行ってやるか。

　フロントで鍵を受け取った俺達はエレベーターに乗り、音水の部屋がある九階のボタンを押す。

　エレベーターのドアがゆっくりと閉まり、俺達は狭い空間で二人っきりになった。

　肩を貸しているため音水と密着しているのだが、これがなかなかに気まずい。

　なにか喋しゃべった方がいいかな。黙ってると変なことを考えていると思われかねないし……。

　いや、そんなことを考える方がおかしいのか。

「あ！　あの！　さ……！　ささささみやさん!!」

　急に音水が叫んだ。

　だが、酔っぱらっているのとは違う妙な反応だ。

「俺の名前にしては、『さ』が多くないか？」

「すみません！　緊張して間違えました！」

　なんでいきなり緊張するんだ。俺の服を思いっきり握りしめてるし、どうしたんだ？

「あの！　あのですね！　実は、これから！　さささささみやさんの部屋にお伺いしたくてですね!!」

「なんで？」

「そ……その！　このチャンスにどうしても、さささささささみやさんに伝えたい想おもいがあると言いましょうか！」

「『さ』……、多すぎない？」

　よくわからんが、俺の部屋に来たいらしい。もう酒は飲ませられないが、水を飲みながら話をするくらいならいいだろう。どうせ、まだ夜の八時だ。寝るには早い。

「ああ、いいぞ」

「あざっす!!」

「なんで体育会系なんだ……」

　エレベーターが九階に止まり、ドアが開く。

　すると音水は俺から離れた。

「で……では！　お風ふ呂ろに入って、いろいろ準備してきます!!　です!!」

「え？　このまま俺の部屋に来るんじゃないのか？」

「その！　やっぱり初めてなので、ちょっとアレな感じで!!」

「はぁ？」

　話が全然かみ合っていない。一体何なんだ。意味がわからんぞ。

　エレベーターを出た音水は駆け足で自分の部屋に向かった。ちゃんと歩けるか心配していたが、むしろイキイキしているように見える。

　さっきまで酔っぱらってたのに、なんで急にシャキッとしたんだ？
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　部屋に戻った俺は音水が来る前にサッとシャワーを浴びて、テレビを見ていた。

　ちょうど宮崎のローカル番組が放送されている。さっき焼き鳥を食ったばかりだが、チキン南蛮も食べてみたいな。

「しかし、音水はなんであんなに緊張をしていたんだ？」

　そんなことを考えていた時、俺のスマホに着信が入った。

　ピロリン♪　ピロリン♪

　おっと、電話だ。

　こんな時間に誰だ……っと思ったら結衣花か。ＬＩＮＥじゃなく電話なんてめずらしい。

　通話ボタンを押して、俺は電話に出る。

「こんばんは。お兄さん」

「よぉ、結衣花。どうしたんだ？」

「何もないけど、電話してみた」

「どんだけマイペースなんだよ」

　だがそれほど悪い気はしない。用もないのに電話をしてくるというのは、それだけ気を許してくれているということだ。

　ったく。普段はからかってくるばかりのくせに、本当は俺になついてるんだな。愛ういやつめ。

「お兄さんは、何してたの？」

「部屋でのんびりしている」

「あ、ごめん。エッチなことしてたんだね」

「してねーよ」

「これから？」

「するか」

　こいつは俺をからかわないといけない呪いにでもかかっているのか。

　これから音水が来るのに、エッチとか言うなよ。意識してしまうじゃないか。

　……と、ここで俺は変なことに気づいてしまった。

　それは音水のことだ。

　急に緊張して、『想い』とか『初めての準備』とか、これってなんか好きな人に告白する時の状況と似てないか？

　いや……、だが、しかし、だとしても、ならば……、そうだとすると!!

　もしかして……これは、恋愛フラグってやつなのか!?

　しかし、いつも元気いっぱいの音水だぞ。いままでそんな素振りを見せたことは……。……あったような気もする……。

　じゃあ、音水が言う『伝えたい想い』っていうのは──告白ということか!?

　しかし、俺は教育係で音水は後輩だ。出張中に社内恋愛してましたなんて、さすがにこれは問題だ。せめて教育期間が終わってからなら……って、そういう話じゃない！

　考え込む俺に、結衣花が訊たずねてくる。

「急に黙ってどうしたの？」

「すまん、結衣花。ちょっと、話があるんだが……」

「世間話？」

「相談だ」

「聞きましょう」

　どうしていいかわからない俺は、電話中の結衣花に相談することにした。

　とはいえ、いきなりストレートに訊きくわけにもいかない。

　ここはオブラートに包んで相談するのがベストだろう。

「知り合いの男の話なんだが……」

「その前置きはいいから、さっさと本題に入って」

「はい」

　なぜか怒られた。っていうか、なんで俺の立場って女子高生より下なんだよ。相談している以上、致し方ないところもあるのだが腑ふに落ちない。

「隠しても仕方がないので正直に言うが」

「隠れてなかったけどね」

「あくまで可能性の話なんだが……。もしかすると後輩が俺のことを好きなのかもしれん」

　よく結衣花はからかっていたが、それはあくまでジョーク。

　おそらくこの衝撃の可能性に驚いているだろう。無理もない。俺もついさっき気づいたばかりなんだ。

　結衣花は答える。

「……。いまさら、何を言ってるの？」

「そんなあきれたように言わないでくれ。せつないじゃないか」

　なぜなのかはわからないが、結衣花は気づいていたようだ。本当に勘がいいよな。

「で、ここからが本題なんだが……」

「ほうほう」

「もうすぐ後輩がこの部屋にくるんだ」

「ふむふむ」

「もしかしたら……、告白されるかもしれん」

　すると結衣花は、

「やっちゃえ、お兄さん」

「車のＣＭみたいに言うな」

　真剣に話しているのに、結衣花のノリはいつもどおりだった。

　一通りの話を聞いた結衣花は、大きくため息をつく。

「つまり告白されたらどうしようってことでしょ？」

「端的にいえばそうだ」

「これがヘタレ男という生物なんだね。うんうん。勉強になるなぁ」

「汚名はあとで返上する」

「返却期限は三秒前に過ぎました」

　あきれられるのは当然のことだ。

　普通の男であれば、このまま流れに身を任せて適切な対応ができるのだろう。

　しかし今まで無愛想だった俺には、とてつもなく大きな壁なのだ。

「お兄さんも後輩さんのことを大切にしてるじゃない。もうオーケーしちゃったら？」

「そう簡単な話じゃないんだ。社内恋愛って女性側の方がいろいろ言われるんだよ。場合によっては仕事にも影響が出る」

「そうなの？」

「会社によっても違うが、うちの会社は古いから特にその傾向が強いんだ」

「ふぅん。いちおう後輩さんのために悩んでるんだ」

　どうやら結衣花は、俺が音水のことを優先して考えていることに感心しているようだ。

　俺としては当たり前のことなのだが、彼女にとっては意外なことだったのかもしれない。

「わかった。真面目に相談に乗ってあげる」

「頼りになる」

「お兄さんといると、人生経験に困らないよ」

　気を取り直すように、結衣花は「こほん」と咳せき払ばらいをした。

「結局さ。どちらにしても、誠実に話を聞いてあげることじゃないかな」

「たしかに……そうだな」

「途中ではぐらかすとかダメだからね。後輩さんをよけい傷つけちゃうよ」

「なるほど」

「あとは自信を持つことかな。その上でお兄さんが正しいと思う選択をすればいいんじゃない？」

　正直、ここまでちゃんとアドバイスをくれるとは思わなかったので驚いてしまった。

　結衣花って確か高校二年生だよな。たいしたものだ。

「女子高生なのに、しっかりしてるな」

「たぶん私は普通の方だと思うよ」

「そうか？」

「お兄さんは……、うん。言わなくてもいいよね」

「今、ひどいことを考えただろ」

　大人が女子高生にアドバイスを求めるのはおかしな話だが、結衣花と話していると自分らしさが戻ってくる。毎日何気ないやりとりをしているうちに、俺はここまで結衣花のことを信頼するようになっていたんだな。

「結衣花に自信を持てと言われると、その気になってしまうんだから不思議だ」

「でしょ」

「できる限りやってみるよ。ありがとう」

「うん。頑張って」

　こうして話を終えようとした時だった。

「ねぇ……」

　結衣花が小さな声で呼び止める。

「なんだ？」

「もし私が告白するって言い出したらどうする？」

「するのか？」

「しないけどさ。訊いてみただけ」

　なんだそれ。仮定の話なんて結衣花にしてはめずらしいことだ。

「どうするもなにも、俺が女子高生に手を出したらガチで問題だからな」

「そうだよね。わかってる」

　フラットなトーンだったが、少し落ち込んでいるようにも聞こえた。

　もしかして、自分に魅力がないと思ってしまったのだろうか。

　そういうつもりはなかったんだが……。

「まぁ……、あれだ」

「なに？」

「今一番信頼しているのは誰かと訊かれれば、結衣花かもしれん」

　しばらく結衣花は黙っていたが、電話の向こうで微ほほ笑えんだような気がした。

「じゃあね、お兄さん。健闘を祈ってるよ」

「ああ」

　スマホをテーブルの上に置いて時計を見ると、時刻はすでに八時半を過ぎている。

　──コンコン。

　ドアをノックする音がした。
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「おじゃまします」

　ドアをノックして入ってきたのは、浴衣ゆかた姿の音水だった。

　昨日も思ったが、音水の湯上がりは色っぽい。

「好きな所に座っていいぞ」

「じゃあ、ベッドの上で」

「こら」

「えへへっ。冗談です」

　音水を部屋の中に入れた俺は、備え付けの冷蔵庫を開いた。

　さすがに酒を飲ませるわけにはいかないので、炭酸水の入ったペットボトルを手に取る。

　しゅわ〜という音と共にグラスへ注ぎ、音水に差し出した。

「酔い覚ましの炭酸水っていいよな」

「お酒に強い私もそう思います」

「ふっ。よく言う」

　さて……。俺の予想が正しければ、音水は告白を切り出してくるはずだ。

　どうすればいいか結論は出ていないが、まずは誠実に話を聞こう。まずはそこからだ。

　少し雑談を挟んだ後、音水は不思議な表情で訊ねてきた。

「部屋にいる時の笹宮さんって、なんだか自然体ですよね」

「出張も今日で終わりだから気が抜けているのかもな」

「それもあるかもしれませんけど、いつもは私のことも警戒しているじゃないですか。それが今は全然ないので」

　警戒？　……俺が、音水を？

　彼女がそんなふうに思っていたというのは、意外なことだった。

　別に警戒していたわけじゃなかったんだが。

　というよりも、今は結衣花と話をした後なのでリラックスできているのかもしれない。

　……と、ここで俺はあることに気づいた。

　テーブルの上に置いている音水のスマホの待機画面が俺の寝顔になっているのだ。

「……おい、音水。その画像はどうした？」

「え、これですか？　飛行機で移動中、笹宮さんが寝ていたので撮影しました」

　さも当然のように言ってのける音水。

　すでにこの画像は自分のもので誰にも渡さないという意思を感じる。

「消してくれ」

「いやです」

「俺の肖像権を守るためだ」

「私に譲渡してください」

「なんでだよ」

　ただでさえ自分の写真って恥ずかしいのに、よりにもよってなんで寝顔なんだよ。

　俺が席から立ちあがって手を伸ばすと、音水はスマホを隠そうとする。

「だ〜めぇ〜。これは私のコレクションなんですぅ〜」

「あ！　てめぇ！　さては俺を撮影したのはこれだけじゃないな！」

　なんとか自分の画像を消したいと思うが、音水は必死に抵抗した。もしかすると仕事の時より本気になっているかもしれない。俺の画像にそこまでの価値はないだろ。

　と、ここで音水は足を滑らせて俺の方へよろめいた。彼女の酔いがまだ抜けきっていなかったのではと焦あせった俺は、音水を抱きしめて支える。

「大丈夫か？　……って、すまん！　思いっきりハグしてしまってるよな。すぐに離れる！」

「ダメです!!」

「なんで!?」

　音水は真剣な目で言う。

「こ……腰が抜けました!!」

「マジか!!」

「マジじゃないですけど、マジです!!」

　なぜこんなことで腰が抜けたのか意味不明だが、そうだとするとこのままというわけにもいかん。

　なにより浴衣姿の音水を抱きしめるなんて、俺の理性がヤバい。

　なんというか……、めちゃくちゃ柔らかい！

「とりあえず、ベッドで横になった方がいいよな」

「はい！　ベッドがいいです！」

　うまく立てない音水をベッドに運び、横にしてやる。足を移動させてやる時は結構恥ずかしかった。しょうがねえじゃん。男なんだもん。

「大丈夫か？」

　腰が抜けるという体験をしたことはないが痛いのだろうか？　それともグラグラするのだろうか？　どちらにしても、今はゆっくりさせた方がいいだろう。

　……その時、音水が俺の手を握った。

「さ……笹宮さん。あの……、お話ししたいことが……」

　こ……これは……。まさか、このタイミングで告白されるのか!?

　ベッドに横たわる女性と手を握るというのは、予想以上にムードがある。

　ヤバい……。誠実さ以前に、俺の冷静さがまったく保てない……。

　混乱する俺は、必死に本来の自分を取り戻そうと意識を集中した。

　しかし故意ではないとはいえ、浴衣姿の音水を抱きしめた後なのだ。これで心を乱さない男がいるはずがない。

「笹宮さん……」

「お……、おう！」

「えっとですね……」

「おう！」

　冷静になれ、笹宮和人。まずは誠実に話を聞いて、音水の気持ちを受け止めてやるんだ。そして彼女を傷つけないことを最優先にする。あとは……、あとは……、……わからん!!

　緊張する俺に、音水は距離を詰めて言った。

「別チームになっても！　ＬＩＮＥしていいですか!!」

「……。え？」

　あれ？　お願いってそんなことなのか？　告白じゃないのか？

　動揺を隠しながら、俺は返事をする。

「ああ……。当然じゃないか。ＬＩＮＥな……。うん。全然いいぞ」

「よかったぁ〜！　断られるんじゃないかって、すごく緊張していたんですよ！」

「……そうか」

　呆ぼう然ぜんとしている俺とは対照的に、音水は迷いが晴れたような顔で身体からだを起こした。

「私、部屋に戻りますね！　なんだか、安心しちゃった！」

「お、おう。……腰、大丈夫なのか？」

「笹宮さんの返事が聞けて、治っちゃいました」

「……そうか。……伝えたいことがあるって言っていたけど、これだけなのか？」

「はい！　今の私にはこれが精一杯かなって！　あはっ」

　つまり、音水が俺のことを好きで告白しようとしていると思ったのは、男の悲しい妄想ってことか。

　はぁ……。そりゃあ、そうだよな。つい最近まで無愛想を受け入れていたような人間だ。モテるはずがない。別に期待なんてしてないさ。……ふふ。

「笹宮さん。おやすみなさい」

「ああ、おやすみ」

　何事もなかったことを残念に思う一方、ホッとしている自分もいる。

　こういうところなんだよな。俺がヘタレって言われるのって……。

　部屋から出た音水だったが、急にドアの向こうから顔だけ出した。

「笹宮さん！」

「ん？」

「私、笹宮さんの隣が好きです！」

　突然の宣言に俺は硬直した。

　……え？　どういうことだ。つーか隣が好きって、意味がわからんのだが!?

「だから、ずっと一緒にいたいです！　おやすみなさい！　えへへっ」

　嬉うれしそうに最高の笑顔を見せた音水は、そのまま自分の部屋に帰っていった。

　一方、俺は呆然と立ち尽くす。

　……最後のセリフは告白……ともちょっと違う気がするし、かといって全く意味がないようでもない。




　……わからん。
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　日曜日の朝。私はホテルの近くにある神社のベンチに座って、深いため息をついた。

「あぁ……。なんであんなこと訊きいちゃったんだろう……」

　昨日、お兄さんと電話をしている時、つい「もし私が告白したら」なんて訊いてしまった。

　お兄さんに告白するつもりなんて全然ない。

　そもそも、私とお兄さんが付き合えるはずがない。

　だけど、お兄さんともう少し一緒にいたかった。

　あの質問は、離れてほしくないというわがままだったんだ。

　っていうか、……めっちゃ恥ずかしい。

「なんだか、私ってめちゃくちゃだな……」

　と言っても、もうこんなことで悩む必要もないか。

　お兄さんの性格から考えて、後輩さんから告白されたら受け入れるはず。

　だって会社の体裁より、後輩さんの悲しむ顔を見たくないって考える人だもん。

　彼女ができたら、やっぱり女子高生と一緒にいるのは困るよね。

　……もしかしたら、もう会ってくれないのかな。それはちょっと……さびしいな。

　近くにいる野の良ら猫ねこをぼんやりとながめていた時、よく知っている人の声がした。

「よぉ。結衣花」

　ポロシャツにチノパンというラフな格好で現れたのは、お兄さんだった。

　スッキリした顔に見えるのは、きっと後輩さんと結ばれて嬉しいからだろう。

　私はさっきまでの感情を押し込み、いつものトーンで返事を返す。

「どうしたの？」

「昨日と同じで散歩だ」

「そっか。奇遇だね」

　するとお兄さんは「ん？」と不思議そうな顔をした。

「なんか、元気がないように見えるけど大丈夫か？」

「普通だけど？」

「……そうか」

　お兄さんは訝いぶかしげな表情をする。というより、心配してる顔だ。

　そんなに私、変だったかな？　いつも通りにしているはずなのに。

　私の隣に座ったお兄さんは前髪をいじった。

　お兄さんが前髪をいじる時は緊張しているからだ。きっと自分でも気づいていないクセなのだろう。

「あー。昨日の結果報告なんだが……」

「え？　私に話すの？」

「ダメか？」

「別にいいけどさ……」

　私とお兄さんはただの知り合いだ。お互いに特別でも何でもない。

　だから結果を聞いても、どうってことはない。

　でも、もし私がお兄さんのことを好きだったら、きっと落ち込むだろうな……。

　うん……。絶対に落ち込む……。正直に言うと、聞きたくない。

　だけどお兄さんの報告は、私の予想を見事に裏切った。

「結局のところ、別チームになってもＬＩＮＥをしようっていう内容だった」

「え……。それだけ？」

「ああ。それだけだ」

「じゃあ、告白されるって話は……」

「……俺の早とちりだった」

　あまりに予想外だったため、私は呆然としてしまった。

　え……。なにが起きてるの……。

　だって、昨日あれだけガチに相談してきたのに、それが早とちりだったってあり得る？

　しばらくポカーンとした私は、たまらず「ぶっ！」っと吹き出すように笑った。

「あはははっ！　お兄さん、バカみたい！」

「おい、笑うな。直前までは本当にビビってたんだ」

「ヘタレ、ここに極まれりって感じだね。うんうん。絶滅危惧種はそうでなくっちゃ」

「ったく。こんな時だけ嬉しそうにしやがって」

「面白いことを楽しむのは人として自然です」

「人の悩みを楽しむのは不自然だ」

　結局、いつも通りってことじゃん。会えなくなるかもなんて考えてた私がマヌケだ。

　でもこれで、もうしばらくお兄さんとの時間を続けることができる。

　こんな時にホッとしてしまうなんて、私はズルいな。

　あれ？　じゃあ、なんでさっき私と会った時、スッキリした顔をしていたの？

　うーん。……わかんない。まぁ、いいや。どうせ、お兄さんだし。

　恥ずかしさを紛らわすように頭をかいたお兄さんは、そらしていた視線を私に戻す。

「しかし結衣花が声を出して笑うなんてめずらしいな」

「そう？」

「ああ。少なくとも俺ははじめて見た」

　そういえば、そうかも。こんなふうに笑ったのって久しぶりだ。なんか子供っぽかったかな。そう考えると恥ずかしいかも。でもお兄さんしか見てないし、ノーカウントということでいいよね。

　ベンチから立ち上がったお兄さんは体を伸ばして、私の方を見た。

「これからコンビニに行くが、結衣花も来るか？」

「うん。今日はほうじ茶ラテかな」

「まるでおごり前提のような口ぶりだな」

「お兄さんの心遣いに感謝だよ」

　するとお兄さんは「ふっ……」と、軽くほほえむ。

「まぁ、いいだろう。俺もほうじ茶ラテを飲みたかったので了承だ」

「ほうじ茶ラテなら、男の人でも恥ずかしくないでしょ？」

「飲んだ時の感想を言い合える相手が欲しいんだ」

「わぁ、出た。ボッチなのに共感を求めるタイプ」

「ダメか？」

「ううん。私は嫌いじゃないよ」

　立ち上がった私はお兄さんの隣に立ち、腕を二回ムニった。

　この揉もみ心地はとても癒される。

　そしてこうすると、いつもお兄さんはチラッと私を見て優しい顔をしてくれる。

　私だけが知っているお兄さんの素顔だ。




　この時間が好き。

　お兄さんと一緒にいて、どうでもいい話をして、ただ寄り添うだけの時間が好き。

　たったそれだけなのに、すごく愛いとおしい。




　私は淡々と話す。

「そうそう。言い忘れてた」

「なんだ？」

「おはよ。お兄さん」
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　八月に入り、二十周年プロジェクトは本格的に動き出していた。

　夏のコミケは毎年八月の上旬頃に開催される。

　すでにほとんどの準備は完了し、あとはスタッフとの調整を残すのみ。

　ザニー社を訪れた俺はこぢんまりとした会議室に入り、コミケの打ち合わせを始めた。

　今日のメンバーはザニー社の若手社員四人と楓かえで坂ざか。

　常務の旺飼おうがいさんは用事があるということで今はいない。

　全員、企業ブースの活動は初めてということで、必然的に俺がリーダーのような役割を受け持つことになった。

「……というわけで、ブースの設営は業者がやってくれます。私達の役割はコミケ当日の接客なので、配布するノベルティグッズなどがちゃんと納品できているかチェックを忘れないようにしてください」

「「「「はいッ!!」」」」

　おぉ、さすがザニー社。社員のやる気がすげぇな。……だが、これだけ大きなプロジェクトなのに四人とも社歴三年未満の若手ってどういうことだ。

　そんな疑問を抱いた時、会議室のドアが開いた。

「はぁ〜。まいった、まいった。部長の話が長くてさぁ〜」

　三十歳くらいのチャラい男性社員が、へらへらと笑いながら入ってきた。

　っていうか、誰だ？　先週も打ち合わせをしたが、こんな男はいなかったぞ。

　メンバーを見ると、さっきまで元気だった若手社員は表情を曇らせていた。楓坂に至っては別の方向に顔を向けている。

　しかしチャラい男性社員は気にする素振りをみせず、戸惑う俺に近づいてきた。

「ふぅ〜ん、君が笹ささ宮みやか。僕は主任の張はり星ぼし。プロジェクトメンバーの一人で、こいつら若手の上司さ。よろしくぅ！」

「よ……よろしくおねがいします」

「うわさに聞いていた通り、堅っ苦しい性格みたいだね。そんなんだから出世できないんじゃない？　あっはっはっ！」

　名前も態度もキラキラ光ってそうなのに嫌味なやつだ。

　しかし主任なのに、なんで今まで打ち合わせに参加していなかったんだろうか。

　それに俺のうわさ？　なぜザニー社の社員が俺のうわさなんかを……。

　気になることもあるが、今は仕事に集中しよう。

「とりあえず、コミケの打ち合わせをしましょう。こちらに資料がありますので、目を通してください」

　だが張星はやる気のない態度で笑い、受け取った資料を机の上に放り投げた。

「展示会なんてさぁ、ただの店番と一緒でしょ？　そんなのテキトーにやっておけばいいんだよ。それより〜」

　ぐるんと方向を変えた張星は、一直線に楓坂の元へ向かった。

「ねぇ〜、楓坂ちゃんさぁ。帰りに一緒にご飯食べに行かない？」

　今は勤務中だというのに、張星は楓坂をナンパし始めた。さすがの俺もこれには絶句する。

　楓坂はというと、まるで心を捨てたように返事をした。

「私はまじめにコミケを成功させたいと思っていますので、食事なら他でどうぞ……」

「そんなこと言わないでさぁ。どうせ楓坂ちゃんも遊び半分で参加してるんでしょ？」

「なんですって！」

　遊び半分という言葉にキレた楓坂は立ちあがった。

　この数日、作業を手伝う中で気づいたが、彼女は破天荒な性格とは裏腹に仕事に対してプライドを持っている。突然押し付けられたＬｉｖｅ２Ｄのリアルタイム作業も、成功させるために様々な準備をしていた。張星の言葉は彼女の真剣な行動を否定するものだ。

　だが、ここで楓坂が手を出してしまうと彼女の立場が悪くなる。

　すかさず俺は二人の間に入り、張星を見据えた。

「張星さん……。少し、気を抜き過ぎじゃないですか」

「はぁ？　弱小会社の下したっ端ぱが主任の僕に意見を言うわけ？　それっておかしくない？」

「楓坂はこの仕事と真剣に向き合っています。他のみんなもです。その気持ちを踏みにじるようなことを見過ごせません」

　無愛想だった頃の表情を作り、俺は張星を正面に捉えて睨にらみつける。

　気け圧おされた張星はゴクリと喉を鳴らして周囲を見渡した。

　他のメンバー達が送る冷たい視線を受け、張星はたじろいだ。

「なっ!?　なんだよ！　コミケなんて遊びだろ!!　どいつもこいつも真面目ぶりやがって！　チッ！　勝手にすればいいんだ!!」

　張星は舌打ちをして部屋を出て行った。

　……だが、これはヤバいかもしれない。相手はここにいる若手社員の上司だ。

　このままだと彼らに迷惑を掛けてしまうだろう。

「すまん。みんなの上司なのに言い過ぎた……」

　俺が全員に向かって頭を下げると、若手社員の男性が口を開く。

「いえ、むしろ僕達は笹宮さんに感謝しています。張星主任は仕事をすぐサボるんで、みんな怒っていたんですよ。会議の邪魔をしたのだって、今回だけじゃないんです」

「……そんな人だったのか」

　気が付くと、そばで楓坂がうつむいて立っていた。

　赤く染まった顔からは、いつも身にまとっている大人っぽさが抜けている。

　今まで見たことのない楓坂だ。

「さっきは……助かりました。ありがとうございます」

「俺がいなくても、楓坂なら一人で余裕だったろうけどな」

「でも……、嬉うれしかったから……」

　まるで少女のような彼女の態度に、俺は戸惑いを覚えた。楓坂もこんなに素直なところがあるんだな。

　その時、ドアをノックする音が聞こえた。

　今度は誰だろうと見てみると、常務の旺飼さんが現れる。

「失礼。入るよ」

「旺飼さん!?」

「さすがだね。さっそく活躍してくれるとは」

「すみません。でしゃばったマネを……」

「いや、これでいいんだ。彼の素行は我々も問題視していたからね。むしろ助かったよ」

「……もしかして、初めからこうなるとわかっていたんですか？」

「信頼していたんだよ。君ならやってくれるとね」

　どうやら旺飼さんは、俺を利用してプロジェクトチームの健全化を狙っていたらしい。

　なるほど。楓坂が腹黒いから気を付けろというだけのことはある。

　すると旺飼さんは俺を指で部屋の外へ出るようにサインを出した。

　会議室を出て廊下の隅に移動すると、旺飼さんはため息をついて腕を組む。

「こんなところですまない。……実は先日プレゼンしてくれた内容だがライバル企業・バベル社に漏れたらしい。コストからスケジュール、協力業者まで全てだ」

「……そんな、まさか」

「ハッキリとしたことはまだわからないが、内部の人間が情報を意図的に漏らした可能性が高い」

「……心当たりがあるのでしょうか」

「実は二十周年プロジェクトを快く思わない者が社内にいてね、特にコミケへの出展は反対されていたんだ。さっきの張星もその派閥の人間なんだよ」

「そんなことが……」

「彼らが言うには、利益を追求するならＷＥＢサービスに集中した方がいいと言うんだ。費用コスト・対効果パフォーマンスという点だけでいうならそうだろうが……」

　企業ブースは手間が掛かる割に、直接利益に繫つながらない場合が多い。

　そのため展示会は無駄だと言われることは、営業をしていれば嫌でも耳に入ってくる。

　ここまで直接的な嫌がらせをしてくるということは、ザニー社内の派閥争いはかなり激しいようだ。

　しかし、だからといってライバル企業に情報を売るか？　何か変だ。

「笹宮君……。僕はね、今回のプロジェクトを通じて広報部を新しい部署へ作り変えようと考えている」

「……部署そのものをですか？」

「その通りだ。ネットとリアル、両方からアプローチできるプロモーションのスペシャリストチームを作りたい。コミケの成功も含め、どうか僕に力を貸してほしい」

　妙な話になってきた。内部の敵に社内改革……。これは気が抜けそうにないな。
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　コミケ前日。通勤電車に乗っていると音おと水みずからのＬＩＮＥが送られてきた。

『笹宮さん、おはようございます！』

『おはよう。今日はビッグサイトに行くから準備しておけよ』

『はいっ！』

　今日は企業ブースの設営状況を確認に行く日だ。

　音水にとってビッグサイトの仕事は初めてなので、緊張している様子が伝わってくる。

　スマホをカバンに入れた時、いつもの女子高生がやってきた。

「おはよ。お兄さん」

「よぉ、結ゆ衣い花ばな」

　今日も彼女はＣＧ部の朝練らしく、夏休みなのに制服を着ている。

　聞いたところによると、絵は毎日描き続けないとペンを持つ感覚が狂ってしまうそうだ。

　こういうところは運動部と似ているのかもしれない。

「そういえば、さっきＬＩＮＥしてたのは後輩さん？」

「ああ。業務連絡だ」

「ほうほう。いちゃラブの業務内容なんだね。わかるよ」

　……こいつ、たまにオッサンみたいな言い回しをしやがる。

　もっと女子高生らしいさわやかなトークとかできないのか。

　と、ここで俺はある疑問を口にした。

「つーか、前から気になってたんだけど、結衣花って彼氏とかいないのか？」

　彼女の交友関係について詳しく聞いたことはないが、比較的コミュ力は高い方だ。

　しかも美少女で胸も大きい。同学年の男子なら放っておくことはないだろう。

　すると彼女は驚きの内容を明かした。

「この前、他校の人から告白されたかな」

「え!?　マジで!!」

　わりとガチで驚いた。いや、驚くだろ。だって毎日会っている子が告白されたんだぞ。

　おそるおそる、俺は相手の男について訊たずねることにした。

「……どんな男なんだ？」

「うーん。そこそこイケメンだったかな」

「へ……へぇ……」

「元気出して」

「俺の顔がダメみたいに言うなよ」

　自分の顔がイケメンとは思ってないが、そんなふうに言われるとへこむだろ。

「それで性格は？」

「優しい人だったよ。ずっと笑顔でいるようなかんじ」

「そうなのか……」

「元気出して」

「まるで俺が無愛想みたいに言うなよ」

「いつもそうでしょ？」

「そうでした」

　しかし話を聞く限り、相手の男はかなりいい奴やつのようだ。顔が良くて性格も優しいとか反則だろ。

　しかし結衣花に男か……。いてもおかしくはないと思っていたが、こうして直接聞くとショックを受ける。普段の結衣花は淡々としているが、きっと彼氏の前だとキラキラした表情で話すんだろうな。

　俺がどうこう言う立場じゃないけど、なんか面白くない……。

「じゃあ、結衣花はそいつと付き合ってるってわけか」

「ううん。断った」

「え！　なんで？」

「なんでだと思う？」

「わからん」

「うん。お兄さんだもんね」

　まるで俺が特殊な生物であるかのように納得する結衣花。

　ここで告白を断った理由がわからないのは、そんなに特殊なのだろうか。

「しかし、条件なら完璧だろ」

「別に相手の人がイヤとかじゃなかったけど、今じゃないかなと思って……」

「そういうものなのか」

「私にもいろいろあるんだよ」

　やっぱり言い回しが女子高生らしくない。いろいろってなんだよ。

　すると結衣花は「そうそう」と言って、視線を俺に向けた。

「私、明日は朝一で友達と遊びに行くんだ。だから会えないけど心配しないでね」

　明日といえばコミケ開催日だ。俺も現場直行なので、どっちにしても会えないんだよな。

　結衣花の友達か……。どんな子なんだろうな。告白されたと聞いた直後なので、男もいるのではと勘繰ってしまう。

　そんなことを考えていた時、結衣花がふいに言った。

「ちなみに、全員女子だよ」

「そうか」

「安心した？」

「ふっ……。別に心配なんてしてないさ」

「本音を聞きたいな」

「わずかばかり安心している」
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　コミケ開催が明日に迫った木曜日。俺と音水は日本最大の展示場、東京ビッグサイトに来ていた。ここでは毎日のように、さまざまな展示会やイベントが開催されている。

　華やかなイメージがある一方、準備段階のフロアはまさに修羅場だ。

　その様子を見た音水は驚きの声をあげた。

「わわわ……！　すごい！　まるで工事現場ですね」

「足元に気を付けろよ。ガチで怪け我がをするぞ」

　俺達が今いるのは、コミケの企業ブースが設営されるフロアだ。明日の開催に向けて、作業員達が必死に働いている。

　今日の俺達の目的は、ブースの進捗状況の確認だ。ザニー社のスペースに行くと、ずんぐりむっくりな体型をした五十代の男性が作業をしていた。

「おやっさん。お疲れ様です」

「ぁあっ!?　笹宮じゃねえか！　てめぇが担当かよ！　チッ！」

「今回のブースは少し特殊な造りなので、おやっさんに頼るしかなかったんですよ」

「けっ！　てめぇが絡からむと、決まってオレの調子が悪くなるんだ！　ったく！　かっ！　チッ！」

　この常時ケンカ腰の人がブースの設営業者さんだ。少しクセは強いが俺は親しみを込めて、いつも『おやっさん』と呼んでいる。

　乱暴な態度のおやっさんは俺に向かって叫んだ。

「おらッ！　進捗状況を知りたいんだろ。もっと、こっちこいッ！」

「ありがとうございます。これ、差し入れのお茶です。あと、おやっさんの好きなスティックキャンディーを用意しておきました」

「けっ！　ごますってんじゃねぇぞ。ったく！　ありがとよッ！」

　怒っているようで感謝の言葉をいうツンデレなおやっさんをみて、音水は不思議そうな顔をする。

「笹宮さんって嫌われているんですか？　好かれているんですか？」

「この人は年がら年中、こういう喋しゃべり方なんだ」

　ブースの設営状況は順調のようだ。

　これなら明日は思う存分、コミケに集中できるだろう。

　事前の準備でトラブルがあると、開催直前まで作業をする時があるからな。

　別の展示会で一度だけあったが、あの時はひやひやしたものだ。

　ん……？　なんだ、アレは……。

　ザニー社のブースから近い所に、際きわ立だって派手なブースがあった。

　大きさもさることながら、大型ディスプレイを所狭しと取り付けている。これ、一斉に映像を流すつもりか？　目立つかもしれないが、どんだけ予算を使ってんだよ。

　おやっさんは派手なブースを見ながら、ペットボトルに入ったお茶をがぶ飲みした。

「ぷっはー！　……ありゃあ、バベル社のブースだな」

「バベル社って、ザニー社のライバル企業の？」

「ああ……。大手は変わったブースを建てたがるからな。だが、注目度は確かにたけぇ。かなり客を持ってかれるぜ」

　旺飼さんの話では、俺達がプレゼンで発表した内容がそのままバベル社に横流しされたと聞いてる。

　ブースのデザインはかなり違うが、不自然に大きく見せようとしていた。

　これではこちらのブースが陰になって目立たない。しかも今回ザニー社は与えられた場所が悪い。集客はかなり厳しいものとなるだろう。

　それにしてもプロジェクトの情報を他に流したというのは誰なんだ。旺飼さんは内部の人間と言っていたが……。

　音水は不安気な様子で、俺に近づいてきた。

「笹宮さん。もしかしてザニー社のブースって不利なんですか？」

「正直、きついな」

　企業ブースは競争ではないが、ここでしっかりと存在を示せるかどうかは今後に関わる。

　なにより、多くの人達が真剣に向き合ってきた仕事だ。成功させなければならない。

　なにか手があればいいんだが……。

　ふと気づくと、隣に立っている音水がキラキラした瞳でこちらを見ていた。

「……おい。……なんだその目は？」

「笹宮さんなら、こんな状況をひっくり返すような逆転アイデアを思いつくんじゃないかって」

「あのなぁ……」

　以前からそうだが、音水は俺を過大評価しすぎだ。

　トラブル対応力で評価されることは多いが、特別なことはできない。

　営業成績も突出して高いということはなく、良くも悪くも標準ラインだ。

　なのに音水は俺にヒーローを求めている。期待に応えたいとは思うが残念ながら俺は凡人だ。ヒーローはなりたいと思ってなれるものじゃない。

　ここで音水は自慢げな表情を作り、ずぃ〜と近づいた。

「実は私にナイスなご提案があるんですけど、ひと口乗りませんか？」

「自信がありそうだな。聞かせてもらおう」

「コスプレで呼び込みなんてどうでしょう。きっと注目を集められると思いますよ」

　今回のイベントでスタッフはユニフォームを着用するが、デザインは至ってシンプルなものだ。

　他の展示会ならそれでいいが、コミケなら確かにコスプレは有効だろう。

　しかし、いったい誰がコスプレをするんだ？　楓坂は絶対にやらないぞ。

　だとすれば……。

「なぁ、音水。もしかして、お前がコスプレするとか言い出すつもりか？」

　すると彼女はここで奇想天外なことを言い始める。

「もうっ！　笹宮さんに決まってるじゃないですか。やだなぁ〜！」

「……。……正気か？」

「ちなみにコスプレは、ゴスロリメイドでキツネ耳＆キツネしっぽということで」

「ちょ……、あのさ……。音水って俺のこと嫌いなのか……」

「むしろラブな感じですけど」

「悪意しか感じない提案なんだが？」

　そういえば、ザニー社の人気ゲーム『レイジスファンタジー』で一番人気があるのがキツネ耳のゴスロリメイドだ。

　しかし、そのコスプレを俺にやらせようとするか？

　さすが音水、油断ならない後輩だ……。
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　ついにコミケが始まった。

　メインはやはり同人誌即売会だろう。本だけでなくオリジナルグッズも販売しているのだから、来場者にとっては宝の山だ。

　人気キャラクターを扱う企業ブースも盛況。まさに理想的な滑り出しといえる。

　一方、俺達がいるザニー社のブースに立ち寄る来場者は少ない。

　気づいてくれれば来てくれるのだが、ライバル企業・バベル社の派手なブースにみんな流れていた。

　しかも向こうもＶｔｕｂｅｒとコラボを行い、イラストを動かす過程をリアルタイムで見せている。加えて司会役のトークが上手うまい……。

　こちらの手の内を知った上で、あえて向こうは同じような内容をぶつけているのだ。

　ザニー社のユニフォームを着た楓坂は、この状況に耐えかねて話しかけてきた。

「ねぇ、笹宮さん」

「なんだ？」

「このブースの周辺だけ暗くありません？」

「そう言いたくなる気持ちはわかる」

　場所が悪いというのもあるが、人が来てくれないブースというのは暗いように感じる。

　これが企業ブースの闇だ。

　よくネットやニュースでは華やかなところしか紹介していないが、今の俺達のように来場者達から相手にされないことはよくある。

　ここで心が折れてしまうと次のイベントに参加する気力を根こそぎ持ってかれてしまうため、ある意味で展示会は精神力の戦いだった。

　遠い目をした楓坂はポツリとつぶやく。

「向こうのブース、すごく綺き麗れいね」

「そうだな」

「とてもとても、ねたましいわ。あぁ……ねたましい」

「俺もちょっとはそう思ってるが口には出すな。ガチで闇堕おちするぞ」

　場所、ブース、演出、衣装などすべての面でバベル社はこちらを上回っている。

　やはりテコ入れが必要になりそうだ。

　だが焦あせるのは早い。まずは状況を見て、そこから打開策を探るのが得策だ。

　下手に焦って動くと、取り返しのつかないことになることを俺は経験で知っている。

「今は人気のあるブースに集中しているが、まだチャンスはある。来場者の流れが変わるまでのんびり待とう」

「ふぅん。ずいぶん落ち着いてるじゃない」

　感心する楓坂に、俺は「ふっ……」と軽く笑ってみせる。

「俺は真夏にクマの着ぐるみを着て、誰もいない場所でずっと手を振り続けていたこともあるんだ……。それに比べればこの程度……。ふっ……ふふ……」

「笹宮さん……。闇堕ちしかかっていますよ……」
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　午後になると人気ブースを見終わった来場者達が、ちらほらと立ち寄ってくれるようになった。

　楓坂は予定していた通り、Ｌｉｖｅ２Ｄを使ってイラストを動かす作業工程を来場者達に見せている。

　もちろん俺も司会役として奮闘中だ。楓坂の作業風景をショーとして楽しませるため、来場者達から感想を拾ったり、小ネタを挟み、さらにゲームの新情報をチラつかせたりとさまざな工夫をしている。

　無愛想の改善がこんなところで役に立つとは思わなかった。

　楓坂は上機嫌でパソコンを操作している。

「よかったわ。このまま誰も来ないかと思いました。うふふ」

　メチャクチャ嬉うれしそうだ。あのまま人が来ないのではと不安だったのだろう。

　ここから巻き返すことができれば……と思った時、予想外のハプニングが起きた。

　……ビリッ。

　ん？　なんだ、今の布が破れたような音は……。

　ブースに取り付けてあったタペストリーが破れたのかと思ったが、見たところ損傷はない。代わりに楓坂が顔を赤く染めて、ぎこちない笑みを浮かべていた。

　まさか……。

「あの……。さ……笹宮さん。……ちょっと助けて頂けませんか？」

「……なんとなくわかるが、なにがあった」

「ユニフォームの後ろがやぶれたかも……」

　彼女の後ろに回ってみると、ユニフォームの中央が縦に裂けている。

　イベントあるあるの一つだ……。こういったユニフォームは使い回すのだが、気づかないところで繊維が弱くなっているとこうして破れてしまう時がある。

　しかも今回のユニフォームはザニー社がずっと保管していたものだから、俺も今日までチェックすることができなかったんだよな。

　特に楓坂は胸が大きいから、規定サイズでは小さかったのだろう。

「ここは俺が見ておくから、控室に行って着替えてこい」

「イヤです」

「……なんで？」

「だって、やっとお客さんが来てくれたんですよ。ここを離れたくありません」

「気持ちはわかるが……」

　その時、『ビリリッ』と再び布が破れる音がした。

　こちらを向いた拍子に、裂け方がひどくなったのだろう。

「んんんんんん〜っ!!」

　楓坂はいつもの涙目になってギクシャクし始めた。それでも手を止めないのは楓坂の執念に違いない。

「私は作業を続けないといけないので、こっそりユニフォームを直してください！」

「この状態のままでか？」

「それしかないじゃないですか！」

　来場者の方から楓坂の背中は見えない。これ以上破れて大変なことになる前に、さっさと応急処置を済ませよう。

　俺は事前に用意していたソーイングセットを取り出した。

　本当はタペストリーが破れた時用に用意しておいたものなんだけど……。

「んっ……。笹宮さん……。背中がくすぐったいんですけど……ひゃっ！」

「我慢しろ。これでも精一杯なんだ。あと喘あえぎ声を出すな」

「喘ぎ声なんて出して……ちょっ！　そこはッ！　……きゃっ！」

　楓坂が「きゃっ！」とか言うと、ちょっとかわいい……って言ったら殴られるだろうな。

　なんとかユニフォームの応急処置を終え、その場をしのぐことができた。

　ふぅ……。一時はどうなるかと思ったが、どうにか乗り切ったみたいだ。

　他のスタッフと交代して休憩時間に入った時、楓坂はおもむろに訊たずねてくる。

「笹宮さん……。少しお訊ねしていいですか？」

「なんだ？」

「……ユニフォームの後ろが破れた時、……その。……ブラの後ろとか見えました？」

「……いや、全然」

「本当ですね？」

「もちろんだ」

　本当はガッツリ見えていた。
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　休憩時間に入った俺は控室でユニフォームを脱ぎ、半袖のワイシャツ姿で外へ向かった。

　こうして歩いてみるとわかるが人の多さが圧倒的だ。

　他のイベントと比べても、コミケの人の数はハンパじゃない。

　外に出た俺は建物の陰に立ち、空を眺めならペットボトルの水を一口飲んだ。

「ふぅ……。生き返る……」

　企業ブースの中は閉塞感があるから、無性に空を見たくなる。

　ぶっちゃけ、ブースの中にずっといると他の様子がわからないから、イベントに参加しているという実感が湧いてこないんだよな。プロの俺がこんなことを言ったら怒られるんだろうけど……。

「やっぱ外はいいなぁ」

　のんびりと独り言を言った時、隣に立った女性が淡々と答える。

「そうだね。コミケでボ〜ッと景色を眺めるのって風ふ情ぜいがあるよね」

「ああ。まったくもって同感だ」

　続けて俺は、ささやかな疑問を隣にいる女性に訊ねた。

「で、なんで結衣花がここにいるんだよ」

　そう……。俺の隣に立っていたのは、フラットテンションの生意気な女子高生、結衣花その人だった。

　かわいらしいフワリとした服装で、小ぶりのデイパックを背負っている。

　今日はかなり暑いが、結衣花は涼しい顔をしていた。

「結衣花もコミケに来ていたのか。そういえば友達と遊びに行くとか言っていたもんな」

「うん。もうすぐ友達も来るはずなんだけど……」

　結衣花の友達って、どんな子だろうな。生意気なのかなぁ……。

「お兄さんはやっぱり……」

「ああ、前に言った通り、企業ブースの仕事だ」

「え？　仕事をさぼって、えっちな同人誌を買いに来たんじゃないの？」

「誤解を招く発言はやめてくれ」

「ごめんね。わざとだから」

「よけい悪質じゃね？」

　結衣花って表情の変化が少ないから、どこから冗談なのかわからないんだよ。

「企業ブースか。お兄さんが働いているところを見に行こうかな。楓坂さんと一緒だからザニー社だよね？」

「知ってたのか……」

「うん。っていうか、この前旅行に行った時に楓坂さんから聞いたの」

　てっきり結衣花には秘密なのかと思ったら、自分から言っていたのか。

　気を使って損した気分だ。

「知り合いに会うと恥ずかしいから勘弁してくれ」

「そこがいいんじゃない」

「あのなぁ……」

　恥ずかしいと言っているのに、それを喜ぶなんてとんでもない女子高生だ。

　普通に立っているだけなら別に構わないんだが、真剣になっているところを見られるのが嫌なんだよ。特に今回は司会役もやっているからな。

　しかし……ちょっと意外だな。

　結衣花ってこういう騒がしいところは敬遠するタイプと思っていたが……。

「結衣花がコミケに来るとは思わなかったよ」

「本当はサークル参加して同人グッズを販売してみたいんだけど……、ちょっと勇気がなくて……」

「勇気？　コミケなのにか？」

「ん〜。なんていうかさ……。自分の作品を売るのって怖いでしょ？」

　怖い……か。

　コミケの同人グッズって楽しんで売っているイメージがあったけど、そんなふうに考える場合もあるんだな。

　結衣花はいつもどおりの表情だが、心なしか寂しそうにも見える。

　そういえばホテルで楓坂と話をした時、厳しい先生のせいで結衣花は作品を人に見せるのが怖くなっていると聞いたことがある。それと関係があるのだろう。

　こういう時、なんて言うのが正解なんだろうな。

『元気を出せ！』というのもちょっと違うし、『頑張れ！』というのもおかしい。

　わかんねぇな。わからないけど、俺は結衣花のことを応援してあげたい。

　前髪をいじりながら、俺は彼女を勇気づけようと言葉を選んだ。

「まー。……アレだ。もし結衣花がグッズを販売したら、一番に買ってやるよ」

「えー。やだ」

「照れるなよ」

「恥ずかしいからいい」

「ふっ……。そこがいいんだろ」

　すると彼女は俺の腕をぎゅ〜っと摑つかみ、不満気な表情で唇を尖とがらせた。

「調子に乗り過ぎだよ。お兄さん」

「……すまない。乗るタイミングを誤ったようだ」

　やはり俺は結衣花には勝てないらしい。まぁ、今に限ってはそれでいいだろう。

　うまく勇気づけられたとは思わないが、結衣花がいつもの調子を取り戻してくれたことが最良だ。

　ピロリン♪　ピロリン♪

　着信音に気づいた結衣花はスマホを取り出して、ＬＩＮＥをチェックする。

「あ、友達からだ」

「待ち合わせしていた子か。やっぱり聖女学院の生徒なのか？」

「ううん。話の合うオタク友達のグループ。中学生の子もいるんだよね」

「へぇ。結衣花って、交友関係が広いんだな」

「まあね」

　結衣花の口からオタク友達という単語が出てくるのは新鮮だ。

　今までは生意気な美少女という印象が強かったが、急に普通の女の子らしく見えてしまう。

　スマホをカバンに戻した結衣花は、何かを思い出したようにこちらを見た。

「それとさっきの話だけど」

「……さっき？」

「私がグッズを販売したらって話。もしその時はプレミア価格で買ってね」

「発売未定なのにプレミアは決定なのか……」

「一番に買ってくれるって約束したじゃない。当然だよ」

　ふふっと笑った結衣花はくるりと回転した。

「じゃあ、行くね。明日も午前中に来るつもりだから」

「おう」

「いつもありがとう。お兄さん」

「え？」

　なぜか感謝の言葉を口にした結衣花は、そのまま友達の元へ歩いて行った。

　でも、いったい何に対して感謝されたんだ？

　もしかして、勇気づけようとしたことがバレたのだろうか。

　んー。わからん。
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　コミケ一日目の午後二時。

　俺は休憩時間を使って、施せ工こう業者へ差し入れを持っていくことにした。

　同じく休憩時間に入った楓坂と、午後から合流した音水も一緒だ。

　コミケに限らずだが、こういったイベントでは施工業者がトラブルに備えて待機している。

　控室のドアを開くと何人かの施工業者がいた。

　部屋を見渡すと、端の方にずんぐりむっくりのおやっさんがリュックを枕にして、床に寝転がっている。

「おやっさん、失礼します」

「なんだ、笹宮か。ったく！　チッ！」

「また床で寝ていたんですか」

「へっ！　冷たくてちょうどいいんだよ」

　相変わらず舌打ちにバリエーションが多い人だ。

　とはいえ、施工業者の人達はずっと働きっぱなしだ。イベントによっては夜通し仕事をする場合もある。とてもじゃないが、仮眠をとりながらじゃないと体がもたないだろう。

「これ、差し入れです。暇つぶしに漫画も持ってきましたよ」

「気が利きくじゃねえか」

　体を起こしたおやっさんは差し入れのコーラを受け取ると、プシュッと栓を開けてゴクゴク飲む。

　差し入れは飲み物以外にも、お菓子も用意しておいた。

　別に俺が用意する必要はないのだが、こういうのは気持ちの問題だ。

　ついでに俺達も一緒に休憩することにしよう。

　漫画のページをめくっていたおやっさんは、ふいに俺の方を見た。

「普通の漫画もいいが、せっかくなら同人誌買ってきてくれよ。エロいやつをな」

「俺、仕事中ですよ……」

「ぎゃっはっはっ!!　冗談だよ、冗談ッ!!　真に受けんな！」

　ゲラゲラと笑い飛ばしたおやっさんは、もう一度コーラをグビグビと飲む。

　酒が入っていないのに、まるで酔っ払いのようだ。

　といっても、おやっさんがこんなふうに笑うのは機嫌がいい証拠だった。

「へっ！　まぁいいさ。この仕事をしていると、ちったぁ〜おいしい思いもできるからな」

「というと？」

「そうだな……。車の展示会で土台の調整をしている時、レースクイーンを下から見ることができる……とか？」

「なにやってるんですか……」

「バーローッ！　わざとじゃねぇぞ。たまたま見えたんだ。ぎゃっはっは！」

「すごく怪しいんですけど……」

　俺は呆あきれた表情をしてみせたが、おやっさんは全く気にしていない。むしろ俺の反応を見て楽しんでいる節さえある。根はいい人なんだけどノリが昭和なんだよな。

　だが、そんなおやっさんの話を興きょう味み津しん々しんで聞く人物がいた。

「わわっ！　その話、おもしろそうですね！」

「音水ちゃん、わかってるじゃねぇか。気に入ったぜ！」

　まさか音水とおやっさんの気が合うとは……。

　音水のいいところはどんな相手の懐ふところでも入っていけることだろう。

　おやっさんの常時ケンカ腰の態度は、ベテランの営業でも怖がるのにたいしたものだ。

　機嫌がよくなったおやっさんは音水の方に向かって座り直した。

「じゃあ、とっておきの話をしてやるよ」

「はい！」

「実はエログッズの展示会ってのもあるんだが、これがまたすっげぇんだ！」

「マジですか!!　詳しく聞かせてください!!」

　こらこらこら!!　この親おや父じは何を話し始めるんだ!!　音水も楽しそうに聞こうとしてるんじゃない！

　俺は慌てて、音水を引き寄せる。

「こら、音水。なんちゅう話題に食いついてるんだ」

「えー。だって面白そうじゃないですか」

「ダメだ。元教育係としてそういう話は禁止する」

「んむっ！」

「わざとらしくふくれっ面つらを作ってもダメだからな」

　まさか音水がこんな話題に興味をそそられるとは……。

　というより、好奇心が人一倍強いんだろうな。

　あ……。もう一人、こういうのが好きな奴やつがいた。

　楓坂だ。

　堂々と危ないネタを言い放つような奴だからな。今頃、目を輝かせているに違いない。

　って、あれ？　アイツ、どこに行ったんだ？

　見渡してみると、少し離れたところで顔をバインダーで隠している者がいた。

　もしかしてアレは……楓坂か？　めちゃくちゃ不審者だぞ。

「……楓坂？」

　俺が話しかけると、楓坂はバインダーから覗のぞくようにしてこちらを見た。

　顔を真っ赤にしていることから察するに、おそらくおやっさんの話が恥ずかしかったのだろう。

「な……、なにかしら……」

「もしかしてエロネタが苦手なのか？」

　すると楓坂はビクリと体を震わせた後、強気の態度を演じるために長い髪を手で払った。

「そ！　……そんなわけないでしょ。ふんっ！　エロなんて……ぅ。……大丈夫……だもん」

「無理すんな」

　こいつ……自分でえげつないネタを言うのは平気だけど、他人がエロネタを話すと恥ずかしくてしゃべれなくなるタイプだったのか。

　これはこれで驚きの新発見だ。
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　二日目のコミケが始まった。今日の前半は俺と楓坂、そして音水の三人でブースを担当する。

　ザニー社のユニフォームを着た音水は、通り過ぎていく来場者を見ながらつぶやいた。

「やっぱり、午前中は人が少ないですね」

「同じ催しをそばでされると、さすがにやりづらいな……」

「確か最終日はプロのイラストレーターをゲストに呼んで、記念グッズの絵を描いてもらうんですよね？　さすがにそれはマネできないんじゃないですか？」

「ああ……。しかし、最終日の正午過ぎなんだよなぁ」

　やはりスタートダッシュでは分が悪い。最初はどうしてもバベル社に人が流れてしまう。

　だが改善策は思いつかなかったし、下手なテコ入れはスタッフを混乱させる。

　今はしっかりと予定通りに仕事をこなしていくしかない。

　その時、四十代後半の男が荒々しい態度で現れた。

「フンッ！　しけたブースだな……」

「なっ……、石いし岐き土どさん……」

　現れたのはカエル顔の男。以前音水に嫌がらせをしていた元人事部の課長・石岐土だ。

　でっぷりとした腹を揺らし、舌打ちをしながら近づいて来る。

「久しぶりだな、笹宮」

「どうしてここに……」

　以前会社から謹慎をくらった石岐土だが、その後は全く音沙汰がなかった。

　なのになぜコミケに来ているんだ……。

　ズカズカと近づいてきた石岐土は、俺に詰め寄った。

「どうして……だと!?　はっ！　お前のせいで、オレは謹慎処分をくらったんだ！　このまま黙って泣き寝入りすると思ったか！」

　その言葉を聞いて、俺は今まであった不可解な出来事の原因がわかった。

「もしかして、プロジェクトの内容を他社に流したのは……」

「はっ！　ようやく気づいたか！　そうだ！　オレだ！　ザニー社の社員にお前達の問題点を言いふらしたのもオレだ！　社会の厳しさを教えてやろうと思ってな！」

「仕事だぞ……。こんなことをして何を考えているんだ……」

「うるさい!!　ただの平社員が偉そうにほざくな!!」

　怒りのまま叫んだ石岐土は、手に持っていたコミケのパンフレットを床に叩たたきつけた。

　てめぇ……。そのパンフレットを作るのがどれだけ大変なのか、イベント会社にいるならわかるだろ……。

　憤いきどおりを必死に抑える俺に向かって、石岐土は指を突き出して叫んだ。

「なにがイベントだ！　何が展示会だ！　なにがコミケだ！　こんなものは、張りぼてで作られた上っ面なんだよ!!」

　ズカズカと接近した石岐土は俺を乱暴に突き飛ばした。

　さらに収まらない怒りをぶつけるように、ブースの壁に蹴りを入れる。

「おい、石岐土！　何やってるんだ！」

「言っただろ！　こんなもの張りぼてなんだ！　少し蹴とばしただけでグラつくガラクタなんだよ！」

　バカ野郎！　そんなことを言ってるんじゃない！　イベントブースが潰れて事故があったらどうするんだ！

　直後、俺の心配が形になった。

　大きな看板を支えていた留め具がバキンッと音を立てる。

「ヤバい！」

　イベントブースは安全を考慮して建てられているとはいえ、決して頑丈なものではない。

　思いっきり蹴れば壊れるし、場合によっては倒れる時もある。

　俺は弾はじかれたように駆け寄り、体を使って看板が落ちるのを防いだ。

「グッ!!」

　無理やり崩れるのは防いだが、左目の上をフレームの角で切ってしまった。

　血がゆっくりと流れ、片目を開くことができなくなる。

　だがそれどころじゃない。

　壊れた留め具は看板と柱を繫つなぐ役割もあった。もしここで支えきれないとブースそのものが倒れてしまう。そうなればザニー社のイメージダウンはおろか、最悪ケガ人まで出てしまうだろう。

　今はギリギリ支えているが、このままではいつ倒れてもおかしくない。

　音水、楓坂、旺飼さん……。今まで頑張ってきたスタッフ達の情熱が全て無駄になる。

　どれだけ多くの人達がこのプロジェクトに協力してくれたんだ。

　たかが一人の問題行動だけで、潰されてたまるか！

「音水、おやっさんを呼んできてくれ！　楓坂は来場者に危険がないように人払いを!!」

「はい！」

「わかりました！」

　とにかくケガ人を出さないことが最優先だ。

　だが……くっそぉ……。ギリギリ支えているが一人だとキツい。

　すると近くにいた石岐土がオロオロした様子で声を上げた。

「オ……オレは……悪くないからな！　こんなブースを建てたお前らが悪いんだ！」

「ほざいてる暇があるなら、お前も支えろ！　ケガ人が出たらどう責任を取るつもりなんだ！」

「ひッ！」

　俺に一喝された石岐土は、ご立派なスーツが汚れるのを忘れて看板を支えた。

　わずかではあるが支えるのが楽になる。

　ほどなくして、施せ工こう業者のおやっさんがやってきた。

「おうッ！　待たせたな、笹宮！　ちっ！　仕事を増やしやがって!!」

「おやっさん、すみません」

「事情は聞いた！　もうちっと辛抱しろ！」

　そこからは早かった。おやっさんは壊れた部品を素早く交換し、さらに補強処理を施す。わずか数分でブースの応急処置は終わった。

「よし、とりあえずこれで大丈夫だ。離していいぞ。……ったく！　どんだけ強く蹴ったんだ！　けっ！」

「おやっさん、ありがとうございます」

　とにかくブースが倒れなくてよかった。これならまだやり直すことができる。

　問題の元凶である石岐土はギトギトの汗を流しながら、その場にへたり込んでいた。

　見るとスーツの一部が破れている。きっと柱を支える時にどこかで引っ掛けたのだろう。

　だが今回の件は嫌がらせで済む問題じゃない。一歩間違えればケガ人が出ていたんだ。謝ったくらいで許される問題ではない。

「石岐土……、てめぇ……」

　我慢の限度を超えた俺は、怒鳴りつけようと元課長の胸ぐらを摑つかんだ。

　だが、カエル顔の男は情けない顔で涙を浮かべて震えている。

　俺に怯おびえて？　いや、そういう表情ではない。

「笹宮にわかるわけがない……。オレがどれだけ辛つらい思いをしてきたのか……」

「何が言いたいんだ……」

「オレだって……本当は理想の仕事がしたかった……。だが昔のこの会社は威張りちらすベテラン組のせいで、意見一つ言うことが許されなかったんだ」

　石岐土が入社した頃といえば、まだインターネットが普及していない時代だ。

　噂うわさでしか聞いたことはないが、その頃のうちの会社はかなり体育会系だったと聞いたことがある。

「オレは我慢した……。我慢しているうちに時間だけが過ぎた。……気づいたら何もできんようになっていた……。できることといったら、上司にゴマをすることと怒鳴りつけることだけだ……。オレが先輩から教えてもらったのはそれしかない……」

　石岐土はボロボロと泣き出した。

　そこに今まで見ていた悪意の権ごん化げはいない。

　悲痛に泣き叫ぶ、無力な男だ。

「……本当は、……本当はオレも！　……仲間と一緒に仕事がしたかったんだ！　お前が……うらやましかった！　お前に支えられて成長していく音水がうらやましかったんだ！」

　気が付くとすぐ近くに運営スタッフが来ていた。

　これだけ問題行動を起こしたんだ。相応の処罰が待っているだろう。

　さっきまであった憤りを鎮しずめ、俺は石岐土を運営スタッフに引き渡した。

「このことは社長に報告する。本気で理想の仕事がしたいなら、自分の頭で考えて自分の体で行動しろ」

　ふと……結衣花に出会わなかったら、俺もこうなっていたのではないだろうかという考えがよぎった。

　環境も時代も立場も違う。だが心を閉ざして周囲と距離を取っていたという点においては、無愛想を自分の個性のように思っていた俺も同類だったからだ。

　怒りが収まったわけではない。だが現実に負けて歪ゆがんでしまった石岐土をこれ以上責める資格を俺は持っていないように思えた。

　運営スタッフに連行される途中、石岐土は振り向いて頭を下げる。

「笹宮……、音水……。それにザニー社の方々。本当にすまなかった……」

　反省した様子の石岐土は運営スタッフに連れられて去って行った。石岐土もこれをきっかけに変われるかもしれない。

　だが、今は他人のことを気にしている余裕はなかった。

　音水が心配そうに言う。

「笹宮さん。頭から血が流れていますけど大丈夫ですか？」

「ああ、こんなのは応急処置で十分だ。だが……」

　目の上をウェットティッシュと絆ばん創そう膏こうで応急処置をしながら、俺は周囲を観察して現状がいかに厳しいのかを察した。

「さっきの騒ぎで来場者が寄り付かなくなってしまった。すぐに対策をしないと……」

「どうするんですか？」

　目の前には修理待ちのブース……。来場者はライバルのバベル社へ流れて、こっちには全然来ない……。しかも企画内容はマネされている。根本的な変化が必要だった。

　状況はかなり厳しい……が、この窮地をなんとかするのが俺の仕事だ。

「おやっさん。ブースを修理するついでに大型ディスプレイを追加ってできますか」

「ぁあ？　別に構わねぇが、金はきっちりもらうぜ。大型ディスプレイは設置に補強を入れねぇといけねぇから大変だしな」

「どのくらいの料金でしょうか？」

「へっ！　同人誌でいいぜ。俺好みのを頼むわ」

「……わかりました。おもいっきりエロいのを買ってきます」

「グロいのはダメだからな。ケッ！」

　こっちの予算がギリギリなのを知っていて、気を利きかせてくれたようだ。

　会社としてはよくないことだが、こういう配慮はありがたい。

　次は集客方法だ。

「楓坂、ライブペイントをしたいんだが機材を用意できるか？」

「それなら近くの家電量販店で液晶タブレットを買えばいいですけど、誰が描くんですか？」

「ここはコミケ会場だ。探せばライブペイントをしてくれる人がいるかもしれない。いっそのこと、ライブペイントそのものを来場者に体験してもらうのもありだな」

「体験型イベントということね。いいんじゃないかしら」

　……その時だった。

　光が弾けるような直感が働き、俺は息をすることを一瞬忘れた。

　そうだ……。この状況ならアレを実現できるかもしれない。

　スマホを取り出した俺は旺飼さんに電話をした。

「旺飼さん。コミケ後のキャンペーンで販売する記念グッズについてご相談があります」

『内容にもよるが、どんなことだい？』

「これからライブペイントを行うのですが、そのイラストを記念グッズに使ってもらえないでしょうか？」

『キャラクターが関わるとなると別の部署の許可が必要なんだが……。一体どんな意味があるのかな』

「もしグッズ化が叶かなうなら、心強い協力者を連れてくることができます」

　すぐに旺飼さんは答えなかった。無理もない。予定ではコミケ最終日にプロのイラストレーターを呼んで、この場で描いてもらう予定だったんだ。もし俺の提案を受け入れれば費用が掛かってしまう。しかし、それを超えるだけのメリットがあると俺は確信していた。

　しばらくして旺飼さんは落ち着いた口調で言う。

『わかった、笹宮君を信じよう。調整は僕の方でしておくので思う存分やりたまえ』

「ありがとうございます！」
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　さっきの騒動で汚れたユニフォームを脱ぎ、スーツに着替えた俺は、コミケ会場を飛び出して彼女を探した。

　電話をしたが応答はなく、ＬＩＮＥも返信がない。

　午前中はコミケに来ていると言っていたが、もしかしてもう帰ってしまったのだろうか。

　駅に向かう通路を探していた時、ミディアムショートの彼女を見つけることができた。

「結衣花！」

「お兄さん……って、顔どうしたの？　なんでケガしてるの？」

「ああ、これか。たいしたことじゃない。それより頼みがあるんだ」

「うん。なに？」

「実は俺が担当してるブースでトラブルがあってな。急きゅう遽きょ、ライブペイントをしてくれる人を探しているんだ。できれば結衣花に描いてほしい」

　結衣花は自分の作品をコミケで販売したいと言っていた。

　もしライブペイントをしてくれれば、結衣花の作品をグッズ化する理由が生まれる。

　今まではクリエーターとしてコミケに参加することを怖がっていたが、これなら俺が彼女を支えてあげることができるのだ。

　なにより、結衣花が以前見せてくれたゆるキャラの絵柄はグッズのデザインに合っている。全ての条件がぴったりと揃そろっていた。

　だが、結衣花は視線をそらす。

「……私、……できないよ」

「どうして？」

「私が絵を描く時はいろんな資料を見ながら描くの。さすがに準備なしだと……」

「資料を用意すればいいってことか？　それなら大丈夫だ」

　俺達の会社はポスターや看板も制作するので、結衣花が必要とする資料をオンライン上で用意することができる。

　だが結衣花は首を横に振った。

「そうじゃなくて、上手な人は資料なしで描いちゃうの。ライブペイントを楽しみたい人もそれを期待していると思うし……。根本的に才能の格が違うんだよ……」

　そりゃ、すごい人はいろんなことができる。資料なしでサラサラ描ける人もいるだろう。もしかしたらこのコミケ会場にもいるかもしれない。

　だが違うんだ。

　俺はただ仕事のために結衣花に頼んでいるんじゃない。

　お前の願いを叶えてあげたいんだ。

　結衣花はずっと人に絵を見せることを怖がっている。

　それは彼女が望んだことじゃない。

　俺は彼女を、彼女が求める場所へ連れて行ってあげたい。

「このライブペイントで描いたイラストは、ザニー社からオリジナルグッズとして発売される。結衣花がやりたかったことができるんだ」

　もしこの機会を逃せば結衣花に頼む理由はなくなり、プロが描いたイラストがグッズになる。

　俺が結衣花の願いを叶えてあげられるチャンスは今しかなかった。

「多少ミスがあってもグッズ化する時に修正すればいいんだ。なにもリスクはないんだぞ」

「でも……、やっぱり私はいつも通りでいいよ」

　ふと石岐土が泣きながら去っていく光景を思い出した。

　時には我慢して現実を受け入れることは必要だ。でも気持ちを押し殺してばかりだと、本当の意味で自分を見失ってしまう。

　通勤電車で結衣花に出会えなければ、俺も石岐土と同じ道を歩んでいたかもしれない。……いや、そうなりかけていた。心のどこかに、無愛想に振る舞って他人と距離を取りたいという気持ちは確かにあった。

　ギリギリのところで、俺は結衣花に助けられたんだ。

　だから俺は、お前が下を向くところを見たくない。

「俺もいつも通りがいいと思っている。でも前に進まないだけじゃ淀よどんでしまうかもしれない」

　少し腰を落とし、同じ目線で結衣花をまっすぐに見る。

　彼女の瞳は湖畔の水面みなものように神秘的だった。その奥にある不安を取り除いてあげたくて、俺は言葉を伝える。

「俺はずっと無愛想という皮を被かぶって自分を守ってきた。きっといろんな機会を捨ててきたと思うんだ。でも結衣花のおかげで少しずつ前に進み始めた」

「私、特別なことなんてしてないよ」

「一緒に話をしてくれたじゃないか。それが嬉うれしかったんだ」

「そんなことが嬉しかったの？」

「ああ……。なぁ、結衣花。自分の殻なんて破らなくていい。いつも通りであるために、少しだけ前に進んでみないか？　全力でサポートする。問題があればなんとかする。俺にお前の力になるチャンスをくれ」

　不思議な気分だ。口ベタの俺がスルスルと喋しゃべっている。

　テレビのセリフでも、教えられたトークでもない。

　自分の感情が、気持ちが、当たり前のように言葉になっていく。

　すると結衣花は祈るように手を組んで、上目遣いで俺を見た。

「わかった、やってみる。……その代わり、優しくしてくれる？」

「ああ」

「大切にしてくれる？」

「もちろんだ」

「甘やかしてくれる？」

　彼女は本当に甘えたいわけじゃない。その言葉の奥にある安心感を求めているんだ。

　大丈夫だ、結衣花。俺はお前を不安にさせたりしない。

　だから俺は不器用に笑った。

「ああ、思いっきり甘やかしてやるよ」

「うん。それならいいよ」

　ようやく受け入れてくれた結衣花は優しく笑ってくれた。

　少し強引だったことは反省するとして、まずはザニー社のブースに戻ろう。

「でもその前に……」

　コミケ会場に戻ろうとした時、結衣花はムスッとした表情で俺を指さした。

「さっき、お前って言ったよね。その言い方は好きじゃないって言ったと思うけど」

「あ。すまん、つい……」

　初めてお互いの自己紹介をした時に、そう言われていたんだよな。

　あれから結衣花を呼ぶときは『お前』と言わないように気を付けていたのだが、さっきは感情に流されてつい使ってしまったようだ。

　結衣花は指で俺にしゃがむようにサインを出す。何をするのかわからんが、ここは従っておこう。

　片膝をついた時、結衣花は俺の顔を包み込むように抱きしめた。

「お兄さん、ありがとう。私にチャンスをくれて……」

　なんだよ。怒られるのかと思ってビビってしまったじゃないか。

　このまま抱きしめるわけにもいかず、俺は結衣花の背中を優しくポンポンと叩たたいた。
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　ザニー社のブースに戻ると、音水がソワソワしながら待っていた。

「笹宮さん、ライブペイントをしてくれる人は見つかりましたか……って、あれ？　その子は？」

　音水は俺の横にいる結衣花を見て、キョトンとした。

　まさか女子高生を連れてくるとは思わなかったのだろう。

「説明はあとだ。楓坂は？」

「それが家電量販店に液晶タブレットが売ってなくて、近くに住んでいる知り合いに借りに行っています」

「そうか……」

　時間はもうすぐ正午。できればそろそろ形勢を逆転したいタイミングだ。

　しかし肝心の液晶タブレットがないとどうしようもない。

　すると結衣花が俺のシャツの袖を引っ張った。

「お兄さん……。ライブペイントはデジタルじゃないとダメ？」

「必要なのは来場者の注目を集めることだからアナログでもいいが、結衣花はそっちもできるのか？」

「言ったでしょ。私がいるＣＧ部ってデッサンとかもするって」

　そういえばＣＧ部のことを聞いた時、美術部と同じ練習をしているって言ってたな。

「わかった。なにを用意すればいい？」

「派手なのがいいんだよね？　じゃあ、大きな白いボードがあればできるよ。あと絵具は多めで……」

「わかった」

　すぐに控室へ行った俺は、おやっさんに必要なものを用意してほしいと頼み込んだ。

　おやっさんは結衣花が頼んだものを聞いて何をするつもりだと困惑していたが、他の作業員に指示を出してすぐに一式を用意してくれる。

　そしてザニー社のイベントブースの中に、大きな白いボードが壁のように立った。

「おやっさん、ありがとうございます」

「いちおう絵具が乗りやすい壁紙をベニヤに貼って立てたが、これで本当にいいのか？」

「はい。あとは結衣花がやってくれるはずです」

「へぇ……、あの嬢ちゃんがねぇ……」

　白いボードは三畳分の大きさよりひと回り大きい。何も描いてなくても強烈な存在感を放っていた。そして結衣花の手元には、絵具が盛られた板がある。

　さあ、結衣花。言われた通りにセットは用意したぞ。これからどうするんだ……。




　すると結衣花は一切躊ちゅう躇ちょせず、絵具へ指をつっこんだ。




　そのまま絵具のついた指で白いボードに大きく絵を描き始める。

　茶色、黄色、赤色、緑色……。さまざまな色がダイナミックに大きなキャンバスへ生命を吹き込んでいくのを感じた。

　次第にそれらはクマと子猫の輪郭へと姿を変えていく。

「すげぇ……」

　いつも淡々としゃべるあの結衣花が、こんなに躍動的に絵を描くなんて……。

　感動している俺の横で、音水は真剣な表情で見ていた。

「フィンガーアートですね」

「なんだそれは……」

「言葉通り、指で絵具を伸ばしてアートを描く手法です。レオナルド・ダ・ヴィンチも細かいところは指で描いていたっていう研究結果もあるそうです」

「へぇ、そうなのか」

「でもあの子すごいですよ。自分の体をコンパスにして、曲線を綺き麗れいに描いています」

　確かに結衣花が手で描く絵は、思いっきりがあるのにブレが少ない。

　機材やプログラムで描くものとは違う、人だからこそ生み出せる線だ。

　指だけじゃない。手の平や爪などの部位を使い分け、時には手の甲まで利用していた。

　極めつけはデコピンのように指を弾いて絵具を飛ばし、光の粒子を表現する。

　それらを描く結衣花の姿は、日本舞踊を彷ほう彿ふつとさせた。

　──ここで来場者が騒ぎ出す。

「なんだあれ、絵を描いてるのか!?」

「面白そうじゃん」

「あのブースに行こ！　なにかやってるよ！」

　結衣花のフィンガーアートは来場者の注目を一気に集めた。

　よし！　今がチャンスだ！

　俺は司会役としての役目を果たすため、マイクを持った。

　そして結衣花の描く絵の良さをより楽しめるように話をする。

[image: ]

　その時、結衣花はこちらを見た。

　無愛想ではない俺の姿を見て驚いたのかもしれない。

　恥ずかしいという気持ちはあったが、結衣花と目が合うと自然と俺は笑うことができた。

　そして彼女も静かに笑った。
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　一時は絶望的に見えたザニー社のブースは完全に盛り返すことができた。

　ちょうど結衣花のフィンガーアートが完成したタイミングで楓坂が戻って来てくれたので、午後からデジタルイラストのライブペイントを行うことができる。

　手を洗った結衣花は俺の隣に立って、仕上げた絵を眺めていた。

「どうかな……」

「ああ、すごくいいよ。最高だ」

「もうっ。恥ずかしいからそういう褒め方やめてよ」

「褒めないと怒るクセに……。難しいやつだな」

　結衣花の絵にはクマに甘える子猫が描かれていた。

　たぶん結衣花のオリジナルキャラクターだろう。見ていてほっこりする。

「あのクマってちょっとマヌケな感じがいいよな。親近感が湧いてくる」

「でしょ」

「よくあんな絵をすぐに描けるよな」

「身近にいい例があるからね」

　そういえば楓坂は液晶タブレットを持ってきた後、どこへ行ったんだ？

　普段なら俺を押し退のけてでも結衣花の傍そばにいようとするのに……。

　会場を見渡していると、結衣花が描いたフィンガーアートを撮影し終えた音水がこちらへやってきた。

「笹宮さん。撮影終わりました。この絵を記念グッズのイラストに使うんですよね？」

「ああ。旺飼さんの許可は得ているし、八月中には発売されるだろう。あとあのボードをブースの壁に使おう。他にはないインパクトが出る」

「それにしても、笹宮さんが女子高生と仲が良かったなんて驚きました。ほんとぉ〜に、驚きました」

「お……おう……」

　怖さを感じるほどニッコリと笑う音水。

　あー、これ。遠回しに疑ってますって言ってるんだろうなぁ。

　そりゃあ仕事中にいきなり女子高生を連れてきたんだ。なにかしらの関係があると思われても仕方がない。

　クイクイ……。

　今度は服の端っこを結衣花が引っ張っている。なんだろう……。

「どうした？」

「音水さんって、お兄さんの同僚の人？」

「ああ、そうだ。音水はいつも……」

　……と、ここで俺は今さら気づいた。

　結衣花はただでさえ恋愛脳なんだ。

　もし音水の正体がいつもＬＩＮＥをしている後輩だとバレれば、明日からからかい地獄が始まる。ここはうまく誤魔化して切り抜けるしかない。

　俺にできるか？　いや、できる！　できるはずだ！　司会役をしている時はあんなに喋しゃべれたじゃないか。よし！

「あー、こほん。俺の方から紹介しよう」

「わざとらしい咳せき払ばらいは、ボケる予兆サイン？」

[image: ]

「人の覚悟をボケる予兆とは何事だ」

「はいはい」

　いつもながら結衣花は話の腰を折るのがうまい。絶秒な角度でカクンッと折ってくる。

　だがここは正念場だ。なにがなんでも乗り切らねば……。

　気を取り直した俺は、まずは結衣花に音水のことを紹介することにした。

「こちらの女性は同じ会社で働いている音水遙はるかさんだ」

　よぉし！　後輩という単語をかわした自然な紹介。完璧じゃないか！

　さすがにこの内容で、音水の正体を見破ることはできまい。

　……と、ここで結衣花は意外な反応を見せる。

「あ……、あの……。……よろしくお願いします」

　震えるような小声で挨拶をした結衣花は丁寧に頭を下げたあと、俺の後ろに隠れるように立った。

　そんな結衣花に俺は小声で訊たずねる。

「……どうした？」

「ううん。なんでもないけど、初めての人だから」

「俺の時は初めてでもズカズカ来たじゃないか」

「それは……お兄さんだし」

「なんだよそれ」

　さっきまでは普通だったのに、急に人見知りのクセが出てしまったようだ。

　もしかすると面と向かって話すのが恥ずかしいのかもしれない。

　っていうか、俺にはしょっぱなからタメ口だったのに、音水には敬語ってどうなわけ。

　前向きに考えれば親しみを持ってくれているということなんだが、この違いはなんなんだろうか。少しばかり納得がいかない。

「もしかして、いつもＬＩＮＥをしてる後輩さんってこの人？」

「……いや。ち……ちがうぞ」

「ふーん」

　く……、さては怪しんでいるな。さすが結衣花、勘が鋭い。だが現状ではまだ決定打はないはずだ。

　だが窮地はなおも継続していた。

　今度は音水がムッとした様子で話しかけてくる。

「笹宮さん、なに二人だけで話しているんですか？」

「お……おう。すまん」

　気持ちを整えて、今度は結衣花のことを紹介する。

　女子高生との仲を疑われると厄介だし、ここは形式的な紹介が望ましいだろう。

「こほん。えーっと……。こちらの女子高生は、いつもマーケティングなどで協力してくれている蒼あお井い結衣花さんだ。今回、ライブペイントをしてくれることになった」

　よし、理想的な紹介だ。

　これなら相手が女子高生でも仕事上の関係というふうに思わせることができる。

　だが今日の音水は一味違った。彼女はニコニコしながら目に暗い光を宿す。

「笹宮さんは結衣花ちゃんと仲がいいんですねぇ〜〜〜〜〜」

　語尾の伸ばし方が怖いつーの！

「ま……まぁ、……いろいろあってな」

「女子高生といろいろあったんですか？」

「言い方に気を付けてくれ」

　さっきからなぜか、音水の笑顔が不自然に三割増だ。なんだ……この圧倒的なプレッシャーは……。

「大丈夫ですよぉ〜〜〜。私は笹宮さんのこと、全肯定で信じていますからぁ〜〜〜」

「あ……、ありがたい」

「それに、私ともいろいろありましたしねぇ〜〜〜」

「……どうして誤解を招こうとする」

　すると結衣花が小さく「むっ」と声を上げた。

「ふぅ〜ん。そうなんだぁ……。へぇ〜……」

「プレッシャーのサンドイッチはマジで勘弁してくれ」

　ちぃ！　ここは嵐の中の難破船か！　一瞬たりとも気が休まる瞬間がないじゃないか！

　ここで俺のスマホにＬＩＮＥの着信が入った。

　おそるおそる見ると、送信者は結衣花だ。そこには一言『お兄さんのばか』と書かれている。

　あぁ……、絶対に誤解された……。明日からからかい地獄確定だ……。

　ここで助け船が入る。

「さっきから、なにをしているんですか？」

　声の主はメガネ美女の大学生、楓坂だ。ようやく帰って来てくれた。これで流れを変えることができるはず。助かった……。

「笹宮さん、いつまでぼさっとしているんですか。ライブペイントの準備はできているんですよ」

「おう。今行くよ……て、んんっ!?」

　驚くのは無理もない。楓坂がキツネ耳のゴスロリメイドになって、剣を携えていたからだ。あれはザニー社のゲーム・レイジスファンタジーの人気キャラクター……。いったいどうして……。

「楓坂、どうしてコスプレをしているんだ」

「少しでも来場者を集めるために目立たないといけないでしょ。それでコスプレ衣装を用意しておいたんです。私が着ることになるとは思いませんでしたけど……」

「なるほどな……」

　しかし、胸の谷間が見えるコスプレ姿を見て改めて思うが、楓坂って本当に胸が大きいよな。

　ハッキリ言って結構エロい。……ってそんなこと考えている場合じゃないか。

　俺の視線に気づいた楓坂は、胸を隠すようにして俺を睨にらんだ。

「な……、なんですか……」

「いや……、なかなか似合ってると思ってな……」

「んんんんんんん〜〜〜〜〜〜っ!!」

　楓坂は恥ずかしかったらしく半泣き赤面でぷるぷる震え出した。

　似合っていると思ったのは本当なので、素直に褒めたつもりだったが……。

　すると再び俺のスマホにＬＩＮＥが送られてきた。

　送信者はやはり結衣花で、今度は『えっち』と書かれている。

　楓坂の胸を見ていたことがバレたようだ。

　しかし今のは男として不可抗力だろ……。そこは許してくれよ……。
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　三日間に亘わたって開催されたコミケは無事に終了した。

　初日は劣勢だったが結衣花のライブペイントがＳＮＳで話題となり、二日目以降は多くの来場者がザニー社のブースに来てくれた。

　当初目標にしていた集客ラインを大幅に上回り、レイジスファンタジーの新規ユーザーは一気に跳ね上がる結果となる。

　そして最終日の夜。俺達は勝利を祝して、近くの創作料理店で打ち上げをすることになった。結衣花は楓坂の隣に座っている。

　座敷の個室に集まった俺達は、それぞれの飲み物が入ったグラスを手に取った。

「みんな、お疲れ様。乾杯！」

「「「かんぱ〜い！」」」

　最後までコミケを成し遂げたメンバー達は、緊張から解放されてテンションが高くなっていた。

　企業ブースとはいえ参加するのは人間だ。特に今回は初めての試みも多かったので、緊張と不安はハンパではなかっただろう。にもかかわらず、上々といえる結果を収めることができたのだ。

　酒の入ったザニー社の男性社員が興奮した様子で話しかけてくる。

「今回のコミケを乗り切れたのは笹宮さんのおかげっすよ！　ほんっとぉ〜に、ありがとうございます！」

「みんなの頑張りの成果だ。俺はそこまでのことはしていないさ」

　男性社員はグラスをテーブルに置き、身を乗り出してくる。

「なに言ってるんっすか！　僕達はみんな、笹宮さんのことを恩人だと思ってるんですよ！　なんならザニー社に来て僕達の上司になってくださいよ！」

「……はは、それは無理だろ」

　だが今回のコミケが終わって一番ほっとしているのは俺なのかもしれない。

　すると隣に座っていた音水がビールの入ったグラスを持って立ち上がった。

「そーなんです！　笹宮さんはすごいんですよ！　どんな仕事もイチコロなんです!!」

「「「おぉー!!」」」

「なのでザニー社さんには渡せません！」

「「「えぇ〜!!」」」

　……音水のやつ、悪酔いしてやがるな。しかも一口か二口飲んだだけでグラスのビールは全然減ってない。どんだけ酒に弱いんだよ。

　上機嫌の音水は言いたいことを言い終えると、俺の腕に摑つかまってきた。

「えへへっ。笹宮さんは誰にも渡しません」

　他社の人が見ている前なので本来なら引きはがすのだが、ここは酒の席だ。

　無事に仕事を終えたのだから今は好きにさせてやろう。




　打ち上げも時間が経たち、メンバー達は仕事抜きの雑談を楽しんでいた。

　音水はというと、俺の右腕に摑まったまま寝ている。

「すー。すー」

　やれやれ。酒が入ると本当に赤ちゃんのようになってしまうんだな。

　……クイッ。

　誰かが俺のシャツの端を引っ張っている。

　なんだろうと思って見てみると、それは左側の席に座っていた結衣花だった。

「後輩さんって思っていたよりもかわいい人だね」

「すまんな。大人は酒を飲むと、みんなだらしなくなるんだ」

「いいんじゃない。たまには気を抜いても」

「そういえばさっきまで楓坂と一緒にいたけど、あいつどこに行ったんだ？」

「あっち」

　結衣花が指で示す方向を見ると、部屋の隅で楓坂がノートパソコンを使用していた。

　しかしその表情は鬼気迫るものがある。

「大丈夫よ、私……。頑張ればゴールデンタイムに投稿が間に合うわ……。締め切り一時間前が一番ノッテくるんだもの。そうよ、絶対にできる。ふ……、ふふふ……」

　普段はお嬢様を演じている楓坂だが、今の彼女にそんな余裕はなかった。

　周囲を顧みず、ひたすらノートパソコンを操作している。

「……あいつ、なにやってんだ？」

「動画の予約投稿をしていたらしいんだけど、ちゃんと設定されてなかったんだって。しかもデータは自宅だから、今日のコミケをネタにした動画を急いで作ってるらしいよ」

「Ｖｔｕｂｅｒも大変だな」

　だが、これでようやく一段落できる。とりあえず、お盆休みはゆっくりしよう。

　本当にいろいろなことがあったが、コミケで結果を出すことができたのは大きい。

　そろそろ打ち上げを切り上げようかというタイミングで、ザニー社の常務・旺飼さんがふすまを開けて入ってきた。

「やぁ、笹宮君。少し話があるんだが、いいだろうか？」

「……はい」

　旺飼さんは指を使って『外で話をしよう』とサインを出した。どうやら大切なことのようだ。

　席を立とうとすると、結衣花がシャツをつまんだまま離そうとしなかった。彼女はなぜか不安そうな表情をしている。

「……どうした？」

「……ううん。なんでもないよ」

　目を合わせず、結衣花はシャツを離した。
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　創作料理店の外に出た旺飼さんは一度タバコをふかし、ビルが建ち並ぶ都会の夜空を見上げた。

　自動車の往来こそあるものの、俺はこの時間帯の東京がとても寂しく感じる。

　さっきまでコミケの熱気を浴びていたから余計にそう思うのかもしれない。

「悪いね、笹宮君。せっかくみんなで楽しんでいたのに……」

「いえ。ライブペイントのグッズ化についてですが、無理を言ってすみません」

「構わないよ。君のことだ。いろいろなことを考えての提案なのだろう」

　タバコを携帯灰皿に入れた旺飼さんは、真剣な表情で俺を見る。

「ところで、以前僕が広報部を新しい形にしたいと言っていたことを覚えているかい？」

「はい。確かネットとリアル、両方からアプローチできる新しいチームを作りたいということですよね」

「そうだ……。知っての通り、今は大企業だから安泰という時代じゃない。新しい試みが必要なんだ」

　イベント会社で営業として働いていると、多くの社長達は口をそろえてそう言う。

　だからこそ旺飼さんは危機感を持って行動しているのだろう。

「そこで相談なのだが、その新しい広報部の課長として君を迎え入れたい」

「……私がですか？」

「ああ。端的に言えばスカウトだ」

　さすがにこの言葉には驚いた。ザニー社は誰もが知る有名企業だ。俺自身、この会社に憧れがある。

　そんな会社から誘われて嬉うれしくないわけがない。

「それは……とても嬉しいお話です。……正直、実感が湧きませんが……」

「はは……。まぁ、無理もない。急がないのでゆっくり考えてくれ」

　話を終えた旺飼さんは創作料理店に戻ろうとした。

　だが、何かを思い出して立ち止まり、再びこちらへ振りむく。

「そうだ。これを言っておかないといけないね。もし受けてくれるなら、最初の半年間は海外で研修を積んでもらいたい。もし語学が苦手なら今のうちに勉強をしておいてくれ」

「……海外……ですか？」

「ああ。ザニー社はグローバル企業だ。広報でも各国によって求められる演出が異なる」

　言われてみればそうだ。あまり知られていないが、日本でも地域によって求められる演出・デザイン・お金の使い方などが違う。

　そういった地域性を理解するため、江戸時代までさかのぼって文化の特徴を調べ直したこともある。

　言葉も人種も違う海外となればなおさらだ。しっかりとその土地を知るために海外で生活をするのは大切なことだろう。しかし……それは……。




　……コトン。




　海外研修に迷いが生じた時、すぐ近くで物が落ちる音がした。……猫……だろうか？














エピローグ







【結ゆ衣い花ばな視点】






　九月一日。いつもの時間、いつもの電車に私は乗った。

　コミケが終わった後に立ち聞きしたお兄さんと旺飼おうがいさんの会話を思い出して、私は落ち込む。

　その内容は、お兄さんが海外に行ってしまうということだ。

　私が考えていた以上に、お兄さんはいろんな人から求められている。

　不器用だけど真っすぐで、ぶっきらぼうだけど信頼を集めて、何かあれば誰かを守るために行動できる人。

　ライブペイントをしてわかった。失敗したらもう終わりだ……。だったら挑戦しない方がいい……。そう考えるのは人として当たり前のことだ。

　だけど守ってくれる人がいると実感した時、人は勇気を持つことができる。

　お兄さんの『なんとかする』という言葉は、私に勇気をくれた。

　きっと旺飼さんもお兄さんのそういった部分を必要としているのだろう。

　そしてお兄さんにとっても、それはいいことのはずだ。

　五月に出会い、六月に話すようになった。

　七月は一緒に記念撮影をして、八月……私はお兄さんのおかげで自分の作品を人に見せられるようになった。

　それがもうすぐ、みんなが望む形で終わろうとしてる。

　喜ぶべきことなのに、……私は寂しい。

　先頭車両の一番前に向かうと、そこには長袖のスーツを着たお兄さんがいる。

　最近はよく話すようになったけど、無愛想な顔はなかなか直っていない。

「おはよ。お兄さん」

「よぉ、結衣花」

　お兄さんの腕に摑まろうと手を伸ばした。

　……だけどすぐに手を引っ込めて、代わりにこの二ヶ月間で少し伸びた髪に触れる。

　もうすぐいなくなるかもしれないという寂しさから、今のうちに少しずつ離れていこうと思ったからだ。

　私の変化に気づいたお兄さんは、不思議そうに訊たずねてきた。

「ん……。どうした？」

「ううん。なんでもないよ」

　私はいつも通り、自然体でそう言った。

　スカウトの話が気になる……。だけど訊きいちゃダメだ。いつも通りに演じるんだ。

　感情は表に出さず、自然体でいる。これが後悔しない最善の方法なんだ。

　私はそのことを理解しながら、言葉を口にした。

「あ……あのさ。お兄さん、ザニー社に行くの？」

　声が震えていた。

　何を言っているんだろう。

　訊いちゃダメだってわかっていたのに、どうして私は……。

　お兄さんは驚くことなく、静かに言葉を返した。

「スカウトの話、知ってたのか」

「うん……。海外に行くんだよね？　そしたら、もう会えなくなるんだよね？」

　お兄さんを困らせたくない……。そう考えているのに私の口は理性とは別の言葉を喋しゃべり続ける。

　ううん、理性はちゃんと本心を知っている。

　私はここで駄々をこねて、お兄さんを困らせて、海外行きを止めたいんだ。

　自己嫌けん悪おに陥りそうになった時……、

「いや、スカウトの話は断った」

　お兄さんのあっけらかんとした答えは、私の不安を一瞬で消し去った。

　嬉しいとか安心ではない。……それは見えない牢ろう獄ごくが一瞬で消え去り、広い空が現れたような解放感だった。

「え……、どうして？」

「今の会社に愛着があるっていうのもあるが……、その……なんだ」

　言い淀よどんだお兄さんは照れくさそうに視線をそらした。まるで恋する乙女のように……。

　もしかして私のために……？

　甘い期待が鼓動を加速させる。

　そんな自分を隠そうとする私に、お兄さんは予想外のことを言った。

「……俺、実は英語が苦手なんだ」

「は？」

　マヌケな答えに私は絶句した。

　そうだよね。うん、わかってる。お兄さんってそういうオチを付ける本能があるもんね。

　ちょっとだけ期待したけど……。私、アホだなぁ……。

「苦手って……勉強はしたんでしょ？」

「学生の頃は詰め込みでなんとか乗り切ったが、仕事でやっていく自信がなくてな……。それでスカウトを断った……、というより引き受けることができなかった」

　……なんというか、……私が不安を抱えていたこの数日間を返してほしい。

「……もしかして、私を笑わせようとしてる？」

「今結衣花があきれていることは手に取るようにわかる」

　ここであきれない人なんていないと思う。

「お兄さんってさ、肩透かしの天才だよね。すごいよ。本当に心の底から感心するよ」

「お褒めに与あずかり光栄だが、ごみ溜だめを見るような目はやめてくれ」

　だけど私は今までにないほど気持ちが軽くなっていた。

　よかった。まだこの時間が続くんだ。こんな時に安心するなんて、私は性格が悪いかも。

　私はお兄さんに近づいた。

「旺飼さん、がっかりしてるだろうね」

「まぁな……。いちおうこれからもザニー社の仕事を優先して回してくれるって約束はしているが、昨日も考え直さないかと言われたばかりだ……」

　よほど困っているらしく、お兄さんは前髪を手でいじった。

　自分のことを大切にしてくれる人の期待に応えられないというのは、結構つらいからね。

　だけど急にお兄さんは顔を上げて、ふっ……と優しく笑った。

「だが、そう悪いことばかりじゃないんだ」

「というと？」

「こうして通勤電車で結衣花と話ができるだろ？　俺、結構この時間が好きなんだ」

　いつものことだけど、どうしてこの人はドキッとするようなことを平然と言うのかな。

　後輩さんから好かれていることもわかってないみたいだし、楓かえで坂ざかさんがチラチラ見ていることにも気づいていない。

　アニメや漫画で鈍感な主人公がよくいるけど、リアルだとこんなにめんどくさいんだ。

　……なんか、……ムカついてきた。

　そんな気持ちを伝えるため、私は緩く体当たりをしてみせる。

「な……、なんだよ」

「生意気だからお仕置き」

「なにも変なこと言ってないだろ」

　やっぱりわかっていない。

　だけどこんなお兄さんだから、私はそばにいたいと思うようになったんだろう。

　私はお兄さんの腕を摑つかみ、二回ムニった。

「私も……好きかな」

「なにが？」

「いつも通りのこの瞬間が……」


完













あとがき






　初めまして、甘あま粕かす冬とう夏かと申します。

　この度は数ある作品の中から『通つう勤きん電でん車しゃで会あう女じょ子し高こう生せいに、なぜかなつかれて困こまっている』を選んで頂き、誠にありがとうございます。

　本作品は元々ＷＥＢ小説サイトで投稿を始めた作品をベースに、新しくストーリー構成を練り直したものになります。

　そのためＷＥＢ読者様にとっても新しいエピソードが多かったので、驚かれたのではないでしょうか。




　ＷＥＢ版の方はコメディ色が強い作品ですが、こちらではヒロインの魅力や活躍をより引き出せるように改稿を行いました。

　特に今回のメインヒロインである結ゆ衣い花ばなは、自分の殻に閉じこもりながらもそれを受け入れているラブコメっぽくないヒロインです。

　ＷＥＢ版では描ききれない彼女の魅力をどうやって引き出せばいいのか、とても悩みました。




　特にこだわったのは『セリフでは表現されない結衣花の気持ち』を伏線で描くという方法です。いくつかあるのですが、特に第五章の８で結衣花が笹宮にとあることを行うシーンの伏線がどこで張られていたのかに気づいて頂けると、より作品を楽しめるかと思います。




　それとこの場で、妹の話をさせてください。

　彼女は漫画を描くのが上手でコミケにもサークル参加していました。夏コミの後は、たくさんの手紙が届いていたことを今でも覚えています。

　プロの漫画家になることが彼女の夢でしたが、不運な事故で亡なくなりました。

　あれから十年以上、彼女に近づきたくてデザイン関連の仕事をするようになりましたが、私も事故でしばらくの間寝たきりになりました。

　ちょうどその頃、小説サイト「カクヨム」に作品を投稿するようになりました。

　自分で言うのもなんですが、投稿初期の作品はひどかったと思います。

　それでも読者様が応援をしてくださり、こうして書籍化へと繫つながりました。

　信じられないほどの幸運とご縁に巡り合い、かつて妹が参加していたコミケを舞台にした作品で商業デビューを果たすことができました。

　あきれるほど長い時間が掛かりましたが、ようやく妹に喜んでもらえる報告ができます。




　担当様には大変お世話になりました。本当にありがとうございます。

　編集部の方々、営業さん、校正さん、ありがとうございます。

　はくり先生、素敵なイラストを描いてくださってありがとうございます。

　私を支えてくれた家族、友人達、ＷＥＢ小説サイトの読者様へ、ありがとうございます。

　そしてこの本を読んでくださった全ての読者様へ、心から感謝を申し上げます。




　この一冊が皆様の喜びの一部になることを願っています。








電子書籍特典ショートストーリー

『もうひとつのエピローグ』









　もうすぐ八月も終わろうとしている。

　コミケも無事に終わり、各地の販促キャンペーンも理想的な結果を出すことができた。

　そして八月下旬の土曜日。

　いつもの時間、いつもの各駅停車に乗車する。

　イベントの仕事をしていると、どうしても休日が不定期だ。

　その分代休を貰えるので損はしていないが、やはり土日出勤はテンションが下がり気味になる。

　とはいえ、今日と明日でプロジェクトの販促キャンペーンは最後になるから気合を入れないとな。

「ん？」

　ふと見ると、いつも俺が立っている先頭車両の一番前が学生達に取られていた。

　ジャージ姿ということは運動部かなにかだろう。

　見たところ中学生のようだ。

　俺もあんな時期があったんだよな。

　特に意味もなく話の合う奴と集まるだけの時間。

　思い返すと特に意味はなかったが、楽しかったという感情だけは覚えている。

　今日のところは一番前の場所は諦めよう。たまにはこういう時もあるさ。

　仕方がなく俺はつり革を持って窓の外を見る。

　どうせ今日は土曜日で結衣花も来ないだろうし、一番前にこだわる必要もない。

　って、まるで俺が結衣花のことを待っているみたいじゃないか。

　そんなことないぞ。ああ、そうさ。ちっともない。

　ちょっとはあるが、それは少しだけだ。割合で言えば四割くらいだ。

　いない時は……そうだな。……寂しいかもしれない。

　しばらくしていくつかの駅を通過した頃、ちょうど結衣花がいつも乗ってくる駅を過ぎた時に妙な視線を感じた。

　なんだろう。誰かに見られてるよな？

　右を見るが知り合いはいない。左を見るがやはりいない。

　そして後ろを見ると、いつの間にか制服姿の結衣花が座席に座って俺を見上げていた。

「おはよ。お兄さん」

「……よぉ、結衣花」

　いつも通りフラットテンションの結衣花だが、どことなく笑っているように見える。

　おそらく少し前から座席に座って、俺を観察していたのだろう。おのれぇ……。

　してやられたという気持ちはあるが、同時に安心している俺がいる。

　なんだかんだ言って、結局俺は結衣花と話をすることを楽しみにしているという事か。

　しかしどうして結衣花がここに？　今日は土曜日だぞ？

　俺は結衣花の前に移動して訊ねてみることにした。

「なぁ、結衣花。もしかして部活の朝練って土曜日もあるのか？」

「うん。お兄さんにしてはめずらしく勘が鋭いね」

「俺は常に鋭いだろ？」

「自分で言ってて虚しくならない？」

「たまには背伸びすることを許してくれ」

　そういうことか。納得。

　夏休み中も何度か部活の朝練ってことで、一緒の電車になることがあったもんな。

　しかし一番驚いたのは俺の勘が久しぶりに当たったことだ。

　自分では鋭いつもりなのだが、あんまり当たんないんだよな。

　あ……、なんか自分で考えて自分で勝手に落ち込みそう……。

　ふと横髪に触れている結衣花を見て、あることに気づいた。

「そういえば、少し髪が伸びたんじゃないか？」

「うん。しばらく切ってないから。たぶん後輩さんの髪型に近づけたと思うけど、どうかな？」

　すると結衣花は後ろ髪を手でまとめて、横顔を俺に見せる。

　そういえばプレゼンが決まった頃、結衣花は音水の髪型にしてみたいと言っていたっけ。

　あの時からもう二ヶ月半くらいか。

　まだ音水よりも短いが、後ろで束ねるとなかなか可愛い。

「お兄さん？」

　ふいの呼びかけに、俺は慌てて答える。

「お、おう……。なかなかいいぞ」

　やべぇ。つい見とれていた。もしそんなことがバレたら後が大変だ。

　結衣花はとにかく俺をからかうのが好きだからな。注意注意っと。

　すると結衣花は淡々と言う。

「ありがと。お兄さんの本音はわかりやすいよね」

「別に見とれていたとかじゃないからな」

「そうだね。わかってるよ」

　小さく「バレバレだけどね」というつぶやきが聞こえたが、ここは聞かなかったことにしよう。

　だってこれ以上つっこまれたら、こっちが不利じゃん。

「ねぇ、隣に座ったら」

　俺が普段座席に座らないのは、なんとなく集中力が切れそうだからだ。

　しかし今日は土曜日。それも結衣花も座っている。

　まっ、たまにはいいか。

　結衣花に促される形で俺は隣に座った。

　グググ……とクッションが体重で沈み、体の緊張が座席に吸収されていく。

　ふぃ～。やっぱ座れるのはいいよなぁ。

「なんつーか、通勤電車で座席に座るのって得した気分だ」

「それわかる」

　しばらくして電車は『聖女学院前駅』に到着した。

　結衣花が普段利用している駅だ。

　だが結衣花は降りようとするどころか、座席から立ち上がろうともしない。

「電車、着いたぞ」

「うん。でも今日はもうちょっと座っていたいから」

　前にも乗り過ごした時はあったが、その時は考え事をしていたからだ。

　だが今日はその時とは違う気がする。

　常時自然体というスタイルは崩していないが、それでも雰囲気がいつもより柔らかい。

　まるで甘えたくて傍から離れようとしない子猫のようだ。

　そう思ったからなのか、結衣花が隣にいてくれるという嬉しさがじわじわと強くなってくる。

　だからかもしれない。普段なら考えもしないことに気づいてしまった。

「……もしかして、今日の朝練はないんじゃないのか？」

「なんで？」

「いや、なんとなく」

　本当になんとなくそう思っただけだ。

　夏休みに入ってから結衣花が部活のために電車に乗ることは何度かあった。

　それでも土曜日に会う事はなかったのだ。

　だがそうだとすると、結衣花は俺に会うためにわざわざ土曜日に来てくれたということになる。

　普段から俺のスケジュールは言っているから、俺が今日この電車に乗っていることを結衣花は知っている。

　いや、違うな。

　俺はあえてスケジュールを伝えて、もしかしたら結衣花と会えるかもしれないという期待を自分に与えていたんだ。

　そんな期待を持つことを俺は楽しんでいる。

　まったく、俺はいつからこんな幼稚なことを考えるようになったのやら。

「あのさ……」

　急に結衣花は声をひそめて訊ねてきた。

「どうした？」

「このまま隣に座っていたら迷惑？」

「俺がそんなことを考えると思うか？」

「思わないけど、気になったから」

　おいおい。今さら何言ってんだよ。三ヶ月もこうして会うたびに話をしているんだぞ。

　今さらそんなこと聞く必要なんてないだろ。

　だが今のセリフで確信できた。

　やっぱり今日は朝練なんてないのに、俺のためにわざわざ来てくれたんだ。

　ったく、そういう可愛さは素直に見せていいんだぞ。

　つい嬉しくなって横を見るが、結衣花は俺の表情を見て唇を尖らせた。

「な……、なに？」

「いや、別に」

「ニヤニヤしちゃってさ」

「今日は許してくれよ。土曜日なんだから」

「説明になってないんだけど」

　そうなんだよな。俺達、こうして一緒にいるのがもう当たり前になってる。

　窓の外を見ると爽快な青い空をバックに白い雲が浮かんでいた。

　そしてちらほらとある住宅とわずかにある木々の緑が通り過ぎ去っていく。

　普段と変わらない景色ではあるが、少しずつ秋が近づいている。

「夏が終わるんだな」

「そうだね……」

「結衣花と会ったのは六月だったから、ちょうど夏が始まった頃か」

「私はもっと前からお兄さんのこと知ってたけどね。話したこともあるし」

「本当か？　いつだよ」

「教えなーい」

「なんだよそれ」

　俺は社会人、結衣花は女子高生。

　いつか俺達は離れることになるのだろう。

　それでも俺はこいつといる時間が大切でならない。

　制限付きの心地いい時間。

　恋とも友情とも違う、静かで穏やかな感情。

　三ヶ月前の俺にはなかった気持ちだ。

　だから大切にしたい。

　だからもうしばらく、このまま……いつも通りのままであって欲しいと思う。
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